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武庫川水系河川整備計画　進行管理項目一覧
必要に応

じて実施

する項目

１．河川対策 (1)河道対策 ①下流部築堤区間 国道43号橋梁の基礎が河床から突出しない深さまでの河床掘削 河床掘削（№-7～№50） L=5,700m

　（河口～JR東海道線橋梁下流） 流域下水道管渠に影響しない箇所での低水路拡幅、部分的な高水敷掘削 低水路拡幅・高水敷掘削（右岸№10～№31） L=2,000m

低水路拡幅・高水敷掘削（左岸№25～№31） L=580m

河床掘削に伴い必要となる橋梁の補強又は改築 南武橋（改築）

国道43号、阪神高速橋梁（護床工）

阪神電鉄橋梁（補強）

武庫川橋（旧国道橋梁）（護床工）

ガス管橋（補強又は改築）

国道2号橋梁（補強又は改築）

潮止堰の撤去 潮止堰（撤去）

床止工の撤去又は改築 1号床止工（撤去）

2号床止工（撤去又は改築）

3号床止工（改築）

②下流部掘込区間 護岸整備やパラペット等による溢水対策（仁川合流点～生瀬大橋） 護岸整備、パラペット等（9.0k～15.9k）L=6.9km

　（仁川合流点～名塩川合流点） 河床掘削等（生瀬大橋～名塩川合流点） 河床掘削等（15.9k～18.4k）L=2.5km

護岸整備等による溢水対策（武田尾地区） 護岸整備等（武田尾地区）L=1.2km

④上流部（羽束川合流点 大堀川（宝塚市）の整備 河床掘削等（西田川橋～西ノ町橋）L=1.2km

　　～本川上流端）及び支川 荒神川（宝塚市）の整備 河床掘削等（国道176号～荒神橋）L=0.6km

波豆川（宝塚市）の整備 河道拡幅等（滝本橋～島橋）L=0.3km

波豆川（三田市）の整備 河道拡幅等（中河原橋～護摩池）L=0.6km

山田川（三田市）の整備 河道拡幅等（山田滑谷ダム上流1050m～砥石橋上流500m）L=1.9km

大池川（三田市）の整備 河道拡幅等（JR福知山橋梁～国道176号上流50m）L=0.1km

相野川（三田市）の整備 河道拡幅等（洞橋～2級河川上流端）L=1.4km

武庫川及び真南条川（篠山市）の整備 河床掘削等（岩鼻橋～山崎橋）L=1.9km

波賀野川（篠山市）の整備 河道拡幅等（JR福地山線橋梁～西角橋）L=0.4km

天王寺川（伊丹市、宝塚市）の整備 堤防強化［ドレーン工による浸透対策］（伊丹市荒牧～宝塚市中筋）L=0.6km

天神川（伊丹市、宝塚市）の整備 堤防強化［表のり面被覆工による浸透対策］（伊丹市荻野西～宝塚市山本西）L=3.8km

⑤下流部築堤区間の堤防強化 計画高水位以下の洪水に対する浸透対策、侵食対策 ・ドレーン工法等の浸透対策

　（南武橋～仁川合流点） ・護岸工による侵食対策

・計画高水位以上の洪水に対して堤防を決壊しにくくする浸透対策

・侵食対策及び巻堤等による越水対策

堤防に近接する一部の家屋等の対応 堤防に近接する一部の家屋等の対応の検討

①新規遊水地の整備 遊水地整備 遊水地整備

②青野ダムの活用 洪水調節容量の拡大 洪水調節容量の拡大（操作規則の適切な変更）

さらなる洪水に対する安全度の向上等の検討 千苅ダム治水活用や新規ダム建設等の必要性・実現可能性の検討

２．流域対策　（武庫川流域総合治水推進計画の内容も考慮） ・「武庫川流域総合治水推進協議会」の設置

・「武庫川流域総合治水推進計画」の策定

(1)貯留施設の設置による流出抑制対策の実施 学校、公園、ため池等を利用した貯留施設等の整備 学校・公園・ため池等を利用した貯留施設等の整備(貯留量約64万m3)

①防災調整池の設置指導 「調整池指導要領及び技術基準」に基づく設置指導 「調整池指導要領及び技術基準」に基づく設置指導

流出抑制機能の更なる強化に向けた検討 ・指導対象面積の引き下げ

・調整池の恒久化等

②森林保全と公益的機能向上 人工林の間伐等（関係機関連携・住民連携）

急傾斜地等にある間伐対象人工林の表土浸食防止対策

高齢人工林の広葉樹林への一部誘導(混交林整備)

無秩序な伐採・開発行為の規制等を通じた森林の適正な保全 保安林・林地開発許可制度の適切な運用

砂防事業による流木・土砂災害防止対策

治山事業等による流木・土砂災害防止対策

③水田への雨水貯留 水田の持つ多面的機能の維持・向上 水田の保全（関係機関連携・農業者連携）

水田貯留の実施 課題解決に向けた取組等の検討

その他公共施設での雨水貯留・浸透施設の設置促進 公共施設での貯留・浸透施設の設置

各戸への雨水貯留タンクの設置

道路側溝等の浸透化

透水性舗装

2

【点検指標】

戦後最大の洪水である昭和36年6月27日洪水に対し、流域対策を考慮し、洪
水調節施設により洪水調節した結果、河道への配分流量3,200m3/s（甲武橋
基準点）を安全に流下させる。

戦後最大の洪水である昭和36年6月27日洪水に対し、流域対策を考慮し、洪
水調節施設により洪水調節した結果、河道への配分流量2,700m3/s（生瀬地
点）を河道内で流下させ、暫定的に浸水被害の防止を図る。

【取組方針】【実施目標】

河川整備基本方針の目標達成に向けたさらなる洪水に対する安全度の向上
策の検討。

戦後最大の洪水である昭和36年6月27日洪水に対し、流域対策を考慮し、洪
水調節施設により洪水調節した結果、河道への配分流量2,600m3/s（武田尾
地点）を河道内で流下させ、暫定的に浸水被害の防止を図る。

③中流部
　（名塩川合流点～羽束川合流点） 3

9

計画高水位以下の洪水による浸透や侵食に対して十分な安全性を確保す
る。

新規遊水地の整備により20m3/s、青野ダムの活用により40m3/sを確保し、
甲武橋基準点において280m3/sの洪水調節を行う。

計画高水位以下の洪水による浸透や侵食に対して十分な安全性を確保す
る。また、治水上特に注意が必要な個所を対象に、計画高水位以上の洪水
に対して堤防を決壊しにくくする。

各河川の目標流量を安全に流下させる。
　・大堀川　50m3/s　　　　　　　　　・荒神川　39m3/s
　・波豆川（宝塚市）　160m3/s　　・波豆川（三田市）　65m3/s
　・山田川　100m3/s　　　　　　　　・大池川　40m3/s
　・相野川　45m3/s　　　　　　　　　・武庫川及び真南条川　110m3/s
　・波賀野川　25m3/s

5

4

第1節 洪水、高潮
等による災害の
発生の防止又は
軽減に関する事
項

河川整備計画（第４章「河川整備の実施に関する事項」）に記載された事項・項目

1

管理
番号

豪雨時に発生する土砂崩壊や流木の流出による河川埋塞や橋梁部の
閉塞による洪水被害の防止

「武庫川流域総合治水推進協議会」の設置、「武庫川流域総合治水推進
計画」の策定

計画高水位以上の洪水に対する堤防強化

森林の水源涵養機能、土砂流出防止機能など公益的機能の維持・向上

「武庫川流域総合治水推進計画」と整合を図り、流域内の学校、公園、ため
池等を利用した貯留施設等の設置を考慮して、流出抑制量を甲武橋基準点
において30m3/sとする。
また、付加的な流出抑制効果が期待できる様々な流出抑制対策について
も、流域市等と連携し、住民の理解と協力を得て取り組んでいく。(2)様々な流出抑

制対策の推進

6

③洪水調節施設の継続検討

④その他の雨水貯留・浸透の取り組み

8

(2)洪水調節施設
の整備 7

1



武庫川水系河川整備計画　進行管理項目一覧
必要に応

じて実施

する項目

３．減災対策　（武庫川流域総合治水推進計画の内容も考慮） ・「武庫川流域総合治水推進協議会」の設置

・「武庫川流域総合治水推進計画」の策定

①水害リスクを知る機会の提供 住民が水害リスクを知る機会を数多く提供 我がまちを歩く体験型講座の開催等

②水害リスクを知るツールの整備 水害リスクを知るツールの整備 水害リスクを正確に理解でき、わかりやすいハザードマップへの改良・強化

ＣＧハザードマップで整備した映像等の継続公開と活用方法の検討

③防災の担い手となる人材の育成 行政、住民、ＮＰＯ等様々な主体の防災の担い手を育成 ひょうご防災リーダー講座等の研修や防災に関する出前講座の実施

行政担当職員に対する研修の充実

①避難情報の伝達 市及び住民の避難判断の支援 防災情報の提供体制の充実

避難勧告等に関する情報を迅速に提供（市） 同報無線・移動無線の充実

②河川情報の伝達 武庫川下流部における「洪水予報」の実施（気象台共同） 「洪水予報」の実施

増水する河川の画像情報の提供・配信

サイレン・回転灯の設置

水防活動や避難勧告等の発令の支援 洪水時の水位予測等の配信

地上デジタル放送等を利用した水位情報等の配信 地上デジタル放送等を利用した水位情報等の配信

③水防体制の強化 大規模洪水時における職員の危機管理能力及び地域防災力の向上 実践的な演習の実施

防災態勢の強化（市） 県、防災関係機関と連携した防災訓練の実施

①自助の取組の推進 住民が被害に遭わないために必要な知識の啓発 住民主体で作成したハザードマップ等の一層の利活用

各種防災情報の入手方法の啓発 「ひょうご防災ネット」への加入促進等

②共助の取組の推進 水害発生時の災害時要援護者の円滑な避難（市） 地区内で住民同士が助け合う取組の促進

③公助の取組の推進 住民の避難判断の支援 ［再掲］防災情報の提供体制の充実

住民の避難判断の助けとなるような公助の取組（市） ・隣接市間で避難情報の共有

・隣接市の避難所の相互活用の検討

避難経路等の屋外表示の検討

①水害に備えるまちづくりへの誘導 水害に備えたまちづくりの実現に向けた検討 ・水害リスクに対する認識の向上

・減災のための土地利用や上層階避難が可能でかつ堅牢な建物への誘導等

②重要施設の浸水対策

③水害に対する保険制度の加入促進 水害に対する保険制度への加入促進 「フェニックス共済」等への加入促進

(1)流水利用の適正化 流水利用の適正化 農業用水の慣行水利権の取水実態の把握

農業用水の慣行水利権から許可水利権への切替等

(2)適正な水利用 適正な水利用の推進（関係機関連携） 節水の啓発・水利用の合理化

雨水・再生水利用の促進（各戸への雨水貯留タンクの設置）

(1)渇水調整および広域的水融通の円滑化 （渇水時）利水者間の相互調整の円滑化 渇水調整会議等における利水者への必要な情報提供、取水制限等の調整 ○

広域的な水融通の円滑化（関係機関連携・利水者連携） 給水ネットワークの整備

(2)緊急時の河川水利用 緊急時の河川水利用の円滑化 ○

３．健全な水循環の確保 流域水循環の把握 流域水循環の把握

森林、農地、ため池の整備や適正な管理（関係機関連携） ［再掲］人工林の間伐等（関係機関連携・住民連携）

［再掲］急傾斜地等にある間伐対象人工林の表土侵食防止対策

［再掲］高齢人工林の広葉樹林への一部誘導（混交林整備）

［再掲］水田の保全（関係機関連携・農業者連携）

ため池の保全

貯留浸透施設の整備（関係機関連携） ［再掲］透水性舗装

浸透ます等の整備（道路側溝の浸透化）

｢2つの原則」の留意事項等をとりまとめた手引きの作成 手引きの作成

「2つの原則」のパンフレット作成 パンフレットの作成

地域住民や団体等による生態系の保全・再生活動の円滑化 ・行政手続きの迅速化

・技術面でのサポート

(1)「2つの原則」の適用にあたっての考え方 河川整備に際して「2つの原則」を適用 「2つの原則」の適用

配慮を検討すべき「生物の生活空間」の改善

①武庫川下流部築堤区間 　＜汽水域の拡大と干潟の創出＞ 魚類等の移動の連続性確保 河床掘削に併せた潮止堰等の撤去

上流側床止めの魚道改良

干潟の創出 水制工等の設置

②武庫川下流部掘込区間 　＜礫河原の再生＞ 礫河原と瀬・淵の再生 現状の砂州形状や礫河原の比高を考慮した河床掘削

　（生瀬大橋～名塩川合流点　約2.5㎞） 外来植物の除去 ・河床掘削によるｼﾅﾀﾞﾚｽｽﾞﾒｶﾞﾔの除去

・関係機関や地域住民と連携したｼﾅﾀﾞﾚｽｽﾞﾒｶﾞﾔの除去

代償措置としての礫河原の再生 区間外での礫河原の再生 ○

③武庫川上流部 　＜タナゴ類の生息環境の再生＞ 移動性が低い生物の移植対策 オグラコウホネ等の植物やカタハガイ等の二枚貝類の移植対策

　（岩鼻橋～山崎橋　約1.9㎞） みお筋の再生 現況と同様の蛇行部確保

瀬・淵の再生 河道が直線的で河床勾配が一定な区間での木杭や根固工等の設置

ワンド・たまりの再生 ・河床の横断方向に傾斜や凹凸をつけ冠水頻度に変化

・ワンド・たまりの再生

オギ群集の再生 現地発生した表土の再利用

代償措置としての瀬・淵やワンド等の創出 区間外での瀬・淵やワンド等の創出 ○

(3)天然アユが遡上する川づくり ・魚道の改善やみお筋の確保などによる移動の連続性の向上

・産卵場及び稚魚期の生息場所の確保

・必要に応じた生息実態の追加調査等

重点化を図りつつ優先順位の高いものから配慮を検討すべき「生物の生
活空間」を改善

消火用水や生活用水等としての河川水の取水への配慮、ダムからの緊急放
流等

迅速な避難活動の支援
<水防上重要な箇所>

【実施目標】

「武庫川流域総合治水推進協議会」の設置、「武庫川流域総合治水推進
計画」の策定

計画規模を上回る洪水や整備途上段階での施設能力以上の洪水が発生し
た場合でも、人的被害の回避・軽減及び県民生活や社会経済活動への深刻
なダメージの回避を目指し洪水被害を軽減させる。

関係機関や地域住民と連携して、流域が本来有している保水・貯留機能や
地下水かん養機能の保全等に努め、健全な水循環系を確保する。

避難所や公共施設等重要施設の浸水対策（電気設備等を浸水想定水位より
上に設置、地下室への浸水を防止等）

浸水による建築物の被害を未然に防止し、水害に備えたまちづくりへの
誘導を図る

【点検指標】【取組方針】

関係機関や地域住民との適切な役割分担のもと、必要な対策を検討し
実施可能な対策に取り組む（住民連携）

アユをシンボル・フィッシュと位置付け、魚類にとってより望ましい川づくりに
取り組む。

１．動植物の生活環境の保全・再生

15

　（河口～JR東海道線橋梁下流　約5.0㎞）

武庫川水系の多種多様な動植物が今後も生息・生育できる豊かな自然環境
の保全・再生を図る。

(2)「2つの原則」を
適用した河川整
備の実施箇所に
おける主な対策

(2)情報提供体制
の充実と水防体
制の強化（守る）

11

既存の水利用や流れの連続性の確保、動植物の生活環境や景観の保全な
どを考慮しつつ、合理的な水利用を促進することによって、より豊かな流量の
確保に努める。

渇水時には、利水者間での相互調整が円滑に行われるよう必要な情報提供
に努めるとともに、関係機関及び利水者と連絡体制を構築したうえ、相互に
連携しつつ、広域的な水融通の円滑化に取り組み、被害を最小限に抑える。
また、震災などの緊急時には、河川水を消火用水、生活用水などに利用でき
るよう配慮する。

12

10

(3)的確な避難の
ための啓発（逃げ
る）

第3節 河川環境
の整備と保全に
関する事項

14

河川整備計画（第４章「河川整備の実施に関する事項」）に記載された事項・項目
管理
番号

(4)水害に備える
まちづくりと水害
からの復旧の備
え（備える）

第2節 河川の適
正な利用及び流
水の正常な機能
の維持に関する
事項

第1節 洪水、高潮
等による災害の
発生の防止又は
軽減に関する事
項

(1)水害リスクに
対する認識の向
上（知る）

２．緊急時の水利
用

１．正常流量の確
保

13

2



武庫川水系河川整備計画　進行管理項目一覧
必要に応

じて実施

する項目

２．良好な景観の保全・創出 ・地域固有の生態系の保全

・自然素材や多自然工法の採用

・構造物の明度・彩度・肌理と周囲との調和などへの配慮

治水上支障がない範囲での堤防法面や高水敷の緑化修景

<下流部築堤区間>樹木伐採を必要最小限とする工法の検討等

魅力ある河川景観の創出（住民連携） 汽水域拡大・干潟創出を活用した魅力ある河川景観の創出

地域のまちづくりにあわせた景観づくり（各市連携） 地域の個性に配慮した景観づくり ○

３．河川利用と人と河川の豊かなふれあいの確保 自然環境・治水計画との調和に留意しつつ多様な要請に対応 多様な要請への対応

武庫川の自然環境や水辺を利用した環境学習の支援（関係機関連携） ・河川利用の利便性の確保

・自然を生かした水辺の創出や施設の整備

秩序ある水面利用（流域市連携・関係機関連携） 秩序ある水面利用

魅力ある水辺とのふれあいの場の創造

４．水質の向上 (1)下水道整備の推進 放流水のさらなる水質改善 下水処理施設の高度処理化

合流式下水道改善事業等

(2)水質調査等の継続実施 水質状況の的確な把握 定期的な水質調査や底質調査（関係機関連携）

(3)水質事故への対応 水質事故時の情報の迅速な伝達と共有化（関係機関連携） 「武庫川水質連絡会議」等との連携 ○

(4)わかりやすい水質指標による調査 地域住民が身近な河川の水質調査を通じて川とのつながりを深める わかりやすい水質指標による調査の実施を検討（関係機関連携）

(5)水生植物による自然浄化機能の向上 河積に余裕がある箇所での自然浄化機能の向上 オギやヨシ等の水生植物の再生（住民連携）

①河道、堤防、護岸等 河道の確保、堤防・護岸の機能維持 ○

・<下流部築堤区間>定期的な横断測量や堤防・護岸の点検

・必要に応じた維持掘削や堤防・護岸の修繕工事

②親水施設等 河川利用施設及び警報システムや避難誘導施設の機能確保 老朽化した河川利用施設及び警報システムや避難誘導施設の更新 ○

③樹木等 適切な樹木管理 ・河川区域内樹木等の巡視・点検

・堤防の安全性に悪影響を及ぼす樹木の伐採・抜根等

適正な樹木管理についての検討 治水上支障となる樹木の伐採や治水上の支障がない範囲での植樹等 ○

④水文観測施設 水文観測施設の機能確保 ・適切な維持管理

・老朽施設の更新

(2)不法行為等への指導 治水上著しい支障がある不法行為者への指導（関係部局連携） 不法行為者への指導 ○

(3)除草・清掃の実施 安全な河川利用の促進、防犯防火等を目的とした除草・清掃の実施 ・クリーン作戦（県市共同）

・利用者の多い箇所における定期的な除草・清掃

河川愛護活動・ひょうごアドプト等に対する清掃資材提供等の支援

回収ゴミの適切な処理（県市連携）

(4)適切な施設操作の実施 樋門等の適正な機能発揮 樋門等の操作の実施・指導

水防倉庫の適正活用（水防時） 水防倉庫の適正活用 ○

(5)占用許可工作物への適切指導

出水時における排水ポンプ場の合理的な運転調整方法の検討 運転調整方法の検討

２．流域連携 (1)地域社会と河川の良好な関係の構築 地域住民等と連携した河川の維持管理等 ひょうごアドプト等の実施

・「武庫川流域総合治水推進協議会」の設置

・「武庫川流域総合治水推進計画」の策定

学校、公園、ため池を利用した貯留施設の整備（流域市連携） 学校・公園・ため池等を利用した貯留施設等の整備(貯留量約64万m3)

水害リスクに対する認識の向上や避難方法の周知 わがまちを歩く体験型講座や住民主体のハザードマップづくりなどの支援

②動植物の生活環境の保全・再生 動植物の生活環境の保全・再生（住民連携） アユが遡上する川づくりや外来種除去を通じた在来種の保全等

③川の景観づくり 地域のまちづくりにあわせた景観づくり（各市連携） 地域の個性に配慮した景観づくり

河川利用と人と河川の豊かなふれあいの確保等（住民連携）

⑤水質の向上 地域住民が水質調査を通じて川とのつながりを深める わかりやすい水質指標による調査の実施を検討（関係機関連携）

(2)多様な主体が取り組む武庫川づくりへの支援 活動資金の助成

・活動主体の情報発信

・相互の連携・交流の支援等

①連携・交流のための機会提供 他の活動主体との連携・交流の機会となるシンポジウム等の開催

②連携・交流のための情報提供 活動主体の概要とその活動内容などの情報提供

(3)自律的な流域ネットワークとの連携 自律的な流域ネットワークとの連携 流域ネットワークとの連携の具体化

３．モニタリング 観測データの活用、住民等との情報共有 ・河川管理技術の向上

・河川整備計画の進行管理等への観測データの活用

住民等との情報共有

観測精度の維持、向上 日常の保守点検

必要に応じた観測施設の配置・観測手法等の改善 ○

①定期的な観測によるデータの把握 定期的・継続的な観測の実施、データの蓄積 流域内雨量､河川水位､土砂堆積､水質､水温､潮位の継続調査・データ蓄積

②事業実施前後のモニタリング 環境への影響把握、順応的管理、知見の蓄積、事業への反映 魚類、底生動物、植生、瀬・淵の状況、河川景観等のモニタリング

③流量観測データの蓄積 増水時や平常時の流況把握 増水時や平常時の流量観測データの蓄積

(1)河川整備計画の進行管理 ＰＤＣＡサイクルの考え方に基づいた進行管理を図る仕組みの導入 ＰＤＣＡサイクルの考え方に基づいた進行管理の実施

(2)フォローアップ委員会の設置 フォローアップ委員会の設置 フォローアップ委員会の開催

(3)地域住民等との情報の共有 地域住民等との情報の共有化 施策・事業の実施状況等の情報発信

○

地域固有の景観資源の保全沿川の地域特性に配慮しつつ地域と一体と
なった景観形成生物多様性の恵みとして得られる景観の創成

施設管理者への指導

河床低下や異常な洗掘箇所における根固工などの洗掘対策、流下能力が著
しく低下している箇所における河道掘削等、堤防・護岸の変状箇所における修
繕工事

汽水域拡大・干潟創出を活かした魅力ある水辺とのふれあいの場の創
造（住民連携）

河口部での干潟の創出等を活用した魅力ある水辺とのふれあいの場の創造
等

河川整備計画（第４章「河川整備の実施に関する事項」）に記載された事項・項目
管理
番号

公平性、透明性を基本に活動主体の自発性、自律性を損なわないように
配慮した支援

第4節 河川の維
持管理等に関す
る事項

第3節 河川環境
の整備と保全に
関する事項

20

流域ネットワークの自律的な形成に向けた支援

自然とのふれあいや環境学習の場を整備・保全する。また、適正な河川利用
を確保する。

関係機関や地域住民と連携して、更なる水の「質」の向上を図る。

19

４．河川整備計画
のフォローアップ

16

④河川利用と人と河川の豊かなふれあい
の確保等

１．河川の維持管
理

(1)維持・修繕工
事の実施

①流域対策・減災対策

17

18

22

21

河川整備計画の着実な推進。

治水、利水、環境の観点から河川の総合的な管理を行う。

【点検指標】【取組方針】【実施目標】

「参画と協働」による武庫川づくりを基本として、地域住民等、大学等の研究
機関、流域市、県が適切な役割分担のもと連携を進め、「地域共有の財産」
である武庫川を守り育てる。

河道の確保、堤防・護岸の機能維持、河川利用者の安全確保、不法行為等
の防止、施設の機能維持、占用許可工作物への適切指導に取り組む。

周辺の地域景観と調和した武庫川らしい景観を保全・創出する。

河川管理上支障となる占用許可工作物の改善、現行の構造基準を満た
していない施設の改善

「武庫川流域総合治水推進協議会」の設置、「武庫川流域総合治水推進
計画」の策定

3



管理番号１［点検票Ⅰ］ 

 

河川整備計画の 

事項・項目 

 

第４章 河川整備の実施に関する事項 

 第１節 洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項 

  １ 河川対策 

  （１）河道対策 

 ① 下流部築堤区間（河口～JR東海道線橋梁下流） 

実施目標 

 

戦後最大の洪水である昭和36年6月27日洪水に対し、流域対策を考慮し、洪水調節施設により洪水調

節した結果、河道への配分流量3,200m3/s（甲武橋基準点）を安全に流下させる。 

１．施策の概要 

 

河道への配分流量3,200m3/sを安全に流下させる範囲内で、国道43号橋梁の基礎が河床から突出しない深さまで河床掘削す

るとともに、流域下水道管渠に影響しない箇所で低水路拡幅と、部分的な高水敷掘削を行う。 

河床掘削に伴い必要となる橋梁の補強又は改築の方法については、橋梁管理者と協議、調整を行う。潮止堰は、周辺の地下

水の利用状況等を勘案し適切に対応することを前提に撤去する。また、床止工は、同様のことを前提に撤去または改築する。 

２．期別計画（Ｐ） 

 

河川整備計画の事項・項目 取組方針 点検指標 
期別計画（Ｐ） 

第1期 
(H23～H27) 

第2期 
(H28～H32) 

第3期 
(H33～H37) 

第4期 
(H38～H42) 

(1)河道 

対策 

①下流部築堤区間 

(河口～JR東海

道線橋梁下流) 

国道43号橋梁の

基礎が河床から

突出しない深さ

までの河床掘削 

河床掘削 

(№-7～№50) 

L=5,700m 

700m 工事継続 工事継続 工事完了 

流域下水道管渠

に影響しない箇

所での低水路拡

幅､部分的な高

水敷掘削 

低水路拡幅･高水敷掘削 

(右岸№10～№31) 

L=2,000m 

1,500m 工事完了 － － 

低水路拡幅･高水敷掘削 

(左岸№25～№31) 

L=580m 

－ 工事着手 

・完了 

－ － 

河床掘削に伴い

必要となる橋梁

の補強又は改築 

南武橋(改築) 仮橋設置 工事継続 工事完了 － 

国道43号橋梁､ 

阪神高速橋梁 

(護床工) 

－ 工事着手・完了 － － 

阪神電鉄橋梁 

(補強) 

－ － 工事着手・完了 － 

武庫川橋(旧国道橋梁) 

(護床工) 

－ － 工事着手・完了 － 

ガス管橋(改築) － 工事着手・完了 － － 

国道 2号橋梁 

(補強) 

－ 工事着手 工事継続 工事完了 

潮止堰の撤去 潮止堰(撤去) 工事着手 工事完了 － － 

床止工の撤去又

は改築 

1号床止工(撤去) － － 工事着手・完了 － 

2号床止工 

(撤去又は改築) 

－ － － 工事着手・完了 

3 号床止工(改築) － － － 工事着手・完了 

 

※工事着手には用地補償を含む 
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管
理
番
号
１
［
点
検
票
Ⅱ
］
 

３
．
年
度
毎
の
実
績
（
Ｄ
）
 
（
第
１
期
（
H2
3～

H2
7）
）
 

 

 

河
川
整
備
計
画
の
事
項
・
項
目
 

取
組

方
針

 
点

検
指

標
 

期
別
計
画

（
Ｐ
）
 

(第
１
期
) 

実
績

（
Ｄ

）
 

H2
3 

H2
4 

H2
5 

H2
6 

H2
7 

(1
)河

道
対
策
 

①
下
流
部
築
堤
区
間
 

(河
口
～
JR

東
海
道

線
橋
梁
下
流
) 

国
道

43
号
橋
梁
の
基
礎

が
河
床
か
ら
突
出
し
な
い

深
さ
ま
で
の
河
床
掘
削
 

河
床
掘
削
 

(№
-7
～
№
50
) 

L=
5,
70
0m
 

70
0m
 

・
住

民
説

明
会

等
（
50

回
）や

地
域

懇
談
会
に
よ
り
、

住
民

意
見

を
反

映
し

た
実

施
計

画
を
策
定
。
 

・
南
武
橋
改
築
に
つ

い
て

の
概

略
検

討
を
実
施
。
 

・
地
下
水
調
査
（
利

用
実
態
調
査
、
水

位
観
測
、
塩
分
遡

上
予
測
等
）
に
着

手
。
 

－
 

河
床
掘
削
 

(№
1-
7～

№
1+
82
) 

L=
89
m
着
工
(H
26

継
続
) 

 
 

流
域
下
水
道
管
渠
に
影
響

し
な
い
箇
所
で
の
低
水
路

拡
幅
､
部
分
的
な
高
水
敷

掘
削
 

低
水
路
拡
幅
･高

水
敷
掘
削
 

(右
岸
№
10
～
№
31
) 

L=
2,
00
0m
 

1,
50
0m
 

－
 

矢
板
護
岸
・
低
水
路
拡
幅
 

(右
岸
)西

宮
市
上
田
東
町
 

No
.9
+9
0.
5～

No
.1
1+
4.
6 

 
L=
11
4m
 着

工
(H
26

継
続
) 

 
 
 
 
[矢

板
護
岸
は
完
了
] 

 
 

矢
板
護
岸
 

(右
岸
)西

宮
市
上
田
東
町
 

No
.1
1+
1.
9～

No
.1
4+
73
 

L=
37
1m
 [
完
了
] 

低
水
路
拡
幅
 

(右
岸
)西

宮
市
上
田
東
町
 

No
.1
1+
4.
6～

No
.1
4+
74
.8
 

 
L=
37
0m

着
工
(H
26

継
続
) 

－
 

矢
板
護
岸
 

(右
岸
)西

宮
市
東
鳴
尾
町
 

No
.1
9+
0.
35
～
No
.2
3 

L=
40
0m
 [
完
了
] 

低
水
路
拡
幅
･高

水
敷
掘
削
 

(左
岸
№
25
～
№
31
) 

L=
58
0m
 

－
 

－
 

－
 

 
 

河
床
掘
削
に
伴
い
必
要
と

な
る
橋
梁
の
補
強
又
は
改

築
 

南
武
橋
(改

築
) 

仮
橋
設
置
 

橋
梁

管
理

者
と

の
協

議
に
着
手
 

 

南
武
橋
の
詳
細
設
計
に

着
手
 

 
 

国
道

43
号
､阪

神
高
速
橋
梁
 

(護
床
工
) 

－
 

橋
梁
管
理
者
と
の
協
議

を
実
施
 

 

 
 

阪
神
電
鉄
橋
梁
 

(補
強
) 

－
 

 
 

武
庫
川
橋
(旧

国
道
橋
梁
) 

(護
床
工
) 

－
 

 
 

ガ
ス
管
橋
 

(改
築
) 

－
 

 
 

国
道

2
号
橋
梁
 

(補
強
) 

－
 

 
 

潮
止
堰
の
撤
去
 

潮
止
堰
(撤

去
) 

工
事
着
手
 

地
下
水
調
査
（
地
下
水

利
用
実
態
調
査
、
水

位
・
電
気
伝
導
度
観
測

等
）
を
実
施
 

地
下
水
調
査（

地
下
水
利

用
実
態
調
査
、
水
位
・
電

気
伝
導
度
観
測
等
）を

実
施
 

 
 

床
止
工
の
撤
去
又
は
改
築
 

1
号
床
止
工
(撤

去
) 

－
 

－
 

－
 

 
 

2
号
床
止
工

(撤
去
又
は
改
築
) 

－
 

－
 

－
 

 
 

3
号
床
止
工
(改

築
) 

－
 

－
 

－
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管理番号１［点検票Ⅲ］ 

 

４．点検・評価（Ｃ）及び改善（Ａ） （第１期（H23～H27）） 

 

年度毎の点検・評価（Ｃ） 
事業の改善（Ａ）※第１期

の総括 

(H23点検・評価) 
・実施計画の策定にあたり、計画内容の周知や住民意見聴取に積極的に取り組んだ結果、ホームページ※への
アクセス数［243件/月（7～9月の平均）→485件/月（1～3月の平均）］や、住民からの計画に
対する問合せが増加したことは、説明会等の効果と考えている。 
※「（阪神南地域）武庫川河川整備事業について」http://web.pref.hyogo.lg.jp/hs04/hs04_4_000000033.html 

また、聴取した意見については「武庫川河川整備地域懇談会」で共有し、できるだけ実施計画への反映に努めた。 
 今後も、計画内容の周知や住民意見の聴取に努め、円滑な事業推進に取り組む。 

<事業説明会、現地説明会、出前講座> H23.5～H24.3（50回開催）参加者累計約1,900人 
<武庫川河川整備地域懇談会> H23.8～H24.1（全3回完了） 
<ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ（5,000部）、ﾘｰﾌﾚｯﾄ（50,000部）の発行> 
<事業概要説明チラシの配布> 下流部築堤区間の沿川約17万戸を対象に配布 
<広報誌、ホームページへの掲載> 
<アンケート調査の実施>  
<現地広報看板（21箇所）、意見募集箱（6箇所）の設置> 
【主な意見】 
・治水安全度の向上が最優先 
・津波に対する安全性確保 
・利用面を考慮して、高水敷の段差はなくしてほしい 
・干潟の創出やアユの生息環境改善 
・景観保全上、高水敷の樹木は切らないでほしい  等 

・橋梁の補強又は改築の方法について、今後、橋梁管理者との協議・調整を進める。 

 

(H24点検・評価) 
・11月より河道対策工事に着手した。今後も更なる事業推進を図る。 
  〈河床掘削工事〉河床掘削工事に係る調整を行い、翌年度より本格実施 
  〈護岸工事〉  右岸（西宮市側）の矢板護岸工事L=371ｍに着工 
・潮止堰撤去・河床掘削にともなう地下水の影響について調査検討に着手した。地下水への影響検討にあたっては、地下
水の水位・水質等の経年変化を把握する必要があることから、今後も地下水のモニタリングを継続していく。 

・沿川住民や河川敷利用者へ工事内容の周知に努めた。今後とも円滑な事業進捗に取り組む。 
1.矢板工事現場の高水敷にｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｾﾝﾀｰを設置し、浸水想定区域を表した立体模型や事業概要の 
パネルを展示するとともに、河川整備計画の内容を説明するビデオ映写を行った。 

2.事業説明会等  21回（655人） 
3.チラシ配布等14万部 

・各橋梁管理者に対し、河川改修事業の概要やスケジュールについて説明を行った。引き続き、橋梁の補強
又は改築の方法について橋梁管理者と調整を進めていく。 

(H25点検・評価) 

・河道対策工事を継続実施。今後も更なる事業推進を図る。 
  〈河床掘削工事〉河床掘削工事に係る調整を行い、河口部L=89m(27,600m3)に着工[H26継続] 
  〈護岸工事〉  右岸（西宮市側）の矢板護岸L=514m完了、低水路拡幅L=484mに着工[H26継続] 
・潮止堰撤去・河床掘削にともなう地下水の影響調査検討、地下水のモニタリングを継続実施 
・沿川住民や河川敷利用者へ工事内容の周知に努めた。今後とも円滑な事業進捗に取り組む。 

1.矢板工事現場の高水敷にｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｾﾝﾀｰを設置し、浸水想定区域を表した立体模型や事業概要の 
パネルを展示するとともに、河川整備計画の内容を説明するビデオ映写を行った。 

2.事業説明会等  20回（370人） 
3.チラシ配布等1万部 

・南武橋改築の詳細設計に着手。他橋梁については、引き続き補強又は改築に向けて橋梁管理者と調整を進
めていく。 

 

(H26点検・評価) 

 

(H27点検・評価)  

 <総合評価>  

※＜総合評価＞ ◎：目標を達成した ○：目標を概ね達成した △：目標をやや下回った ▲：目標を下回った 
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管理番号２［点検票Ⅰ］ 

 

河川整備計画の 

事項・項目 

 

第４章 河川整備の実施に関する事項 

 第１節 洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項 

  １ 河川対策 

  （１）河道対策 

 ② 下流部掘込区間（仁川合流点～名塩川合流点） 

実施目標 

 

戦後最大の洪水である昭和36年6月27日洪水に対し、流域対策を考慮し、洪水調節施設により洪水調

節した結果、河道への配分流量 2,700m3/s（生瀬地点）を河道内で流下させ、暫定的に浸水被害の防止を

図る。 

１．施策の概要 

 

掘込区間全体にわたって戦後最大の洪水である昭和36年6月27日洪水（生瀬地点における河道への配分流量2,700m3/s）に

対する護岸の整備やパラペット等による溢水対策を行う。 

当面は、生瀬大橋上流の未整備区間のうち、家屋の多い青葉台地区等について、下流の整備済区間と同水準の流量（生瀬地

点における河道への配分流量1,900m3/s）を安全に流下させるとともに平成16年台風23号洪水（生瀬地点2,600m3/s）による

再度災害防止のため、地元住民の意向を踏まえながら河床掘削等の対策を検討し実施する。 

２．期別計画（Ｐ） 

 

 

河川整備計画の事項・項目 取組方針 点検指標 
期別計画（Ｐ） 

第1期 
（H23～H27） 

第2期 
（H28～H32） 

第3期 
（H33～H37） 

第4期 
（H38～H42） 

(1)河道 

対策 

②下流部掘込区間 

(仁川合流点～ 

名塩川合流点) 

護岸整備やパラペッ

ト等による溢水対策 

(仁川合流点～生瀬

大橋) 

護岸整備､パラ

ペット等 

(9.0k～15.9k) 

L=6.9㎞ 

－ － 工事着手 工事完了 

河床掘削等 

(生瀬大橋～名塩川合

流点) 

河床掘削等 

(15.9k～18.4k) 

L=2.5㎞ 

0.5㎞ 工事継続 工事継続 工事完了 

※工事着手には用地補償を含む 
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管
理
番
号
２
［
点
検
票
Ⅱ
］
 

３
．
年
度
毎
の
実
績
（
Ｄ
）
 
（
第
１
期
（
H2
3～

H2
7）
）
 

 

 

河
川
整
備
計
画
の
事
項
・
項
目
 

取
組

方
針

 
点

検
指

標
 

期
別
計
画

（
Ｐ
）
 

(第
１
期
) 

実
績

（
Ｄ

）
 

H2
3 

H2
4 

H2
5 

H2
6 

H2
7 

(1
)河

道
対
策
 

②
下
流
部
掘
込
区
間
 

(仁
川
合
流
点
～
 

名
塩
川
合
流
点
) 

護
岸
整
備
や
パ
ラ
ペ
ッ
ト
等
に

よ
る
溢
水
対
策
 

(仁
川
合
流
点
～
生
瀬
大
橋
) 

護
岸
整
備
､パ

ラ
ペ
ッ
ト

等
 

(9
.0
k～

15
.9
k)
 

L=
6.
9
㎞
 

－
 

－
 

－
 

 
 

 

河
床
掘
削
等
 

(生
瀬
大
橋
～
名
塩
川
合
流
点
) 

河
床
掘
削
等
 

(1
5.
9k
～
18
.4
k)
 

L=
2.
5
㎞
 

0.
5
㎞
 

・
地
元
協
議
を
実
施
 

・
道
路
管
理
者
(国

交

省
及
び
市
)と

の
協

議
を
実
施
 

・
地
元
及
び
道
路
管

理
者
(国

交
省
及

び
市
)と

の
協
議

を
継
続
中
 

 

・
地
元
及
び
道
路

管
理
者
(国

交
省

及
び
市
)と

の
協

議
を
継
続
中
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管理番号２［点検票Ⅲ］ 

 

４．点検・評価（Ｃ）及び改善（Ａ） （第１期（H23～H27）） 

 

年度毎の点検・評価（Ｃ） 事業の改善（Ａ）※第１期の総括 

(H23点検・評価) 

・生瀬大橋～名塩川合流点については、事業化に向けて改修案の提示、地

元住民意見の聴取に努めた。今後も引き続き、意見聴取に努めていく。 

・河川改修と関連する国道１７６号の改良に関して、道路管理者である国

土交通省と拡幅工法について協議を実施した。今後も引き続き、協議を

継続していく。 

 

 

 

(H24点検・評価) 

・生瀬大橋～名塩川合流点については、改修案（引堤案）を提示したもの

の地元との合意には至っていない。今後も地元合意が得られるよう協議

を継続していくが、地域の治水安全度向上を図るため、河床掘削を順次

進めていく。 

・河川改修と関連する国道１７６号の改良に関して、道路管理者である国

土交通省協議を継続し、円滑な事業執行に向けて調整していく。また、

西宮市道西宝橋架け替えについても道路管理者である西宮市と協議を

実施していく。 

 

 

(H25点検・評価) 

・生瀬大橋～名塩川合流点については、青葉台地区において、具体的な改

修案（引堤案）を提示するための調査測量を依頼したが、地元総意は得

られなかったため、同意が得られた地権者から個別、段階的に調査を進

めることとした。今後も地元合意が得られるよう協議を継続していく。

あわせて、地域の治水安全度向上を図るため、河床掘削を先行的に進め

ていく。 

・河川改修と関連する国道１７６号の改良に関して、道路管理者である国

土交通省協議を継続し、円滑な事業執行に向けて調整していく。また、

西宮市道西宝橋架け替えについても道路管理者である西宮市と協議を

継続するとともに、左岸取付け部の引堤改修に関して地元調整を図る。 

 

 

(H26点検・評価) 

 

 

 

 

 

 

 

(H27点検・評価) 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜総合評価＞ 

※＜総合評価＞ ◎：目標を達成した ○：目標を概ね達成した △：目標をやや下回った ▲：目標を下回った 

 

課題：引堤案について地元との合意形成が未了 
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管理番号３［点検票Ⅰ］ 

 

河川整備計画の 

事項・項目 

 

第４章 河川整備の実施に関する事項 

 第１節 洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項 

  １ 河川対策 

  （１）河道対策 

 ③ 中流部（名塩川合流点～羽束川合流点） 

実施目標 

 

戦後最大の洪水である昭和36年6月27日洪水に対し、流域対策を考慮し、洪水調節施設により洪水調

節した結果、河道への配分流量 2,600m3/s（武田尾地点）を河道内で流下させ、暫定的に浸水被害の防止

を図る。 

１．施策の概要 

 

中流部の武田尾地区において、戦後最大の洪水である昭和 36 年 6 月 27 日洪水（武田尾地点における河道への配分流量

2,600m3/s）に対し、河川整備を実施する。 

２．期別計画（Ｐ） 

 

河川整備計画の事項・項目 取組方針 点検指標 

期別計画（Ｄ） 

第1期 
（H23～H27） 

第2期 
（H28～H32） 

第3期 
（H33～H37） 

第4期 
（H38～H42） 

(1)河道 

対策 

③中流部 

(名塩川合流点～

羽束川合流点) 

護岸整備等によ

る溢水対策 

(武田尾地区) 

〔住宅地区〕 

護岸整備等 

L=720m 

L=520m 工事完了   

〔温泉地区〕 

護岸整備等 

L=355m 

L=90m 工事完了   
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管
理
番
号
３
［
点
検
票
Ⅱ
］
 

３
．
年
度
毎
の
実
績
（
Ｄ
）
 
（
第
１
期
（
H2
3～

H2
7）
）
 

 

 

河
川
整
備
計
画
の
事
項
・
項
目
 

取
組

方
針

 
点

検
指

標
 

期
別
計
画
（
Ｐ
）
 

(第
１
期
) 

実
績

（
Ｄ

）
 

H2
3 

H2
4 

H2
5 

H2
6 

H2
7 

(1
)河

道
対
策
 

③
中
流
部
 

(名
塩
川
合
流
点
 

～
羽
束
川
合
流
点
) 

 

護
岸
整
備
等
に
よ
る
溢
水
対
策

(武
田
尾
地
区
) 

〔
住
宅
地
区
〕
 

護
岸
整
備
等
 

 

52
0m
 

事
業

化
に

向

け
て

地
元

協

議
を
実
施
 

用
地
・
補
償
、
県

道
詳
細
設
計
、
土

地
区

画
整

理
組

合
の

設
立

に
向

け
た

支
援

を
実

施
 

第
1
期（

県
道
改
良
）

工
事
着
手
。
 

土
地

区
画

整
理

組

合
を
設
立
。
 

 
 

〔
温
泉
地
区
〕
 

護
岸
整
備
等
 

90
m 

事
業

化
に

向

け
て

地
元

協

議
を
実
施
 

地
元

協
議

を
継

続
 

用
地

境
界

の
確

認
が
完
了
 

地
元

協
議

を
継

続

す
る
一
方
、
具
体
的

な
用

地
補

償
内

容

提
示
に
向
け
、
詳
細

設
計
に
着
手
。
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管理番号３［点検票Ⅲ］ 

 

４．点検・評価（Ｃ）及び改善（Ａ） （第１期（H23～H27）） 

 

年度毎の点検・評価（Ｃ） 事業の改善（Ａ）※第１期の総括 

(H23点検・評価) 

＜住宅地区＞ 

・事業化に向けて改修案の提示、地元住民意見の聴取に努めた。 

・土地区画整理事業と連携して、河川改修事業を進めることで、概ねの方

針が決まった。 

・道路管理者・公園管理者・橋梁管理者など、関係者が多岐に渡ることか

ら、事業の円滑な実施に向け、随時協議・調整を進めていく。 

 

 

(H24点検・評価) 

＜住宅地区＞ 

・第1期(地区内再建を希望する方の移転先を先行して確保するための盛土

を実施する範囲)の用地買収及び支障家屋の移転補償が概ね完了した。

また、県道改良工事（附帯工事）の詳細設計を実施するとともに、道路

管理者などの関係者と協議を行い、次年度の工事着手に向けて協議・調

整を進めた。 

・地元関係者等で構成する土地区画整理組合の設立に向けた支援を行った

結果、組合設立準備会の設立を経て、組合設立認可申請書が提出された。

（H25.3.8） 

・今後、土地区画整理組合とも連携しつつ事業推進を図る。 

＜温泉地区＞ 

・用地境界確認や地元協議を実施した。今後も引き続き事業執行環境の整

備に努め、H26年度の新規事業着手を目指す。 

(H25点検・評価) 

＜住宅地区＞ 

・第1期（県道改良）工事（附帯工事）に着手、先行盛土（第1期分）を含

めてH26年度末完成を目指す。 

・土地区画整理組合設立認可申請書の認可を受け正式に組合を設立、第 1

回総会を開催した。 

・今後、土地区画整理組合とも連携しつつ、先行盛土の早期完成と換地先

への移転促進に向けて事業推進を図る。 

＜温泉地区＞ 

・地元協議を継続する一方、護岸詳細設計を発注し、地権者に対して具体

的な工事内容、及び用地補償内容が提示できるよう準備に着手した。 

・今後は、上記業務の早期完成を図り、H26 年度内の用地補償契約、H27

年度からの工事着手を目指す。 

(H26点検・評価) 

 

 

 

(H27点検・評価) 

 

 

 
＜総合評価＞ 

※＜総合評価＞ ◎：目標を達成した ○：目標を概ね達成した △：目標をやや下回った ▲：目標を下回った 
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管理番号４［点検票Ⅰ］ 

 

河川整備計画の 

事項・項目 

 

第４章 河川整備の実施に関する事項 

 第１節 洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項 

  １ 河川対策 

  （１）河道対策 

 ④ 上流部（羽束川合流点～本川上流端）及び支川 

実施目標 

 

各河川の目標流量を安全に流下させる。 

・大堀川 50m3/s      ・荒神川 39m3/s       ・波豆川(宝塚市) 160m3/s 

・波豆川(三田市) 65m3/s  ・山田川 100m3/s       ・大池川 40m3/s 

・相野川 45m3/s      ・武庫川及び真南条川 110m3/s 

・波賀野川 25m3/s 

 

１．施策の概要 

 

それぞれの目標流量を安全に流下させるため、河道拡幅や河床掘削等を行う。これに伴い改築が必要となる橋梁の補強又は

改築の方法については、橋梁管理者と協議、調整を行う。 

２．期別計画（Ｐ） 

 

河川整備計画の事項・項目 取組方針 点検指標 
期別計画（Ｐ） 

第1期 
(H23～H27) 

第2期 
(H28～H32) 

第3期 
(H33～H37) 

第4期 
(H38～H42) 

(1)河道 

対策 

④上流部(羽束川

合流点～本川上

流端)及び支川 

大堀川（宝塚市）

の整備 

河床掘削等 

(西田川橋～西ノ町橋) 

L=1.2㎞ 

0.2㎞ 工事継続 工事完了 － 

荒神川（宝塚市）

の整備【市】 

河床掘削等 

(国道176号～荒神橋) 

L=0.6㎞ 

0.2㎞ 工事完了 － － 

波豆川（宝塚市）

の整備 

河道拡幅等 

(滝本橋～島橋) 

L=0.3 ㎞ 

0.3km － － － 

波豆川（三田市）

の整備 

河道拡幅等 

(中河原橋～護摩池) 

L=0.6 ㎞ 

0.3㎞ 工事完了 － － 

山田川（三田市）

の整備 

河道拡幅等 

(山田滑谷ダム上流 1050m

～砥石橋上流500m) 

L=1.9㎞ 

1.3km 工事継続 工事継続 工事完了 

大池川（三田市）

の整備 

河道拡幅等 

(JR福知山橋梁～国道176

号上流50m) 

L=0.1㎞ 

0.1km － － － 

相野川（三田市）

の整備 

河道拡幅等 

(洞橋～2級河川上流端) 

L=1.4㎞ 

0.7㎞ 工事完了 － － 

武庫川及び真南

条川（篠山市）の

整備 

河床掘削等 

(岩鼻橋～山崎橋) 

L=1.9㎞ 

1.4㎞ 工事完了 － － 

波賀野川（篠山

市）の整備 

河道拡幅等 

(JR福知山線橋梁～西角橋) 

L=0.4㎞ 

工事着手 工事完了 － － 
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管
理
番
号
４
［
点
検
票
Ⅱ
］
 

３
．
年
度
毎
の
実
績
（
Ｄ
）
 
（
第
１
期
（
H2
3～

H2
7）
）
 

 

 

河
川
整
備
計
画
の
事
項
・
項
目
 

取
組

方
針

 
点

検
指

標
 

期
別
計
画

（
Ｐ
）
 

(第
１
期
) 

実
績

（
Ｄ

）
 

H2
3 

H2
4 

H2
5 

H2
6 

H2
7 

(1
)河

道
対
策
 

④
上
流
部
(羽

束
川
合

流
点

～
本

川
上

流

端
)及

び
支
川
 

大
堀
川
（
宝
塚
市
）
の
整
備
 

河
床
掘
削
等
 

(西
田
川
橋
～
西
ノ
町
橋
) 

 L
=1
.2

㎞
 

0.
2
㎞
 

橋
梁
架
替
(
尼

崎
宝
塚
線
)
着

手
 

橋
梁
架
替
(尼

崎
宝

塚
線
)を

継
続
 

L=
10
m 

橋
梁

架
替

(
尼

崎
宝

塚

線
)を

継
続
及
び
起
点
か

ら
県
道
迄
の
護
岸
詳
細

設
計
 

 
 

荒
神
川
（
宝
塚
市
）
の
整
備
 

【
市
】
(宝

塚
市
施
工
) 

河
床
掘
削
等
 

(国
道

17
6
号
～
荒
神
橋
) 

L=
0.
6
㎞
 

0.
2
㎞
 

護
岸
工

12
m
を

実
施
 

護
岸
工

L=
25
m
を
実

施
 

旧
国
道
を
挟
ん
で
下
流

側
護
岸

13
m
及
び
上
流
側

12
m
を
実
施
 

 
 

波
豆
川
（
宝
塚
市
）
の
整
備
 

河
道
拡
幅
等
 

(滝
本
橋
～
島
橋
) 

L=
0.
3
㎞
 

0.
3
㎞
 

橋
梁

管
理

者

と
の

協
議

を

実
施
 

橋
梁

予
備

設
計

及

び
土

質
調

査
を

実

施
 

県
道
改
良
計
画
と
併
せ

て
橋
梁
詳
細
設
計
を
実

施
 

 
 

波
豆
川
（
三
田
市
）
の
整
備
 

河
道
拡
幅
等
 

(中
河
原
橋
～
護
摩
池
) 

L=
0.
6
㎞
 

0.
3
㎞
 

－
 

－
 

護
岸
工

L=
90
m
を
実
施
 

 
 

山
田
川
（
三
田
市
）
の
整
備
 

河
道
拡
幅
等
 

(山
田
滑
谷
ダ
ム
上
流

10
50
m 

～
砥
石
橋
上
流

50
0m
) 
 

L=
1.
9
㎞
 

1.
3
㎞
 

－
 

護
岸
工

L=
15
7m

に

着
工
(H
25

継
続
中
) 

護
岸
工

L=
15
7m

を
実
施

(H
24

継
続
分
の
完
了
) 

 
 

大
池
川
（
三
田
市
）
の
 整
備
 

河
道
拡
幅
等
 

(J
R
福
知
山
橋
梁
～
 

国
道

17
6
号
上
流

50
m)
 

L=
0.
1
㎞
 

0.
1
㎞
 

(国
)1
76

号
福

島
橋

架
替

下

部
工
を
実
施
 

（
国
)1
76

号
福
島

橋
架
替
完
了

(H
25
.5
) 

護
岸
工
事
 L
=1
0m
 

護
岸
工

L=
32
m
を
実
施
 

 
 

相
野
川
（
三
田
市
）
の
整
備
 

河
道
拡
幅
等
 

(洞
橋
～
2
級
河
川
上
流
端
) 

 L
=1
.4

㎞
 

0.
7
㎞
 

－
 

右
岸
護
岸
工

L=
11
0m

を
実
施
 

集
落
基
盤
整
備
事
業
に

あ
わ
せ
詳
細
設
計
を
実

施
 

 
 

武
庫
川
及
び
真
南
条
川
（
篠
山

市
）
の
整
備
 

河
床
掘
削
等
 

(岩
鼻
橋
～
山
崎
橋
) 

L=
1.
9
㎞
 

1.
4
㎞
 

調
査
･設

計
を

実
施
 

河
床
掘
削
工
事

L=
0.
2k
m
を
実
施
 

河
床
掘
削
工
事
 

L=
0.
3k
m
を
実
施
 

 
 

波
賀
野
川
（
篠
山
市
）
の
整
備
 

河
道
拡
幅
等
 

(J
R
福
知
山
線
橋
梁
～
西
角
橋
) 

 L
=0
.4

㎞
 

工
事
着
手
 

－
 

調
査
・
予
備
設
計
を
 

実
施
 

地
元
と
法
線
等
に
つ
い

て
合
意
形
成
。
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管理番号４［点検票Ⅲ］ 

 

４．点検・評価（Ｃ）及び改善（Ａ） （第１期（H23～H27）） 

 

年度毎の点検・評価（Ｃ） 事業の改善（Ａ）※第１期の総括 

(H23点検・評価) 

・大堀川：狭窄部となっている県道橋の架替工に着手した。今後も、引き続き実施していく。 

・荒神川：護岸工12ｍを実施。事業の早期完了を目指し、今後も計画的な工事進捗を図る。 

・波豆川(宝塚市)：河川改修と関連する橋梁の改良について橋梁管理者と協議を実施した。

今後も、継続して実施していく。 

・大池川：H23に(国)176号福島橋下部工、H24に同上部工、H25以降に福島橋部を除く護岸

工を実施予定。 

・武庫川及び真南条川：武庫川（L=1.4km）について調査・設計を実施。H24年度からの工事

着手を目指す。 

 

(H24点検・評価) 

・大堀川：狭窄部となっている県道橋の架替工を実施中。今後も、引き続き実施していく。 

・荒神川：護岸工L=25mを実施。事業の早期完了を目指し、今後も計画的な工事進捗を図る。 

・波豆川(宝塚市)：河川改修と関連する橋梁の改良について橋梁管理者と協議し、橋梁予備

設計及び土質調査を実施した。今後も、継続し事業進捗を図る。 

・波豆川(三田市)：H24実績はなし。H25は水利権者と調整し工事実施予定。 

・山田川：護岸工L=157ｍを実施。 

・大池川：国道176号の福島橋が完了。H25護岸工を実施予定。 

・相野川：洞橋上流右岸護岸L=110mを施工。事業区間のうち、JR相野駅周辺では土地区画整

理事業が計画されているため、関係者（三田市等）との調整を行った。 

・武庫川及び真南条川：河床掘削工事（篠山市当野）L=0.2kmを実施。引き続き、工事進捗を

図る。 

・波賀野川：調査・予備設計を実施（L=0.4km） 

 

(H25点検・評価) 

・大堀川：県道橋の架替工事を継続。事業起点から県道橋までの護岸詳細設計を実施。今後

は早期事業着手に向け事業進捗を図る。 

・荒神川：旧国道を挟んで、護岸工 L=25m を実施。今後も事業の早期完了を目指し工事進捗

を図る。 

・波豆川(宝塚市)：河川改修と関連する橋梁についは、道路管理者の県道改良計画と併せて

橋梁詳細設計を実施中。今後も、継続し事業進捗を図る。 

・波豆川(三田市)：護岸工L=90mを実施。 

・山田川：H24から継続中であった護岸工L=157mが完了。 

・大池川：国道176号の福島橋上流側の護岸工L=32ｍを実施。H27完了予定。 

・相野川：JR相野駅周辺の集落基盤整備事業にあわせ相野川の付替えを含めた詳細設計に着

手。事業評価をうけ、H26から補助事業にて整備を行うことが決定する。 

・武庫川及び真南条川：河床掘削工事（篠山市当野）L=0.3kmを実施。今後も計画的な工事進

捗を図る。 

・波賀野川：地元説明等を実施し法線等の合意形成を図った。H25は詳細設計に着手。 

(H26点検・評価) 

 

 

 

 

(H27点検・評価) 

 

 

  ＜総合評価＞ 

※＜総合評価＞ ◎：目標を達成した ○：目標を概ね達成した △：目標をやや下回った ▲：目標を下回った 
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管理番号５［点検票Ⅰ］ 

 

河川整備計画の 

事項・項目 

 

第４章 河川整備の実施に関する事項 

 第１節 洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項 

  １ 河川対策 

  （１）河道対策 

 ④ 上流部（羽束川合流点～本川上流端）及び支川 

実施目標 

 

計画高水位以下の洪水による浸透や侵食に対して十分な安全性を確保する。 

１．施策の概要 

 

計画高水位以下の洪水による浸透や侵食に対して十分な安全性を確保するため、堤防強化対策を行う。 

２．期別計画（Ｐ）  

 

河川整備計画の事項・項目 取組方針 点検指標 
期別計画（Ｐ） 

第1期 
（H23～H27） 

第2期 
（H28～H32） 

第3期 
（H33～H37） 

第4期 
（H38～H42） 

(1)河道 

対策 

④上流部(羽束

川合流点～本

川上流端)及

び支川 

天王寺川（伊丹

市､宝塚市）の整

備 

堤防強化 

[ドレーン工に 

よる浸透対策] 

(伊丹市荒牧～ 

宝塚市中筋) 

L=0.6㎞ 

0.2㎞ 工事完了 － － 

天神川（伊丹市､

宝塚市）の整備 

堤防強化 

[表のり面被覆工

による浸透対策] 

(伊丹市萩野西～ 

宝塚市山本西) 

L=3.8㎞ 

1.4㎞ 

(H22迄1.0㎞済) 

工事継続 工事継続 工事完了 
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管
理
番
号
５
［
点
検
票
Ⅱ
］
 

３
．
年
度
毎
の
実
績
（
Ｄ
）
 
（
第
１
期
（
H2
3～

H2
7）
）
 

 

 

河
川
整
備
計
画
の
事
項
・
項
目
 

取
組

方
針

 
点

検
指

標
 

期
別
計
画

（
Ｐ
）
 

(第
１
期
) 

実
績

（
Ｄ

）
 

H2
3 

H2
4 

H2
5 

H2
6 

H2
7 

(1
)河

道
対
策
 

④
上
流
部
(羽

束
川
合

流
点

～
本

川
上

流

端
)及

び
支
川
 

天
王
寺
川
（
伊
丹

市
､宝

塚
市
）
の
整

備
 

堤
防
強
化
 

[ド
レ
ー
ン
工
に
よ
る
浸
透
対
策
] 

(伊
丹
市
荒
牧
～
宝
塚
市
中
筋
) 

 L
=0
.6

㎞
 

0.
2
㎞
 

－
 

－
 

－
 

 
 

天
神
川
（
伊
丹
市
､

宝
塚
市
）
の
整
備
 

堤
防
強
化
 

[表
の
り
面
被
覆
工
に
よ
る
浸
透
対
策
] 

(伊
丹
市
萩
野
西
～
宝
塚
市
山
本
西
) 

 L
=3
.8

㎞
 

1.
4
㎞
 

(H
22

迄
1.
0

㎞
済
) 

0.
1
㎞
完
了
 

(H
23

末
ま
で
に

全
体
で

1.
1
㎞
完

了
) 

0.
07

㎞
完
了
 

(H
24

末
ま
で
に

全
体

1.
17

㎞
完

了
) 

0.
12

㎞
完
了
 

(H
25

末
ま
で
に

全
体

1.
29

㎞
完

了
) 
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管理番号５［点検票Ⅲ］ 

 

４．点検・評価（Ｃ）及び改善（Ａ） （第１期（H23～H27）） 

 

年度毎の点検・評価（Ｃ） 事業の改善（Ａ）※第１期の総括 

(H23点検・評価) 

・平成 21 年度から行っている堤防強化を継続して実施。今後も引き続き

整備推進に努める。 

 

 

 

 

 

(H24点検・評価) 

・天神川：堤防強化(L=70m)実施。期別計画（第1期）1.4kmに対し、1.17km

が完了。今後も引き続き整備推進に努める。 

・天王寺川：天神川の期別計画(第1期)整備に概ねの目途が立つ、平成26

年度頃から事業着手する。 

 

 

 

(H25点検・評価) 

〈天神川〉 

・堤防強化(L=120m)実施。期別計画（第1期）1.4kmに対し、1.29kmが完

了。今後も引き続き整備推進に努める。 

〈天王寺川〉 

・H26年度事業着手予定。 

 

 

 

 

(H26点検・評価) 

 

 

 

 

 

 

 

 

(H27点検・評価) 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜総合評価＞ 

※＜総合評価＞ ◎：目標を達成した ○：目標を概ね達成した △：目標をやや下回った ▲：目標を下回った 
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管理番号６［点検票Ⅰ］ 

 

河川整備計画の 

事項・項目 

 

第４章 河川整備の実施に関する事項 

 第１節 洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項 

  １ 河川対策 

  （１）河道対策 

 ⑤ 下流部築堤区間の堤防強化（南武橋～仁川合流点） 

実施目標 

 

計画高水位以下の洪水による浸透や侵食に対して十分な安全性を確保する。 

さらに、計画高水位以上の洪水に対して堤防を決壊しにくくする工法についても検討する。 

１．施策の概要 

 

築堤区間全区間14.4㎞を対象に、計画高水位以下の洪水に対するドレーン工法等の浸透対策、護岸工による侵食対策を実施

する。 

また、計画高水位以上の洪水に対して堤防を決壊しにくくする浸透対策、侵食対策及び巻堤等による越水対策について検討

し、可能なものから実施する。 

併せて、堤防に近接する一部の家屋等の対応についても検討する。 

２．期別計画（Ｐ） 

 

河川整備計画の事項・項目 取組方針 点検指標 
期別計画（Ｐ） 

第1期 
（H23～H27） 

第2期 
（H28～H32） 

第3期 
（H33～H37） 

第4期 
（H38～H42） 

(1)河道 

対策 

⑤下流部築堤区

間の堤防強化 

(南武橋～仁

川合流点) 

計画高水位以下の

洪水に対する浸透

対策、侵食対策 

・ドレーン工法等

の浸透対策(対

策 実 施 延 長

L=7.3km※) 

・護岸工による侵

食対策（対策実

施延長 L=6.2km
※） 

工事継続 

(浸透対策) 

L=7.0km※ 

 

工事完了 

(浸透対策) 

L=0.3km※ 

(侵食対策） 

L=6.2km※ 

－ － 

計画高水位以上の

洪水に対する被害

緩和対策 

・計画高水位以上

の洪水に対して

堤防を決壊しに

くくする浸透対

策 

・侵食対策及び巻

堤等による越水

対策 

－ 計画高水位以下の洪水に対す

る浸透・侵食対策の完了後、

可能なものから実施 

堤防に近接する一

部の家屋等の対応 

堤防に近接する一

部の家屋等の対応

の検討 

家屋等の近接状況を把握し、対応方法について検討 

                        ※今後実施する詳細設計の結果、対策実施延長は変動する。 
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管
理
番
号
６
［
点
検
票
Ⅱ
］
 

３
．
年
度
毎
の
実
績
（
Ｄ
）
 
（
第
１
期
（
H2
3～

H2
7）
）
 

 

 

河
川
整
備
計
画
の
事
項
・
項
目
 

取
組

方
針

 
点

検
指

標
 

期
別
計
画

（
Ｐ
）
 

(第
１
期
) 

実
績

（
Ｄ

）
 

H2
3 

H2
4 

H2
5 

H2
6 

H2
7 

(1
)河

道
対
策
 

⑤
下
流
部
築
堤
区
間

の
堤
防
強
化
 

(
南

武
橋

～
仁

川

合
流
点
) 

計
画

高
水

位
以

下
の

洪

水
に
対
す
る
浸
透
対
策
、

侵
食
対
策
 

・
ド
レ
ー
ン
工
法
等
の
浸

透
対
策
(対

策
実
施
延

長
L=
7.
3k
m※
) 

・
護
岸
工
に
よ
る
侵
食
対

策
（

対
策

実
施

延
長

L=
6.
2k
m※
）
 

工
事
継
続
 

(浸
透
対
策
) 

L=
7.
0k
m※

 

 

＜
浸
透
対
策
＞
 

約
0.
7
㎞
完
了
（
H2
3

末
ま

で
に

全
体

で
約

2.
8
㎞
完
了
）
 

＜
侵
食
対
策
＞
 

要
対

策
区

間
の

抽
出

検
討
に
着
手
 

＜
浸
透
対
策
＞
 

約
0.
6k
m
完
了
（
H2
5.
5

月
末
時
点
）
 

［
尼

崎
市

武
庫

町
、

大

島
、
西
宮
市
日
野
町
］
 

(全
体
で
約

3.
4k
m
完
了
) 

＜
侵
食
対
策
＞
 

要
対

策
区

間
の

詳
細

設
計
に
着
手
 

＜
浸
透
対
策
＞
 

約
2.
5k
m
完
了
 

（
H2
6.
5
月
末
時
点
）
 

［
尼
崎
市
常
松
、
武
庫

豊
町
、
武
庫
元
町
、

南
武
庫
之
荘
、
稲
葉

荘
、
大
庄
西
町
、
西

宮
市
樋
ノ
口
町
、
小

松
東

町
、

小
松

南

町
］
 

(全
体
で
約

5.
9k
m
完
了
) 

＜
侵
食
対
策
＞
 

要
対

策
区

間
の

詳

細
設
計
完
了
 

 
 

計
画

高
水

位
以

上
の

洪

水
に

対
す

る
被

害
緩

和

対
策
 

・
計
画
高
水
位
以
上
の
洪

水
に
対
し
て
堤
防
を
決

壊
し
に
く
く
す
る
浸
透

対
策
 

・
侵
食
対
策
及
び
巻
堤
等

に
よ
る
越
水
対
策
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 
 

堤
防

に
近

接
す

る
一

部

の
家
屋
等
の
対
応
 

堤
防

に
近

接
す

る
一

部

の
家

屋
等

の
対

応
の

検

討
 

家
屋

等
の

近

接
状

況
を

把

握
し
、
対
応
方

法
に

つ
い

て

検
討
 

－
 

－
 

－
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※
今
後
実
施
す
る
詳
細
設
計
の
結
果
、
対
策
実
施
延
長
は
変
動
す
る
。
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管理番号６［点検票Ⅲ］ 

 

４．点検・評価（Ｃ）及び改善（Ａ） （第１期（H23～H27）） 

 

年度毎の点検・評価（Ｃ） 事業の改善（Ａ）※第１期の総括 

(H23点検・評価) 

・H14 に実施した堤防安全性の概略検討で比較的安全度が低いと判定した

4.4 ㎞の区間のうち、その後の詳細検討により緊急度が高いとした箇所

については、全て対策を完了している（浸透対策）。 

しかしながら、侵食対策を含めた要対策区間が多く残されていることか

ら、事業の進捗速度を上げて取り組みを進める。 

・津波対策、耐震対策については、東日本大震災を受けての国の検討を踏

まえ、県で詳細な検討を行い、対策が必要となった場合には速やかに実

施する。 

 

 

(H24点検・評価) 

・約0.6kmの浸透対策を完了した。また、概略検討時の対策不要区間に対

して詳細検討に着手。引き続き、浸透に対する堤防の安全性を確保する

取り組みを進める。 

・侵食対策について、詳細設計業務に着手。 

・津波対策について、津波遡上解析に着手。今後、津波遡上解析の結果を

踏まえ、必要に応じて対策を検討していく。 

・耐震対策について、「レベル２地震動に対する河川堤防の耐震点検マニ

ュアル」等に基づき、耐震点検に着手。今後、必要に応じて適切な対策

を検討していく。 

 

(H25点検・評価) 

・約2.5kmの浸透対策を完了した。引き続き、浸透に対する堤防の安全性

を確保する取り組みを進める。 

・侵食対策について、詳細設計業務を完了した。 

・南海トラフ巨大地震の津波遡上解析を実施し、堤防からの津波越流はな

いという結果を得た。 

・耐震対策について、「レベル２地震動に対する河川堤防の耐震点検マニ

ュアル」に基づく点検を実施し、堤防の耐震対策は不要という結果を得

た。 

 

 

(H26点検・評価) 

 

 

 

 

 

 

(H27点検・評価) 

 

 

 

 

 

 

  
＜総合評価＞ 

※＜総合評価＞ ◎：目標を達成した ○：目標を概ね達成した △：目標をやや下回った ▲：目標を下回った 
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管理番号７［点検票Ⅰ］ 

 

河川整備計画の 

事項・項目 

 

第４章 河川整備の実施に関する事項 

 第１節 洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項 

  １ 河川対策 

  （２）洪水調節施設の整備 

 ① 新規遊水地の整備  ② 青野ダムの活用 

実施目標 

 

遊水地の整備と青野ダムの活用により、甲武橋基準点において280m3/sの洪水調節を行う。 

１．施策の概要 

 

武庫川本川と羽束川の合流点下流の武庫川上流浄化センター内の用地の一部を転用し、遊水地整備を実施する。 

また、既設青野ダムにおいて、予備放流により確保する洪水調節容量を現在よりも40万m3拡大する（予備放流開始雨量の設

定等についての試行結果を踏まえ、操作規則を適切に変更）。 

 

甲武橋地点流量配分 

①新規遊水地の整備 0→20m3/s 

②青野ダムの活用 220→260m3/s 
 

２．期別計画（Ｐ）  

 

河川整備計画の事項・項目 取組方針 点検指標 
期別計画（Ｐ） 

第1期 
（H23～H27） 

第2期 
（H28～H32） 

第3期 
（H33～H37） 

第4期 
（H38～H42） 

(2)洪水調 

節施設の 

整備 

①新規遊 

水地の整 

備 

遊水地整備 遊水地整備 

 

工事着手 工事完了 － － 

②青野ダ 

ムの活用 

洪水調節容

量の拡大 

洪水調節容

量の拡大 

(操作規則の

適切な変更) 

試行操作の継

続 

(事前放流容量を

20万m3 から40

万m3に拡大) 

洪水調節容量

の拡大 

(事前放流容量を

予備放流容量〔40

万 m3〕に位置付

け) 

 

－ － 
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管
理
番
号
７
［
点
検
票
Ⅱ
］
 

３
．
年
度
毎
の
実
績
（
Ｄ
）
 
（
第
１
期
（
H2
3～

H2
7）
）
 

 

 

河
川
整
備
計
画
の
事
項
・
項
目
 

取
組

方
針

 
点

検
指

標
 

期
別
計
画
（
Ｐ
）
 

(第
１
期
) 

実
績

（
Ｄ

）
 

H2
3 

H2
4 

H2
5 

H2
6 

H2
7 

(2
)
洪
水
調
節
施

設
の
整
備
 

①
新
規
遊
水
地

の
整
備
 

遊
水
地
整
備
 

 

遊
水
地
整
備
 

 

工
事
着
手
 

測
量
・
用
地
境
界
確
認

を
実
施
す
る
と
と
も

に
予
備
設
計
に
着
手
。
 

下
水
道
都
市
計
画
変
更

及
び
予
備
設
計
が
完
了
。
 

詳
細
設
計
に
着
手
。
 

 
 

②
青
野
ダ
ム
の

活
用
 

洪
水
調
節
容
量
の
拡
大
 

洪
水

調
節

容
量

の
拡
大
 

(操
作
規
則
の
適

切
な
変
更
) 

試
行
操
作
の
継
続
 

(事
前
放
流
容
量
を

20

万
m3
か
ら

40
万

m3
に

拡
大
) 

基
準
雨
量

※
に
達
し
た

5
洪
水
に
つ
い
て
事

前
放
流
(2
0
万

m3
)を

実
施
。
う
ち

2
洪
水
に

つ
い
て
は
、
事
前
放
流

実
施
中
に
基
準
雨
量

を
下
回
っ
た
こ
と
、
ま

た
青
野
ダ
ム
下
流
部

で
水
位
が
上
昇
し
た

た
め
、
事
前
放
流
を
中

止
し
た
。
 

基
準
雨
量

※
に
達
す
る
洪

水
が
な
か
っ
た
た
め
、
事

前
放
流
は
未
実
施
。
 

H2
3
年
度
、
事
前
放
流
中

に
青
野
ダ
ム
下
流
部
で

水
位
が
上
昇
す
る
事
象

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
事

前
放
流
の
一
時
中
止
基

準
に
つ
い
て
検
討
を
行

っ
た
。
 

基
準
雨
量

※
に
達
す
る
洪

水
は

H2
5.
9.
15
～
16

に

発
生
し
た
が
、
事
前
放
流

の
前
に
洪
水
調
節
の
実

施
に
至
っ
た
た
め
、
事
前

放
流
は
未
実
施
。
 

事
前
放
流
の
一
時
中
止

基
準
を
設
定
し
、
事
前
放

流
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
追
加
。
 

 
 

※
基
準
雨
量
：
今
後

12
時
間
の
予
測
累
加
雨
量
が

20
㎜
を
超
え
る
と
予
測
さ
れ
、
か
つ
、
現

時
刻
ま
で
の
累
加
雨
量
と
今
後

12
時
間
の
予
測
累
加
雨
量
の
合
計
が

80
㎜
を

超
え
る
と
予
測
さ
れ
る
と
き
。
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管理番号７［点検票Ⅲ］ 

 

４．点検・評価（Ｃ）及び改善（Ａ） （第１期（H23～H27）） 

 

年度毎の点検・評価（Ｃ） 事業の改善（Ａ）※第１期の総括 

(H23点検・評価) 

・新規遊水地については、予備設計を進めるとともに、H24 年度の下水道

都市計画変更に向けた関係者調整にも取り組む。 

・青野ダムについては5洪水で事前放流を実施した。事前放流量20万 m3

から40 万 m3の拡大に向けて利水事業者との協議に必要な試行回数概ね

10回を確保するため、引き続き、試行操作を継続する。 

 

 

(H24点検・評価) 

・新規遊水地については、下水道都市計画変更及び予備設計が完了した。

今後、詳細設計の着手に向けて地質調査や関係者協議(下水道管理者、

神戸市)を進める。 

・ 青野ダムについては、事前放流操作を開始する雨量に達する洪水がな

かったため、H24 年度の事前放流は実施していない。今後も引き続き、

テータの蓄積に努めていく。 

・ H23年度、事前放流中にダム下流の水位が上昇した事象があったことを

踏まえ、より適切な試行操作が実施できるよう事前放流の一時中止基準

の見直しについて、利水事業者と協議を進める。 

 

(H25点検・評価) 

・詳細設計に着手。水理模型実験を実施し洪水時の本川・遊水池の水理条

件を把握したうえで設計に反映させて、遊水池の形状、容量規模など具

体的な本体構造を決定する。 

・青野ダムについては、H25.9.15～16に事前放流操作を開始する雨量に達

する洪水があったが、事前放流開始の前に洪水調節の実施に至ったた

め、事前放流は実施していない（H25年度に事前放流は未実施）。今後も

引き続き、テータの蓄積に努めていく。 

・事前放流の一時中止基準について検討。ダム下流の河川水位の状況を考

慮した一時中止基準を設定し、事前放流マニュアルに追加した。 

 

 

(H26点検・評価) 

 

 

 

 

 

 

 

 

(H27点検結果) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜総合評価＞ 

※＜総合評価＞ ◎：目標を達成した ○：目標を概ね達成した △：目標をやや下回った ▲：目標を下回った 

 

課題：事前放流は渇水リスクや下流部の水位上昇への影響等の検証が必要 
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管理番号８［点検票Ⅰ］ 

 

河川整備計画の 

事項・項目 

 

第４章 河川整備の実施に関する事項 

 第１節 洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項 

  １ 河川対策 

  （２）洪水調節施設の整備 

 ③ 洪水調節施設の継続検討 

実施目標 

 

河川整備基本方針の目標達成に向けたさらなる洪水に対する安全度の向上策の検討。 

１．施策の概要 

 

千苅ダムの治水活用や武庫川峡谷での新規ダム建設等について、その必要性・実現可能性の検討を継続し、具体的な方向性

が定まった場合には、計画上の取り扱いについて検討する。 

２．期別計画（Ｐ）  

 

河川整備計画の事項・項目 取組方針 点検指標 

期別計画（Ｐ） 

第1期 
（H23～H27） 

第2期 
（H28～H32） 

第3期 
（H33～H37） 

第4期 
（H38～H42） 

(2)洪水調 

節施設の 

整備 

③洪水調節 

施設の継 

続検討 

さらなる洪水に対

する安全度の向上

等の検討 

・千苅ダム治水

活用や新規ダ

ム建設等の必

要性･実現可

能性の検討 

 

(千苅ダム) 

・治水活用の検討に必要なデータ蓄積 

・治水活用に必要な施設改造や水質への影響、治水活用に伴う

損失補償の取り扱い等について検討 

(新規ダム） 

・栽培・植栽技術の蓄積のため、平成18年度から実施している

植物植生調査を継続実施 

・新規ダムの課題や環境保全方策等を検討 

上記検討を踏まえ、千苅ダム治水活用や新規ダム建設等の必要

性・実現可能性を検討 
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管
理
番
号
８
［
点
検
票
Ⅱ
］
 

３
．
年
度
毎
の
実
績
（
Ｄ
）
 
（
第
１
期
（
H2
3～

H2
7）
）
 

 

 

河
川
整
備
計
画
の
事
項
・
項
目
 

取
組

方
針

 
点

検
指

標
 

期
別
計
画
（
Ｐ
）
 

(第
１
期
) 

実
績

（
Ｄ

）
 

H2
3 

H2
4 

H2
5 

H2
6 

H2
7 

(2
)
洪
水
調
節
施

設
の
整
備
 

③
洪

水
調

節
施

設

の
継
続
検
討
 

さ
ら
な
る
洪
水
に

対
す
る
安
全
度
の

向
上
等
の
検
討
 

 

・
千
苅
ダ
ム
治
水
活

用
や

新
規

ダ
ム

建
設

等
の

必
要

性
･実

現
可
能
性

の
検
討
 

 

(千
苅
ダ
ム
) 

・
治
水
活
用
の
検
討
に

必
要

な
デ

ー
タ

蓄
積
 

・
治
水
活
用
に
必
要
な

施
設
改
造
や

水
質

へ
の
影
響
、
治
水
活

用
に
と
も
な

う
損

失
補
償
の
取

り
扱

い
等
に
つ
い

て
検

討
 

(新
規
ダ
ム
）
 

・
栽
培
・
植
栽
技
術
の

蓄
積
の
た
め
、
平
成

18
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
植

物
植

生
調
査
を
継

続
実

施
 

・
新
規
ダ
ム
の
課
題
や

環
境

保
全

方
策

等
を
検
討
 

 上
記
検
討
を
踏
ま
え
、

千
苅

ダ
ム

治
水

活
用

や
新

規
ダ

ム
建

設
等

の
必
要
性
・
実
現
可
能

性
を
検
討
 

(千
苅
ダ
ム
) 

・
千
苅
ダ
ム
地
点
の
降

雨
デ
ー
タ
等
（
流
入

量
や
放
流
量
な
ど
）

を
蓄
積
 

・
H2
3
年
台
風
第

12
号
、

15
号
の
洪
水
被
害
を

踏
ま
え
、
事
前
放
流

等
に
よ
る
暫
定
的
な

治
水
活
用
に
つ
い
て

神
戸
市
に
協
力
依
頼

し
、
水
道
事
業
に
支

障
の
な
い
範
囲
で
協

力
す
る
旨
、
回
答
を

得
た
。
 

 

(千
苅
ダ
ム
) 

・
千
苅
ダ
ム
地
点
の
降

雨
デ
ー
タ
等
（
流
入

量
や
放
流
量
な
ど
）

を
蓄
積
 

・
事
前
放
流
等
に
よ
る

暫
定

的
な

治
水

活

用
に

つ
い

て
の

検

討
に
着
手
。
 

(千
苅
ダ
ム
) 

・
千
苅
ダ
ム
地
点
の
降

雨
デ
ー
タ
等
（
流
入

量
や
放
流
量
な
ど
）

を
蓄
積
 

・
事
前
放
流
に
必
要
と

な
る
施
設
の
概
略

検
討
、
お
よ
び
事
前

放
流
に
よ
る
貯
水

池
内
の
水
質
へ
の

影
響
を
把
握
す
る

た
め
の
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
着
手
。
 

 
 

(新
規
ダ
ム
）
 

現
地
植
栽
し
て
い
る
サ

ツ
キ
、
ア
オ
ヤ
ギ
バ
ナ

他
4
種
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
、
カ
ギ
カ
ズ
ラ
の
現

地
植
栽
、
ヒ
ナ
ラ
ン
・

イ
ワ
チ
ド
リ
の
栽
培
実

験
を
実
施
 

(新
規
ダ
ム
）
 

現
地

植
栽

し
て

い
る

サ
ツ
キ
、
ア
オ
ヤ
ギ
バ

ナ
他

5
種
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
、
ヒ
ナ
ラ
ン
・
イ

ワ
チ

ド
リ

の
現

地
植

栽
を
実
施
 

(新
規
ダ
ム
）
 

現
地
植
栽
し
て
い
る

サ
ツ
キ
、
ア
オ
ヤ
ギ
バ

ナ
他

7
種
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
実
施
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管理番号８［点検票Ⅲ］ 

 

４．点検・評価（Ｃ）及び改善（Ａ） （第１期（H23～H27）） 

 

年度毎の点検・評価（Ｃ） 事業の改善（Ａ）※第１期の総括 

(H23点検・評価) 

・平成23年度においては、台風第12号、15号といった大型の台風があっ

たものの、千苅ダム流域においては、大きな降雨とはならなかったこと

から、中小規模の洪水時水文データの蓄積に留まった。引き続き、デー

タ蓄積を継続する。 

・事前放流による治水活用等について、神戸市と協議を行う。 

・｢植物植生調査｣については、引き続き、モニタリング等を実施する。 

 

 

(H24点検・評価) 

・千苅ダム流域においては、平成 24 年度は大きな降雨とはならなかった

ことから、中小規模の洪水時水文データの蓄積に留まった。引き続き、

データ蓄積を継続する。 

・事前放流による治水活用については、新たな放流設備の規模や設置場所、

事前放流の操作方法等についての検討に着手した。 

・｢植物植生調査｣については、引き続き、モニタリング等を実施する。 

 

(H25点検・評価) 

・千苅ダム流域においては、平成25 年度は 9 月の洪水時等の水文データ

を収集した。引き続き、データ蓄積を継続する。 

・事前放流による治水活用については、事前放流に必要となる設備の概略

検討に着手するとともに、事前放流による貯水池内の水質への影響を把

握するためのシミュレーションに着手した。 

・｢植物植生調査｣については、引き続き、モニタリング等を実施する。 

 

 

(H26点検・評価) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(H27点検・評価) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜総合評価＞ 

※＜総合評価＞ ◎：目標を達成した ○：目標を概ね達成した △：目標をやや下回った ▲：目標を下回った 

 

課題：治水活用については渇水リスク等の課題があるため、さらなる検討が必要 
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管理番号９［点検票Ⅰ］ 

 

河川整備計画の 

事項・項目 

 

第４章 河川整備の実施に関する事項 

 第１節 洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項 

  ２ 流域対策 

（武庫川流域総合治水推進計画の内容も考慮） 

実施目標 

 

「武庫川流域総合治水推進計画」と整合を図り、流域内の学校、公園、ため池等を利用した貯留施設等

の設置を考慮して、流出抑制量を甲武橋基準点において30m3/sとする。 

また、付加的な流出抑制効果が期待できる様々な流出抑制対策についても、流域市等と連携し、住民の

理解と協力を得て取り組んでいく。 

１．施策の概要 

 

「武庫川流域における総合的な治水対策の推進に関する要綱」に基づき、県及び流域市で構成する「武庫川流域総合治水推

進協議会」を設置して、「武庫川流域総合治水推進計画」を策定し、県と流域市が協力して整備を進める。 

２．期別計画（Ｐ）  

 

河川整備計画の 

事項・項目 
取組方針 点検指標 

期別計画（Ｐ） 

第1期 

（H23～H27） 

第2期 

（H28～H32） 

第3期 

（H33～H37） 

第4期 

（H38～H42） 

２．流域対策 ・「武庫川流域総
合治水推進協
議会」の設置 

・「武庫川流域総
合治水推進計
画」の策定 

・「武庫川流域総合治
水推進協議会」の
設置 

・「武庫川流域総合治
水推進計画」の策
定 

推進計画の着実な推進 
（推進協議会を設置し、推進計画を策定済み［H22.11］） 

 (1)貯留施設の設置
による流出抑制
対策の実施 

学校、公園、た
め池等を利用し
た貯留施設等の
整備 

学校・公園・ため池等
を利用した貯留施設
等の整備 
（貯留量約 64万 m3○流） 

約5.7万m3着手○流 
 

整備継続 整備完了 

(2)
様  々
な流
出抑
制対 
策の
推進 

①調整池
の設置
指導 

「調整池指導要
領及び技術基
準」に基づく設
置指導 

「調整池指導要領及
び技術基準」に基づく
設置指導 

条例による義務化 

流出抑制機能の
更なる強化に向
けた検討 

・指導対象面積の引き
下げ 

・調整池の恒久化等 

②森林保
全と公
益的機
能向上 

森林の水源涵養
機能、土砂流出
防止機能など公
益的機能の維
持・向上 

人工林の間伐等 
(関係機関連携・住民連携) 

事業計画を策定し、順次実施 
(但し計画策定は県民局単位) 

急傾斜地等にある間
伐対象人工林の表土
侵食防止対策 

事業計画を策定
し、順次実施 
(但し計画策定は県
民局単位) 

（今後検討） 

高齢人工林の広葉樹
林への一部誘導 
（混交林整備） 

100ha着手○市 
（篠山市域での施工面積） 

（今後検討） 

無秩序な伐採・
開発行為の規制
等を通じた森林
の適正な保全 

保安林・林地開発許可
制度の適切な運用 

継続して適切な運用を実施 

豪雨時に発生す
る土砂崩壊や流
木の流出による
河川埋塞や橋梁
部の閉塞による
洪水被害の防止 

砂防事業による流
木・土砂災害防止対策 

H25までに 
3箇所○流 着手 

（今後検討） 

治山事業等による流
木・土砂災害防止対策 

H25までに 
29箇所○流 着手 

（今後検討） 

※ 100ha＝1km2 

（次ページに続く） 

＜凡例＞○流：武庫川流域内の合計値、○局：関係4県民局の合計値、○市：流域7市域全体の合計値 

28



管理番号９［点検票Ⅰ］ 

 

 

 （前ページから続き） 

河川整備計画の事項・項目 取組方針 点検指標 
第1期 

（H23～H27） 

第2期 

（H28～H32） 

第3期 

（H33～H37） 

第4期 

（H38～H42） 

 2)様  々
な流
出抑
制対
策の
推進 

③水田への 
雨水貯留 

水田の持つ多
面的機能の維
持・向上 

水田の保全
（関係機関連携・農業者連携） 

10,141ha○市 
優良農地(農
振農用地) 

継続 （今後検討） 

水田貯留の実
施 

課題解決に向けた取
り組み等の検討 

農業者への普及啓発と、推進方策の検討・実施 

④その他の 
雨水貯留･
浸透の取
り組み 

その他公共施
設での雨水貯
留・浸透施設の
設置促進 

公共施設での貯留・
浸透施設の設置 

公共施設での貯留浸透施設の整備を検討・実施 

各戸への雨水貯留タ
ンクの設置 

普及啓発に努め、設置を促進 

道路側溝等の浸透化 道路側溝・宅内排水等の浸透化推進策について検討・実施 

透水性舗装 歩道整備に併せ整備を推進 

※ 100ha＝1km2 

 

＜凡例＞○流：武庫川流域内の合計値、○局：関係4県民局の合計値、○市：流域7市域全体の合計値 
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管
理
番
号
９
［
点
検
票
Ⅱ
］
 

３
．
年
度
毎
の
実
績
（
Ｄ
）
 
（
第
１
期
（
H2
3～

H2
7）
）
 

 

 

河
川
整
備
計
画
の
事
項
・
項

目
 

取
組

方
針

 
点

検
指

標
 

期
別
計
画
（
Ｐ
）
 

(第
１
期
) 

実
績

（
Ｄ

）
 

H2
3 

H2
4 

H2
5 

H2
6 

H2
7 

２
．
流
域
対
策
 

・「
武
庫
川
流
域
総
合
治
水

推
進
協
議
会
」
の
設
置
 

・「
武
庫
川
流
域
総
合
治
水

推
進
計
画
」
の
策
定
 

・
「
武
庫
川
流
域
総
合
治
水

推
進
協
議
会
」
の
設
置
 

・「
武
庫
川
流
域
総
合
治

水
推
進
計
画
」
の
策
定
 

推
進
計
画
の
着

実
な
推
進
 

 

・
県
市
共
同
で
「
協
議
会
」
を
設
置
し
、

「
推
進
計
画
」
を
策
定
済
（
H2
2.
11
） 

・
専
門
部
会

3
回
、
幹
事
会
、
推
進
協

議
会
を
開
催
 

・
｢武

庫
川
流
域
総
合
治
水
推
進
計
画
流

域
対
策
実
施
計
画
｣を

策
定
(H
24
.2
) 

・
総
合
治
水
条
例
に
基
づ
く「

阪
神
西
部
(武

庫
川
流
域
圏
)地

域
総
合
治
水
推
進
協
議
会
」

を
2
回
開
催
 

・
条
例
に
基
づ
く
推
進
計
画
を

策
定
(H
25
.3
) 

・
総
合
治
水
条
例
に
基
づ
く
「
阪

神
西
部
(武

庫
川
流
域
圏
)地

域
総
合
治
水
推
進
協
議
会
」
を

1
回
開
催
 

 
 

 
(1
)貯

留
施
設
の
設
置
に

よ
る

流
出

抑
制

対
策

の
実
施
 

学
校
、
公
園
、
た
め
池

等
を

利
用

し
た

貯
留

施
設
等
の
整
備
 

学
校
・
公
園
・
た
め
池
等
を
利

用
し
た
貯
留
施
設
等
の
整
備
 

（
貯
留
量
約

64
万

m3
○流

）
 

約
5.
7
万

m3
○流

着
手
 

約
0.
3
万

m3
○流

着
手
(学

校
2
箇
所
) 

［
累
計
約

0.
4
万

m3
○流

着
手
］
 

(H
23
年
度
ま
で
に
公
園
1箇

所
､学

校
2箇

所
) 

累
計
 約

1.
0
万

m3
○流

着
手
 
 

(累
計
：
公
園

1箇
所
、
学
校
３
箇
所
着
手
) 

 

累
計
 約

1.
5
万

m3
○流

着
手
 
 

(累
計
：
公
園

1箇
所
、
学
校

6箇
所
、
そ

の
他

1箇
所
着
手
) 
 

 
 

(2
)
様

々
な

流
出

抑
制

対
策

の
推

進
 

①
防

災
調

整
池

の
設

置
指

導
 

「
調

整
池

指
導

要
領

及
び
技
術
基
準
」
に
基

づ
く
設
置
指
導
 

「
調
整
池
指
導
要
領
及

び
技
術
基
準
」
に
基
づ
く

設
置
指
導
 

条
例
に
よ
る
義

務
化
 

総
合
治
水
条
例
に
基
づ
く
重

要
調
整
池
の
設
置
に
関
す
る

技
術
的
基
準
策
定
(H
25

年
3

月
) 

 

総
合
治
水
条
例
に
基
づ
く

重
要
調
整
池
の
設
置
に
関

す
る

技
術

的
基

準
策

定
(H
25

年
3
月
) 

 

重
要
調
整
池
の
設
置
に
関
す
る
技

術
的
基
準
に
よ
り
設
置
指
導
 

 
 

流
出

抑
制

機
能

の
更

な
る

強
化

に
向

け
た
検
討
 

・
指
導
対
象
面
積
の
引
き

下
げ
 

・
調
整
池
の
恒
久
化
等
 

 
 

 

②
森

林
保

全
と

公
益

的
機

能
向
上
 

森
林

の
水

源
涵

養
機
能
、
土
砂
流
出
防

止
機

能
な

ど
公

益
的
機
能
の
維
持
・
向

上
 

人
工
林
の
間
伐
等
(関

係
機
関
連
携
・
住
民
連
携
) 

事
業

計
画

を
策

定
し
、
順
次
実
施
 

(但
し
計
画
策
定
は

県
民
局
単
位
) 

31
2h
a ○市

 
85
ha
○市

 
10
8h
a ○市

 
 

 

急
傾
斜
地
等
に
あ
る
間

伐
対
象
人
工
林
の
表
土

侵
食
防
止
対
策
 

12
5h
a ○市

 
41
ha
○市

 
37
ha
○市

 
 

 

高
齢
人
工
林
の
広
葉
樹

林
へ
の
一
部
誘
導
 

（
混
交
林
整
備
）
 

10
0h
a
着
手
○市

 
（

篠
山

市
域

で
の
施
工
面
積
）
 

30
ha

着
手
○市

 
（
篠
山
市
域
で
の
施
工
面
積
）
 

30
ha

着
手
○市

 (
累
計

60
ha
) 

（
篠
山
市
域
で
の
施
工
面
積
）
 

30
ha

着
手
○市

 (
累
計

90
ha
) 

（
篠
山
市
域
で
の
施
工
面
積
）
 

 
 

無
秩
序
な
伐
採
・
開

発
行

為
の

規
制
等

を
通
じ
た
森
林
の
適

正
な
保
全
 

保
安
林
・
林
地
開
発
許
可

制
度
の
適
切
な
運
用
 

継
続
し
て
適
切

な
運
用
を
実
施
 

適
切
な
運
用
を
実
施
 

適
切
な
運
用
を
実
施
 

適
切
な
運
用
を
実
施
 

 
 

※
 
10
0h
a＝

1k
m2

 

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
 

＜
凡
例
＞
○流

：
武
庫
川
流
域
内
の
合
計
値
、
○局

：
関
係

4
県
民
局
の
合
計
値
、
○市

：
流
域

7
市
域
全
体
の
合
計
値
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管
理
番
号
９
［
点
検
票
Ⅱ
］
 

３
．
年
度
毎
の
実
績
（
Ｄ
）
 
（
第
１
期
（
H2
3～

H2
7）
）
 

 

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
き
）
 

※
 
10
0h
a＝

1k
m2
 

  

河
川
整
備
計
画
の
事
項
・
項

目
 

取
組

方
針

 
点

検
指

標
 

期
別
計
画
（
Ｐ
）
 

(第
１
期
) 

実
績

（
Ｄ

）
 

H2
3 

H2
4 

H2
5 

H2
6 

H2
7 

 
 

 
豪

雨
時

に
発

生
す

る
土

砂
崩

壊
や

流

木
の

流
出

に
よ

る

河
川

埋
塞

や
橋

梁

部
の

閉
塞

に
よ

る

洪
水
被
害
の
防
止
 

砂
防

事
業

に
よ

る
流

木
・
土
砂
災
害
防
止
対
策
 

H2
5
ま
で
に

3
箇
所
○流

着
手
 

1
箇
所
○流

着
手
 

(累
計

1
箇
所
○流

着
手
) 

2
箇
所
○流

着
手
 

（
累
計

3
箇
所
○流

着
手
）
 

※
期
別
計
画
分
 完

了
 

－
 

 
 

治
山
事
業
等
に
よ
る
流

木
・
土
砂
災
害
防
止
対
策
 

H2
5
ま
で
に

29
箇
所
○流

着
手
 

13
箇
所
○流

着
手
 

(累
計

13
箇

所
○流

着
手

) 
14

箇
所
○流

着
手
 

（
累
計

27
箇
所
○流

着
手
）
 

8
箇
所
○流

着
手
 

（
累
計

35
箇
所
○流

着
手
）
 

 
 

③
水

田
へ

の

雨
水
貯
留
 

水
田

の
持

つ
多

面

的
機
能
の
維
持
・
向

上
 

水
田
の
保
全
（
関
係
機
関

連
携
・
農
業
者
連
携
）
 

10
,1
41
ha
○市

 
優
良
農
地
(農

振
農
用
地
) 

10
,1
23
ha
○市

 
10
,1
21
ha
○市

 
10
,0
99
ha
○市

 
 

 

水
田
貯
留
の
実
施
 

課
題
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
等
の
検
討
 

農
業
者
へ
の
普
及
啓
発

と
、
推
進
方
策
の
検
討
・

実
施
 

実
施
に
向
け
課
題
を
整

理
 

水
田
貯
留
に
係
る
広
報
チ

ラ
シ
を
作
成
し
、
普
及
啓
発

を
実
施
 

田
ん
ぼ
ダ
ム
の
普
及
に
向
け
、

千
種
川
流
域
で
実
証
実
験
を
実

施
、
併
せ
て
県
下
全
域
を
対
象

と
し
た
「
ｾｷ
板

10
00

枚
配
布
大

作
戦
」
の
内
容
を
検
討
 

 
 

④
そ

の
他

の

雨
水

貯
留

･

浸
透

の
取

り
組
み
 

そ
の

他
公

共
施

設

で
の
雨
水
貯
留
・
浸

透
施

設
の

設
置

促

進
 

公
共
施
設
で
の
貯
留
・
浸

透
施
設
の
設
置
 

公
共
施
設
で
の
貯
留
浸

透
施

設
の

整
備

を
検

討
・
実
施
 

県
営
住
宅
で

1
箇
所
着
手

済
 

県
営
住
宅
で
設
置
促
進
 

（
累
計

1
箇
所
で
整
備
中
、
 
 

2
箇
所
で
検
討
中
）
 

県
営
住
宅
で
設
置
促
進
 

（
累
計

1
箇
所
で
整
備
中
、
 
 

2
箇
所
で
検
討
中
）
 

 
 

各
戸
へ
の
雨
水
貯
留
タ

ン
ク
の
設
置
 

普
及
啓
発
に
努
め
、
設
置

を
促
進
 

助
成
基
数

14
4
件
○市

 

(西
宮
市
、
伊
丹
市
、
宝
塚
市
の
合
計
) 

［
累
計

76
3
件
○市

］
 

助
成
基
数

17
4
件
○市

 

(尼
崎
市
、
西
宮市

、
伊丹

市
、宝

塚
市の

合
計
) 

［
累
計

93
7
件
○市

］
 

助
成
基
数

17
3
件
○市

 

(尼
崎
市
、
西
宮市

、
伊丹

市
、宝

塚
市の

合
計
) 

［
累
計

1,
11
0
件
○市

］
 

 
 

道
路
側
溝
等
の
浸
透
化
 

道
路
側
溝
・
宅
内
排
水
等

の
浸
透
化
推
進
策
に
つ

い
て
検
討
・
実
施
 

・「
浸
透
側
溝
設
置
ｶﾞ
ｲﾄ
ﾞ

ﾗｲ
ﾝ」

を
策
定
（
県
）
 

・
約

4.
5k
m ○市

 
（
尼
崎
市
；
市
及
び
開
発
者
）
 

［
累
計
約

14
9k
m ○市

］
 

・「
浸
透
側
溝
設
置
ｶﾞ
ｲﾄ
ﾞﾗ
ｲﾝ
」 

改
訂
版
を
策
定
(県

) 

・
約

8.
9k
m ○市

 

（
尼
崎
市
；
市
及
び
開
発
者
）
 

［
累
計
約

15
8k
m ○市

］
 

・
約

2.
5k
m ○市

 
（
尼
崎
市
；
市
及
び
開
発
者
）
 

［
累
計
約

16
0k
m ○市

］
 

 
 

透
水
性
舗
装
 

歩
道
整
備
に
併
せ
整
備

を
推
進
 

H1
6
年
よ
り
、
県
下
全
域

で
透

水
性

舗
装

を
標

準

仕
様
と
し
て
適
用
済
 

H1
6
年
よ
り
、
県
下
全
域
で

透
水
性
舗
装
を
標
準
仕
様

と
し
て
適
用
済
 

H1
6
年
よ
り
、
県
下
全
域
で

透
水
性
舗
装
を
標
準
仕
様

と
し
て
適
用
済
 

 
 

＜
凡
例
＞
○流

：
武
庫
川
流
域
内
の
合
計
値
、
○局

：
関
係

4
県
民
局
の
合
計
値
、
○市

：
流
域

7
市
域
全
体
の
合
計
値
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管理番号９［点検票Ⅲ］ 

 

４．点検・評価（Ｃ）及び改善（Ａ） （第１期（H23～H27）） 

 

年度毎の点検・評価（Ｃ） 事業の改善（Ａ）※第１期の総括 

(H23点検・評価) 
・貯留施設については、H23.3に県立甲山森林公園の整備を完了し、H23年度には県立高校2校で
工事着手した。今後は、条例をよりどころに学校側の理解と協力を得るなど、さらなる貯留量
確保に向けて取り組んでいく。 

・調整池の設置指導については、総合治水条例で 1ha 以上の開発に伴う設置及び保全の義務化を
行うこととした。今後、H25.4の施行に向けて、新しい指導要領及び技術的基準を策定し、設置
指導を実施していく。 

・付加的効果が期待できる公益的機能の維持・向上については、新ひょうごの森づくり、災害に
強い森づくり計画、山地防災・土砂災害対策緊急 5 箇年計画等に基づき、整備に努めた。今後
も引き続き土地所有者の協力を得ながら整備を推進していく。 

・各戸貯留についてはH23 年度末迄の助成累積基数が流域市域全体で764 基であり、総合治水に
対する住民の意識向上を図るためにも引き続き推進する必要がある。 

・浸透施設(道路側溝、宅内排水等)整備については民間開発者の協力も得て、尼崎・西宮・伊丹
の各市で取り組みが進んでおり、特に尼崎市域ではH23 年度末迄に累計約150km の実績がある
など、浸透施設整備への取り組みが展開されている。 

 

 

(H24点検・評価) 
・貯留施設については、H24年度末時点で県立高校2校(宝塚東、阪神昆陽)の整備が完了、県立高
校 1 校(三田西陵高校)で事業着手した。総合治水条例の普及啓発を図りながら、目標貯留量確
保に向けて取り組んでいく。 

・調整池の設置指導については、重要調整池設置に関する技術基準を作成し、開発部局や市町と
連携しながら、引き続き開発行為に伴う流出抑制に努めていく。 

・土砂崩壊や流木の流出を防止する砂防・治山事業については、5箇年計画に基づき、整備の進捗
に努めた。また、水源かん養機能の維持・向上に資する森林整備については、前年度から実績
値は減少したものの、期別計画の整備目標値を達成すべく、引き続き整備に取り組んでいく。 

・各戸貯留については、尼崎市で新たに助成制度が設けられるなど、流域全体での取り組みを引
き続き推進していく。 

・浸透施設(道路側溝、宅内排水等)整備については、尼崎市で民間開発者の協力も得て約 9km の
整備が実施されるなど、今後も引き続き整備に努めていく。 

  

(H25点検・評価) 
・貯留施設は、H25年度末時点で、県立高校2校（宝塚東、阪神昆陽）で整備が完了した。なお、
県立高校1校（三田西陵）で整備が概成したが、湛水実績を踏まえて改善工事を実施中である。
また、県立高校3校(西宮甲山、北摂三田、宝塚北)と県有地1箇所（三田ｶﾙﾁｬｰﾀｳﾝ太陽光発電
所）で事業に着手した。引き続き、総合治水条例の普及啓発を図りながら、目標貯留量確保に
向けて全力で取り組んでいく。 

・森林保全は、人工林の間伐や表土浸食防止を促進するとともに、篠山市域では計画に基づき混
交林整備を進めた。今後も引き続き水源涵養機能と土砂流出防止に努めていく。 

・土砂崩壊や流木の流出を防止する砂防・治山事業は、5箇年計画に基づき、整備の進捗に努めた。 
・各戸貯留は、流域市の助成件数が累計 1,100 を越えるなど、着実に実績が増加している。今後
も広報媒体を活用した普及啓発を図りながら、引き続き推進していく。 

・浸透施設(道路側溝、宅内排水等)整備については、尼崎市で民間開発者の協力も得て約 2.5km
の整備が実施されるなど、今後も引き続き整備に努めていく。 

 
 
 
 
 
 
 

(H26点検・評価) 
 
 
 

(H27点検・評価) 
 
 
 

 ＜総合評価＞ 

※＜総合評価＞ ◎：目標を達成した ○：目標を概ね達成した △：目標をやや下回った ▲：目標を下回った 

 

学校・公園等の課題：貯留施設整備には施設所有者の理解と協力が不可欠 

森林保全の課題：木材価格の低迷などにより、森林所有者の間伐等森林整備への意欲が停滞 

水田貯留の課題：貯留に関する農業者の不安(畦や作物への影響) 
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 管理番号１０［点検票Ⅰ］ 
 

河川整備計画の 
事項・項目 

第４章 河川整備の実施に関する事項 
 第１節 洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項 
  ３ 減災対策 
（武庫川流域総合治水推進計画の内容も考慮） 

実施目標 

 
計画規模を上回る洪水や整備途上段階での施設能力以上の洪水が発生した場合でも、人的被害の回避・

軽減及び県民生活や社会経済活動への深刻なダメージの回避を目指し洪水被害を軽減させる。 

１．施策の概要 

 
減災対策については、計画規模を上回る洪水や整備途上段階での施設能力以上の洪水、いわゆる超過洪水により、河川から

洪水があふれ出る可能性があることを認識し、以下の対策を進める。 
 (１) 水害リスクに対する認識の向上（知る）   (２) 情報提供体制の充実と水防体制の強化（守る） 
 (３) 的確な避難のための啓発（逃げる）     (４) 水害に備えるまちづくりと水害からの復旧の備え（備える） 

２．期別計画（Ｐ） 

 

河川整備計画の事項・項目 取組方針 点検指標 
期別計画（Ｐ） 

第1期 
（H23～H27） 

第2期 
（H28～H32） 

第3期 
（H33～H37） 

第4期 
（H38～H42） 

３．減災対策 ｢武庫川流域総合治水
推進協議会｣の設置 
｢武庫川流域総合治水
推進計画｣の策定 

･「武庫川流域総合治水
推進協議会」の設置 

･「武庫川流域総合治水
推進計画」の策定 
【県、市】 

推進計画の着実な推進 
（推進協議会を設置し、推進計画を策定済み［H22.11］） 

 (1)水害
リスク
に対す
る認識
の向上
(知る) 

①水害リス
クを知る
機会の提
供 

住民が水害リスク
を知る機会を数多
く提供 

我がまちを歩く体験型
講座の開催等 
【県、市】 

体験型講座の開催と手づくりHM作成等の促進 

②水害リス
クを知る
ツールの
整備 

水害リスクを知る
ツールの整備 

水害リスクを正確に理
解でき、わかりやすい
ハザードマップ(以下、
HM)への改良・強化【市】 

HMの改良及び内水HMの作成・公表 

CGHMで整備した映像
等の継続公開【県】と
活用方法の検討【市】 

CGHMの継続公開と活用方法の検討 

③防災の担
い手とな
る人材の
育成 

行政、住民、ＮＰＯ
等様々な主体の防
災の担い手を育成 

ひょうご防災リーダー
講座等の研修や防災に
関する出前講座の実施
【県、市】 

住民やNPO等への研修及び出前講座の継続実施 

行政担当職員に対する
研修の充実【県、市】 

行政職員を対象にした研修の継続実施及び充実 

(2)情報
提供体
制の充
実と水
防体制
の強化
(守る） 

①避難情報 
の伝達 

市及び住民の避難
判断の支援 

防災情報の提供体制の
充実【県】 

雨量、河川水位、河川監視画像、洪水予報、氾濫予測等の情
報の継続発信及び充実 

避難勧告等に関す
る情報を迅速に提
供（市） 

同報無線・移動無線の
充実【市】 

無線施設の整備促進及び適切な維持管理の実施 

②河川情報 
の伝達 

武庫川下流部にお
ける「洪水予報」の
実施（気象台共同） 

「洪水予報」の実施
【県】 

「洪水予報」の継続実施 

迅速な避難活動の
支援<水防上重要な
箇所> 

増水する河川の画像情
報の提供・配信【県】 

河川監視カメラ増設及び継続配信 

サイレン・回転灯の設
置【県】 

設置済みのサイレンと回転灯7基の安定作動の確保 

水防活動や避難勧
告等の発令の支援 

洪水時の水位予測等の
配信【県】 

市の避難勧告発令等を支援する水位予測等の継続配信 

地上デジタル放送
等を利用した水位
情報等の配信 

地上デジタル放送等を
利用した水位情報等の
配信【県】 

多様な手段による水位情報等の配信 

③水防体制 
の強化 

大規模洪水時にお
ける職員の危機管
理能力及び地域防
災力の向上 

実践的な演習の実施
【県、市】 

行政及び地域による実践的な演習の実施 

防災態勢の強化
（市） 

県、防災関係機関と連
携した防災訓練の実施
【市】 

県や防災機関と連携した訓練の実施 

（次ページへ続く） 

管理番号１０［点検票Ⅰ］ 

33



 
 
（前ページから続き） 

河川整備計画の事項・項目 取組方針 点検指標 
第1期 

（H23～H27） 
第2期 

（H28～H32） 
第3期 

（H33～H37） 
第4期 

（H38～H42） 

 (3)的確
な避難
のため
の啓発
(逃げ
る) 

①自助の取
組の推進 

住民が被害に遭わ
ないために必要な
知識の啓発 

住民主体で作成した
HM等のより一層の利
活用【市】 

地域の学習会や防災訓練での手づくりHM等の活用 

各種防災情報の入
手方法の啓発 

「ひょうご防災ネッ
ト」への加入促進等
【県】 

「ひょうご防災ネット」等の新規登録件数40,000件/年 ○県
の確保(H25迄) 

②共助の取
組の推進 

水害発生時の災害
時要援護者の円滑
な避難（市） 

地区内で住民同士が助
け合う取組の促進【市】 

災害時要援護者の円滑な避難に資する取り組み方策等の検
討・実施 

③公助の取
組の推進 

住民の避難判断の
支援 

再掲 防災情報の提供
体制の充実【県】 

雨量、河川水位、河川監視画像、洪水予報、氾濫予測等の情
報の継続発信及び充実 

住民の避難判断の
助けとなるような
公助の取組（市） 

・隣接市間で避難情報
の共有 

・隣接市の避難所の相
互活用の検討【市】 

避難情報の共有化と避難所相互活用のための仕組みの検討 

避難経路等の屋外表示
の検討【市】 

避難経路等の屋外表示の検討 

(4)水害 
に備え 
るまち 
づくり 
と水害 
からの 
復旧の 
備え 
(備え 
る) 

①水害に備
えるまち
づくりへ
の誘導 

水害に備えたまち
づくりの実現に向
けた検討 

・水害リスクに対する
認識の向上 

・減災のための土地利
用や上層階避難が
可能でかつ堅牢な
建物への誘導等
【県、市】 

危険度マップの作成と同マップの活用 

②重要施設
の浸水対
策 

浸水による建築物
の被害を未然に防
止し、水害に備えた
まちづくりへの誘
導を図る 

避難所や公共施設等重
要施設の浸水対策 
（電気設備等を浸水想
定水位より上に設
置、地下室への浸水
を防止等）【県、市】 

建物の耐水化等の検討・実施 

③水害に備
える共済
制度の加
入促進 

水害に対する共済
制度への加入促進 

「フェニックス共済」
等への加入促進【県】 

フェニックス共済加入率15%  ○県 
(当面の目標) 

 
 

＜凡例＞○県：全県の数値 
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管
理
番
号
１
０
［
点
検
票
Ⅱ
］
 

３
．
年
度
毎
の
実
績
（
Ｄ
）
 
（
第
１
期
（
H2
3～

H2
7）
）
 

 

 

河
川
整
備
計
画
の
事
項
・
項

目
 

取
組

方
針

 
点

検
指

標
 

期
別
計
画
（
Ｐ
）
 

(第
１
期
) 

実
績

（
Ｄ

）
 

H2
3 

H2
4 

H2
5 

H2
6 

H2
7 

３
．
減
災
対
策
 

・「
武
庫
川
流
域
総
合
治
水

推
進
協
議会

」
の設

置 
・「

武
庫
川
流
域
総
合
治
水

推
進
計
画」

の
策定

 

・「
武
庫
川
流
域
総
合
治
水
推

進
協
議
会
」
の
設
置
 

・
「
武
庫
川
流
域
総
合
治

水
推
進
計
画
」
の
策
定

【
県
、
市
】
 

推
進

計
画

の
着

実
な
推
進
 

・
県
市
共
同
で
「
協
議
会
」
を
設
置

し
、「

推
進
計
画
」
を

策
定
済

(H
22
.1
1)
 

・
専
門
部
会

3
回
、
幹
事
会
、

推
進
協
議
会
を
開
催
 

・
総
合
治
水
条
例
に
基
づ
く
「
阪
神

西
部
(武

庫
川
流
域
圏
)地

域
総
合

治
水
推
進
協
議
会
」
を

2
回
開
催
 

・
条
例
に
基
づ
く
推
進
計
画
を
策
定

(H
25
.3
) 

・
総
合
治
水
条
例
に
基
づ
く
「
阪
神
西

部
(武

庫
川
流
域
圏
)地

域
総
合
治
水

推
進
協
議
会
」
を

1
回
開
催
 

 
 

 
(1
)
水
害
リ

ス
ク

に
対

す
る

認
識

の
向

上
 
 

(知
る
) 

①
水
害
リ
ス

ク
を
知
る

機
会
の
提

供
 

住
民

が
水

害
リ

ス
ク

を
知

る
機

会
を

数
多
く
提
供
 

我
が

ま
ち

を
歩

く
体

験
型

講
座

の
開

催
等

【
県
、
市
】
 

体
験
型
講
座
の
開

催
等
に
よ
る
手
づ

く
り

HM
作
成
等
の

取
り
組
み
を
促
進
 

県
2
回
○局

（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

減
災
対
策
講
習
会
）、

市
12

回

○圏
（
我
が
ま
ち
を
歩
く
体
験
型

講
座
等
）
開
催
 

市
8
回
○圏

（
我
が
ま
ち
を
歩
く

体
験
型
講
座
等
）
開
催
 

・
市

26
回
○圏

（
我
が
ま
ち
を
歩
く

体
験
型
講
座
等
）
開
催
 

・
県
は
手
づ
く
り

HM
作
成
の
ﾎﾟ
ｲﾝ
ﾄ等

を
ま

と
め
た
啓
発
ﾊﾟ
ﾝﾌ
を
作
成
・
配
布
 

 
 

②
水
害
リ

ス
ク

を
知

る
ツ

ー
ル

の
整
備
 

水
害

リ
ス

ク
を

知
る

ツ
ー

ル
の
整
備
 

水
害
リ
ス
ク
を
正
確
に
理
解

で
き
、わ

か
り
や
す
い
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
（
以
下
、
HM
）
へ
の

改
良
・
強
化
【
市
】
 

HM
の
改
良
及
び

内
水

HM
の

作
成
・
公
表
 

神
戸
市
及
び
三
田
市
で
各
種

HM
改

良
、
尼
崎
市
で
内
水

HM
を
作
成
 

(流
域

7
市
は

HM
作
成
済
で
あ
り
、

H2
2
迄
に
適
宜
改
訂
し
て
い
る
) 

・
神
戸
市
、
伊
丹
市
及
び
宝
塚
市
で

HM
改
訂
【
避
難
所
等
追
加
】
 

・
神
戸
市
、
尼
崎
市
、
西
宮
市
、
三
田

市
、
篠
山
市
で
内
水

HM
作
成
済
 

 
(既

存
HM

に浸
水実

績を
掲載

した
もの

を含
む)

 

・
神
戸
市
及
び
宝
塚
市
で

HM
改
訂
 

【
防
災
啓
発
記
事
等
追
加
】
 

・
神
戸
市
、
尼
崎
市
、
西
宮
市
、
三
田
市
、
篠

山
市
で
内
水

HM
作
成
済
 

 
(既

存
HM

に浸
水実

績を
掲載

した
もの

を含
む)

 

 
 

CG
HM

で
整
備
し
た
映
像

等
の
継
続
公
開
【
県
】
と

活
用
方
法
の
検
討
【
市
】
 

CG
HM

の
継
続
公

開
 

現
行
の

CG
HM

に
台
風

12
号
及

び
15

号
の
浸
水
実
績
等
を
追

加
拡
充
し
て
継
続
公
開
 

現
行
の

CG
HM

に
避
難
所
表
示
を

追
加
修
正
し
、
継
続
公
開
 

現
行
の

CG
HM

に
避
難
所
表
示
を
追

加
修
正
し
、
継
続
公
開
 

 
 

③
防
災
の

担
い

手
と

な
る

人
材

の
育
成
 

行
政
、
住
民
、

Ｎ
Ｐ

Ｏ
等

様
々

な
主

体
の

防
災

の
担

い
手
を
育
成
 

ひ
ょ
う
ご
防
災
ﾘｰ
ﾀﾞ
ｰ講

座
等

の
研
修
や
防
災
に
関
す
る
出

前
講
座
の
実
施
【
県
、
市
】
 

住
民
や

NP
O
等

へ
の

研
修

及
び

出
前

講
座

を
継

続
実
施
 

・
県

26
回
（
防
災
ﾘｰ
ﾀﾞ
ｰ講

座
○県

、
研
修
○局

）、
市

21
0
回
○市

の
研

修
会
等
を
開
催
 

・
防
災
ﾘｰ
ﾀﾞ
ｰ講

座
修
了
者

11
7
人
○局

 

・
県

28
回
(防

災
ﾘｰ
ﾀﾞ
ｰ講

座
○県

、
出
前
講
座
○市

)、
市

17
0
回
○市

の
研
修
会
等
を
開
催
 

・
防
災
ﾘｰ
ﾀﾞ
ｰ講

座
修
了
者

18
4
人
○局

 

・
県

58
回
(防

災
ﾘｰ
ﾀﾞ
ｰ講

座
○県

、
出

前
講
座
○市

)、
市

17
1
回
○市

の
研
修

会
等
を
開
催
 

・
防
災
ﾘｰ
ﾀﾞ
ｰ講

座
修
了
者

73
人
○市

 

 
 

行
政

担
当

職
員

に
対

す
る

研
修

の
充

実
【
県
、
市
】
 

行
政
職
員
を
対
象

に
し
た
研
修
の
継

続
実
施
 

県
12

回
○局

、
市

16
回
○市

の
研
修
会
を
開
催
 

県
10

回
○局

、
市

35
回
○市

の
研

修
会
を
開
催
 

県
8
回
○局

、
市

28
回
○市

の
研
修

会
を
開
催
 

 
 

(2
)
情
報
提

供
体

制
の

充
実

と
水

防
体

制
の

強
化
 

(守
る
) 

①
避
難
情

報
の

伝
達
 

市
及

び
住

民
の

避
難

判
断

の
支
援
 

防
災

情
報

の
提

供
体

制
の
充
実
【
県
、
市
】
 

雨
量
、
河
川
水
位
、

河
川
監
視
画
像
、
洪

水
予
報
、
氾
濫
予
測

等
の

情
報

の
継

続
発
信
及
び
充
実
 

河
川
監
視
カ
メ
ラ

6
基
の
増

設
、
氾
濫
予
測
シ
ス
テ
ム
の
整

備
を
実
施
し
、
各
種
防
災
情
報

を
継
続
発
信
 

・
県
は
氾
濫
予
測
シ
ス
テ
ム
の
試
験
運
用
を

実
施
、
各
種
防
災
情
報
を
継
続
発
信
 

・
ﾂｲ
ｯﾀ
ｰ等

に
よ
る
情
報
配
信
開
始
（
尼
崎

市
、
西
宮
市
）、

緊
急
速
報
ﾒｰ
ﾙ運

用
開
始

(尼
崎
市
、
三
田
市
、
篠
山
市
) 

・
県
は
氾
濫
予
測
ｼｽ
ﾃﾑ
の
試
験
運
用
を
継
続
実

施
、
各
種
防
災
情
報
を
継
続
発
信
 

・
ﾂｲ
ｯﾀ
ｰ等

に
よ
る
情
報
配
信
（
尼
崎
市
、
西

宮
市
）、

緊
急
速
報
ﾒｰ
ﾙ(
尼
崎
市
、
三
田
市
、

篠
山
市
)の

継
続
配
信
、
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
（
J
ｱﾗ
ｰﾄ
）
の
緊
急
情
報
を
ｺﾐ
ｭﾆ
ﾃｨ

FM
か
ら
自
動
配
信
が
可
能
に
（
宝
塚
市
）
 

 
 

避
難
勧
告
等
に
関

す
る
情
報
を
迅
速

に
提
供
（
市
）
 

同
報
無
線
・
移
動
無
線

の
充
実
【
市
】
 

無
線
施
設
の
整
備

促
進
及
び
適
切
な

維
持
管
理
の
実
施
 

既
存
設
備
の
適
切
な
維
持
管
理
を

実
施
 

市
で

85
基
○市

の
無
線
を
整
備
 

市
で

5
基
○市

の
無
線
を
整
備
 

（
累
計

79
9
基
）
 

 
 

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
 

＜
凡
例
＞
○県

：
全
県
の
合
計
値
、
○局

：
関
係

4
県
民
局
全
体
の
合
計
値
、
○市

：
流
域

7
市
域
全
体
の
合
計
値
、
○圏

：
武
庫
川
流
域
＋
（
尼
崎
・
西
宮
両
市
の
南
部
地
域
）
の
合
計
値
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管
理
番
号
１
０
［
点
検
票
Ⅱ
］
 

３
．
年
度
毎
の
実
績
（
Ｄ
）
 
（
第
１
期
（
H2
3～

H2
7）
）
 

 

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き
）
 

河
川
整
備
計
画
の
事
項
・
項

目
 

取
組

方
針

 
点

検
指

標
 

期
別
計
画
（
Ｐ
）
 

(第
１
期
) 

実
績

（
Ｄ

）
 

H2
3 

H2
4 

H2
5 

H2
6 

H2
7 

 
(2
)
情

報
提

供
体

制

の
充

実

と
水

防

体
制

の

強
化
 

(守
る
) 

②
河

川
情
報
の

伝
達
 

武
庫

川
下

流
部

に
お

け
る

「
洪

水
予

報
」
の
実
施
（
気
象

台
共
同
）
 

「
洪
水
予
報
」
の
実
施

【
県
】
 

「
洪
水
予
報
」
の

継
続
実
施
 

・
洪
水
予
報
河
川
に
指
定

（
H2
2.
9）

 
・
「
洪
水
予
報
」
の
継
続
実
施
 

「
洪
水
予
報
」
の
継
続
実
施
 

「
洪
水
予
報
」
の
継
続
実
施
 

 
 

迅
速

な
避

難
活

動
の
支
援
 

<水
防
上
重
要
な
箇
所
> 

増
水
す
る
河
川
の
画
像

情
報
の
提
供
・
配
信
【
県
】 

河
川

監
視

カ
メ

ラ
増

設
及

び
継

続
配
信
 

既
設
の

4
基
に
加
え
、
6
基

を
新
た
に
整
備
し
継
続
配

信
を
実
施
 

河
川
監
視
カ
メ
ラ
(1
0
基
)

に
よ
る
継
続
配
信
を
実
施
 

河
川
監
視
カ
メ
ラ
(1
0
基
)

に
よ
る
継
続
配
信
を
実
施
 

 
 

サ
イ
レ
ン
・
回
転
灯
の
設

置
【
県
】
 

設
置

済
み

の
サ

イ
レ

ン
と

回
転

灯
7
基
の
安
定
作

動
の
確
保
 

サ
イ
レ
ン
、
回
転
灯
を
的
確

に
作
動
さ
せ
、
河
川
利
用
者

等
へ
の
注
意
喚
起
を
実
施
 

サ
イ
レ
ン
、
回
転
灯
を
的
確

に
作
動
さ
せ
、
河
川
利
用
者

等
へ
の
注
意
喚
起
を
実
施
 

サ
イ
レ
ン
、
回
転
灯
を
的
確

に
作
動
さ
せ
、
河
川
利
用
者

等
へ
の
注
意
喚
起
を
実
施
 

 
 

水
防

活
動

や
避

難
勧

告
等

の
発

令
の

支
援
 

洪
水
時
の
水
位
予
測
等

の
配
信
【
県
】
 

市
の

避
難

勧
告

発
令

等
を

支
援

す
る

水
位

予
測

等
の
継
続
配
信
 

水
位
予
測
に
加
え
、
氾
濫
予

測
情
報
、
河
川
監
視
画
像
等

の
情
報
を
継
続
配
信
 

水
位
予
測
に
加
え
、
氾
濫
予

測
情
報
、
河
川
監
視
画
像
等

の
情
報
を
継
続
配
信
 

水
位
予
測
に
加
え
、
氾
濫
予

測
情
報
、
河
川
監
視
画
像
等

の
情
報
を
継
続
配
信
 

 
 

地
上

デ
ジ

タ
ル

放

送
等

を
利

用
し

た

水
位

情
報

等
の

配

信
 

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
等

を
利
用
し
た
水
位
情
報

等
の
配
信
【
県
】
 

多
様

な
手

段
に

よ
る

水
位

情
報

等
の
配
信
 

国
土
交
通
省

HP「
川
の
防
災

情
報
」
に
加
え
、
新
た
に

NH
K、

ｻﾝ
ﾃﾚ
ﾋﾞ
の
ﾃﾞ
ｰﾀ
放
送

で
水
位
及
び
雨
量
情
報
の

配
信
を
開
始
 

HP
「
川
の
防
災
情
報
」、

デ

ー
タ
放
送
に
よ
る
水
位
・
雨

量
情
報
の
継
続
配
信
を
実

施
 

HP
「
川
の
防
災
情
報
」、

デ

ー
タ
放
送
に
よ
る
水
位
・
雨

量
情
報
の
継
続
配
信
を
実

施
 

 
 

③
水

防
体
制
の

強
化
 

大
規

模
洪

水
時

に
お

け
る

職
員

の
危

機
管

理
能

力
及

び
地

域
防

災
力

の
向

上
 

実
践
的
な
演
習
の
実
施
 

【
県
、
市
】
 

行
政

及
び

地
域

に
よ

る
実

践
的

な
演

習
等

の
実

施
 

県
1
回
○局

（（
洪
水
を
想
定

し
た
図
上
訓
練
）、

 
市

15
回
○圏

（
土
の
う
積
訓

練
等
）
を
実
施
 

県
3
回
○局

（
洪
水
を
想
定

し
た
図
上
訓
練

1
回
、
災
害

時
情
報
伝
達
訓
練

2
回
）、

市
13

回
○圏

（
土
の
う
積
訓

練
等
）
を
実
施
 

県
3
回
○局

（
洪
水
を
想
定

し
た
図
上
訓
練

1
回
、
災
害

時
情
報
伝
達
訓
練

2
回
）、

市
12

回
○圏

（
土
の
う
積
訓

練
、
避
難
所
運
営
訓
練
等
）

を
実
施
 

 
 

防
災

態
勢

の
強

化

（
市
）
 

県
、
防
災
関
係
機
関
と
連

携
し
た
防
災
訓
練
の
実

施
【
市
】
 

県
 防

災
機

関
と

連
携

し
た

訓
練

の
実
施
 

17
回
実
施
○圏

 
3
回
実
施
○圏

 
4
回
実
施
○圏

 
 

 

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
 

＜
凡
例
＞
○県

：
全
県
の
合
計
値
、
○局

：
関
係

4
県
民
局
全
体
の
合
計
値
、
○市

：
流
域

7
市
域
全
体
の
合
計
値
、
○圏

：
武
庫
川
流
域
＋
（
尼
崎
・
西
宮
両
市
の
南
部
地
域
）
の
合
計
値
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管
理
番
号
１
０
［
点
検
票
Ⅱ
］
 

３
．
年
度
毎
の
実
績
（
Ｄ
）
 
（
第
１
期
（
H2
3～

H2
7）
）
 

 

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き
）
 

河
川
整
備
計
画
の
事
項
・
項

目
 

取
組

方
針

 
点

検
指

標
 

期
別
計
画
（
Ｐ
）
 

(第
１
期
) 

実
績

（
Ｄ

）
 

H2
3 

H2
4 

H2
5 

H2
6 

H2
7 

 
(3
)
的

確
な

避
難

の
た

め
の

啓
発
 
 

(
逃

げ
る
) 

①
自

助
の
取
組

の
推
進
 

住
民

が
被

害
に

遭
わ

な
い

た
め

に
必

要
な

知
識

の
啓
発
 

住
民
主
体
で
作
成

し
た

HM
等
の
よ
り

一
層
の
活
用
【
市
】
 

地
域
の
学
習
会
や
防

災
訓
練
で
の
手
づ
く

り
HM

等
の
活
用
 

・
地
域
の
防
災
学
習
会
や
訓
練

等
で
手
づ
く
り

HM
を
活
用

（
西
宮
市
、
篠
山
市
）
 

・
上
層
階
避
難
判
断
に
活
用
で

き
る

危
険

度
マ

ッ
プ

作
成

に
つ
い
て
県
市
で
検
討
 

・
市
政
出
前
講
座
や
防
災
学
習

等
で
手
づ
く
り

HM
を
活
用

（
西
宮
市
、
篠
山
市
）
 

・
市
政
出
前
講
座
や
防
災
学
習
等
で

手
づ
く
り

HM
を
活
用
（
西
宮
市
、

三
田
市
、
篠
山
市
）
 

 
 

各
種

防
災

情
報

の
入

手
方

法
の

啓
発
 

「
ひ
ょ
う
ご
防
災

ネ
ッ
ト
」
へ
の
加
入

促
進
等
【
県
】
 

「
ひ
ょ
う
ご
防
災
ネ
ッ

ト
」
等
の
新
規
登
録
件

数
40
,0
00

件
/年

の
確

保
(H
25

迄
) 
○県

 

H2
3
新
規
登
録
件
数
 

 
14
6,
20
0
件
○県

 
H2
4
新
規
登
録
件
数
 

10
9,
10
0
件
○県

 
H2
5
新
規
登
録
件
数
 

13
2,
50
0
件
○県

 
 

 

②
共

助
の
取
組

の
推
進
 

水
害

発
生

時
の

災
害

時
要

援
護

者
の

円
滑

な
避

難
（
市
）
 

地
区
内
で
住
民
同

士
が
助
け
合
う
取

組
の
促
進
【
市
】
 

災
害
時
要
援
護
者
の

円
滑
な
避
難
に
資
す

る
取
り
組
み
方
策
等

の
検
討
・
実
施
 

災
害
時
要
援
護
者
支
援
登

録
台
帳
等
の
整
備
、情

報
共

有
化
の
取
り
組
み
を
実
施
 

（
西
宮
市
、
伊
丹
市
、
三
田
市
、
篠
山
市
）
 

・
災
害
時
要
援
護
者
支
援
登
録
台
帳

等
の
整
備
、
情
報
共
有
化
の
取
り

組
み
を
継
続
実
施
 

（
西
宮
市
、
伊
丹
市
、
三
田
市
、
篠
山
市
）
 

・
災
害
時
要
援
護
者
支
援
連
絡
会
を

設
置
(尼

崎
市
) 

・
災
害
時
要
援
護
者
支
援
指
針
(案

)
を
策
定
(宝

塚
市
) 

・
災
害
時
要
援
護
者
支
援
登
録
台
帳
等
の

整
備
、
情
報
共
有
化
の
取
り
組
み
を
継

続
実
施
 

（
神
戸
市
、
西
宮
市
、
伊
丹
市
、
三
田
市
、
篠
山
市
）
 

・
災
害
時
要
援
護
者
支
援
連
絡
会
を

7
回

(部
会

6
回
、本

会
1
回
)開

催
(尼

崎
市
) 

・
災
害
時
要
援
護
者
支
援
指
針
を
策
定
(宝

塚
市
) 

 
 

③
公

助
の

取
組

の
推
進
 

住
民

の
避

難
判

断
の
支
援
 

再
掲

 
防

災
情

報
の
提
供
体
制
の
充

実
【
県
】
 

雨
量
、
河
川
水
位
、

河
川
監
視
画
像
、
洪

水
予
報
、
氾
濫
予
測

等
の
情
報
の
継
続
発

信
及
び
充
実
 

河
川
監
視
カ
メ
ラ

6
基
の

増
設
、氾

濫
予
測
シ
ス
テ
ム

の
整
備
を
実
施
し
、各

種
防

災
情
報
を
継
続
発
信
 

・
県
は
氾
濫
予
測
シ
ス
テ
ム
の
試
験

運
用
を
実
施
、
各
種
防
災
情
報
を

継
続
発
信
 

・
ﾂｲ
ｯﾀ
ｰ等

に
よ
る
情
報
配
信
開
始
（
尼

崎
市
、
西
宮
市
）、

緊
急
速
報
ﾒｰ
ﾙ運

用
開
始
(尼

崎
市
、
三
田
市
) 

・
県
は
氾
濫
予
測
シ
ス
テ
ム
の
試
験
運
用
を
継
続

実
施
、
各
種
防
災
情
報
を
継
続
発
信
 

・
ﾂｲ
ｯﾀ
ｰ等

に
よ
る
情
報
配
信
（
尼
崎
市
、
西
宮

市
）、

緊
急
速
報
ﾒｰ
ﾙ(
尼
崎
市
、
三
田
市
、
篠

山
市
)の

継
続
配
信
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
（
J
ｱﾗ
ｰﾄ
）
の
緊
急
情
報
を
ｺﾐ
ｭﾆ
ﾃｨ

FM
か

ら
自
動
配
信
が
可
能
に
（
宝
塚
市
）
 

 
 

住
民

の
避

難
判

断
の

助
け

と
な

る
よ

う
な

公
助

の
取
組
（
市
）
 

・
隣
接
市
間
で
避
難

情
報
の
共
有
 

・
隣
接
市
の
避
難
所

の
相

互
活

用
の

検
討
【
市
】
 

避
難
情
報
の
共
有
化

と
避
難
所
相
互
利
用

の
た
め
の
仕
組
み
を

構
築
 

県
市
に
よ
る
災
害
時
応
援

協
定
の
締
結
(H
18
.1
1)
 

・
阪
神
地
域
広
域
避
難
研
究
会
の
設

置
（
H2
5.
2
月
）
 

・
緊
急
退
避
所
［
児
童
擁
護
施
設
、

病
院
］
の
新
設
(神

戸
市
) 

・
津
波
避
難
ビ
ル
の
指
定
及
び
洪
水

時
活
用
(尼

崎
市
、
西
宮
市
) 

・
第
２
回
阪
神
地
域
広
域
避
難
研
究
会
を

開
催
（
H2
5.
10

月
）
 

・
津
波
避
難
ビ
ル
の
指
定
及
び
洪
水
時
活

用
促
進
(尼

崎
市
、
西
宮
市
) 

 
 

避
難
経
路
等
の
屋

外
表

示
の

検
討

【
市
】
 

避
難
経
路
等
の
屋
外

表
示
の
検
討
 

避
難
経
路
や
避
難
所
に
関

す
る
情
報
の
屋
外
表
示
を

検
討
（
西
宮
市
、
伊
丹
市
） 

・
指
定
避
難
所
に
災
害
別
明
示
や
地
盤

高
表
示
板
を
設
置
(西

宮
市
) 

・
市
内
掲
示
板
に
避
難
所
方
向
、
距

離
等
を
示
し
た
ス
テ
ッ
カ
ー
掲

載
（
伊
丹
市
）
 

・
指
定
避
難
所
に
災
害
別
明
示
や
地
盤
高
表
示

板
を
設
置
(西

宮
市
) 

・
市
内
掲
示
板
に
避
難
所
方
向
、
距
離
等
を
示

し
た
ス
テ
ッ
カ
ー
掲
載
（
伊
丹
市
）
 

・
避
難
所
の
屋
外
教
示
は
避
難
所
指
定
時

に
実
施
済
（
尼
崎
市
）
 

 
 

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
 

＜
凡
例
＞
○県

：
全
県
の
合
計
値
、
○局

：
関
係

4
県
民
局
全
体
の
合
計
値
、
○市

：
流
域

7
市
域
全
体
の
合
計
値
、
○圏

：
武
庫
川
流
域
＋
（
尼
崎
・
西
宮
両
市
の
南
部
地
域
）
の
合
計
値
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管
理
番
号
１
０
［
点
検
票
Ⅱ
］
 

３
．
年
度
毎
の
実
績
（
Ｄ
）
 
（
第
１
期
（
H2
3～

H2
7）
）
 

 

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き
）
 

河
川
整
備
計
画
の
事
項
・
項
目
 

取
組

方
針

 
点

検
指

標
 

期
別
計
画

（
Ｐ
）
 

(第
１
期
) 

実
績

（
Ｄ

）
 

H2
3 

H2
4 

H2
5 

H2
6 

H2
7 

 
(4
)
水

害
に

備
え

る
ま

ち
づ

く
り

と
水

害
か

ら
の

復
旧

の
備
え
(
備

え
る
) 

①
水

害
に

備
え

る
ま

ち
づ

く
り

へ
の
誘
導
 

水
害

に
備

え
た

ま
ち

づ
く

り
の

実
現

に
向

け
た

検
討
 

・
水
害
リ
ス
ク
に
対
す

る
認
識
の
向
上
 

・
減
災
の
た
め
の
土
地

利
用

や
上

層
階

避
難

が
可

能
で

か
つ

堅
牢

な
建

物
へ

の
誘
導
等
【
県
、
市
】
 

危
険

度
マ

ッ
プ
の
作
成
 

・
県
市
で
危
険
度
マ
ッ
プ
作
成

に
つ
い
て
検
討
 

・
市
は
出
前
講
座
等
で
地
域
の

水
害
リ
ス
ク
を
提
示
し
、
啓

発
を
実
施
 

県
は
危
険
度
マ
ッ
プ
の
基
礎

デ
ー
タ
（
流
速
、
浸
水
深
）
の

整
理
・
分
析
を
実
施
 

県
は
国
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
に
基

づ
き
、「
流
速
を
加
味
し
た
浸
水

想
定
区
域
図
」
作
成
の
検
討
に

着
手
 

 
 

②
重

要
施

設
の

浸
水
対
策
 

浸
水

に
よ

る
建

築
物

の
被

害
を

未
然
に
防
止
し
、

水
害

に
備

え
た

ま
ち

づ
く

り
へ

の
誘
導
を
図
る
 

避
難

所
や

公
共

施
設

等
重

要
施

設
の

浸
水

対
策
（
電
気
設
備
等
を

浸
水

想
定

水
位

よ
り

上
に
設
置
、
地
下
室
へ

の
浸

水
を

防
止

等
）

【
県
、
市
】
 

建
物

の
耐

水
化

等
の

検
討
・
実
施
 

県
は
建
物
等
の
耐
水
機
能
に

関
す
る
指
針
策
定
に
つ
い
て

検
討

 

県
は
総
合
治
水
条
例
に
基
づ

く
「
建
物
等
の
耐
水
機
能
に
関

す
る
指
針
」
策
定
(H
24
.8
) 

「
建
物
等
の
耐
水
機
能
に
関
す

る
指
針
」
に
よ
り
耐
水
化
を
促

進
 

 
 

③
水

害
に

備
え
る
共

済
制
度
の

加
入
促
進
 

水
害

に
対

す
る

共
済

制
度

へ
の

加
入
促
進
 

「
フ

ェ
ニ

ッ
ク

ス
共

済
」
等
へ
の
加
入
促
進

【
県
】
 

フ
ェ

ニ
ッ

ク
ス

共
済

加
入

率
15
% ○県

 
(
当

面
の

目
標
) 

加
入
率

8.
5%
○県

 
（
う
ち
、
5.
8%
○市

）
 

     

加
入
率

8.
8%
○県

 
（
う
ち
、
6.
0%
○市

）
 

 

加
入
率

9.
0%
○県

 
（
う
ち
、
7.
0%
○市

）
 

 

 
 

  

＜
凡
例
＞
○県

：
全
県
の
合
計
値
、
○局

：
関
係

4
県
民
局
全
体
の
合
計
値
、
○市

：
流
域

7
市
域
全
体
の
合
計
値
、
○圏

：
武
庫
川
流
域
＋
（
尼
崎
・
西
宮
両
市
の
南
部
地
域
）
の
合
計
値
 

目
　

標
H

2
3年

度
実

績
累

　
計

加
入

率
15

%
 0

.5
%
増

8
.5

%

加
入

戸
数

約
2
6万

戸
※

10
,2

72
戸

増
1
51

,1
54

戸

※
　

対
象

戸
数

1
7
7
万

戸
×

1
5
%

目
　標

H
24

年
度

実
績

累
　

計

加
入

率
15

%
0.

3%
増

8.
8%

加
入

戸
数

約
26

万
戸

※
4,

29
0戸

増
15

5,
44

4戸

　
※

対
象

戸
数

17
7万

戸
×

15
%

目
　

標
H

25
年

度
実

績
累

　
計

加
入

率
15

%
0.

2%
増

9.
0%

加
入

戸
数

約
26

万
戸

※
3,

86
9戸

増
15

9,
31

3戸

　
※

対
象

戸
数

17
7万

戸
×

15
%
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管理番号１０［点検票Ⅲ］ 
 

４．点検・評価（Ｃ）及び改善（Ａ） （第１期（H23～H27）） 

 

年度毎の点検・評価（Ｃ） 
事業の改善（Ａ）※第１期

の総括 

(H23点検・評価) 
・【水害リスクに対する認識の向上（知る）】 

県ではシンポジウムや減災対策講習会を開催、神戸市、西宮市、三田市、篠山市では体験型講座を開
催するなど、住民が水害リスクを知る機会の提供に努めた。また、市においてはHM改良や内水HMの
作成、モデル地区での手づくりHM作成を推進した。今後も県市共同で水害リスクの認識向上に努め
ていく。 

・【情報提供体制の充実と水防体制の強化（守る）】 
  県では6基の河川監視カメラを新設するとともに、水位情報等をTVのデータ放送でも配信を開始す

るなど、防災情報提供の充実に努めた。また、県と市は洪水に関する実践的な演習や訓練を実施し、
水防体制の強化を図った。今後、県と市は提供する情報及び演習・訓練のさらなる充実に努めていく。 

・【的確な避難のための啓発（逃げる）】 
  西宮市、伊丹市、三田市、篠山市では災害時要援護者の避難を支援する台帳の整備や情報の共有化に

努めたほか、西宮市及び伊丹市では避難経路や避難所の屋外表示等の検討を行った。今後も住民が的
確に避難するための取り組みを推進していく。 

・【水害に備えるまちづくりと水害からの復旧の備え（備える）】 
  県と市は水害に備えるまちづくりへの誘導を図るため、危険度マップ作成について検討を進めたほ

か、市においては出前講座等で地域の水害リスクに関する啓発に努めた。今後、県と市は引き続き水
害に備えるための方策を検討し、実施に努めていく。 

 

(H24点検・評価) 
・【水害リスクに対する認識の向上（知る）】 

尼崎市・西宮市・伊丹市・三田市では、住民自らが自分たちのまちを歩きながら手づくりのハザード
マップを作成するなど、地域の水害リスクを知る機会の提供に努めた。また、県市では防災の担い手
となる人材育成のため、研修会や出前講座を精力的に開催した。今後も県市共同で水害リスクの認識
向上及び人材育成の推進に努めていく。 

・【情報提供体制の充実と水防体制の強化（守る）】 
  県は氾濫予測システムの試験運用を実施するとともに、河川監視カメラ等による防災情報の提供に努

めた。尼崎市及び西宮市では、ﾂｲｯﾀｰ等による防災情報の配信を開始するとともに、尼崎市及び三田
市では緊急速報ﾒｰﾙの運用を開始した。今後、県と市は住民に提供する防災情報のさらなる充実に努
めていく。 

・【的確な避難のための啓発（逃げる）】 
  各市では災害時要援護者の避難を支援する方策（台帳整備や情報共有、指針策定等）を実施。また県

と市は大規模災害の発生時に備え、広域避難研究会を設置し、広域避難のあり方について検討を進め
ることとした。今後も住民が安全かつスムーズに避難するための取り組みを推進していく。 

・【水害に備えるまちづくりと水害からの復旧の備え（備える）】 
  県は浸水による建築物への被害を未然に防止するため、「建物等の耐震機能に関する指針」を策定し

た。今後、県と市は水害に備えるための方策を引き続き検討し、実施に努めていく。 
 

(H25点検・評価) 
・【水害リスクに対する認識の向上（知る）】 

尼崎市・西宮市・伊丹市・宝塚市、三田市、篠山市では、住民自らが自分たちのまちを歩きながら手
づくりのハザードマップを作成するなど、地域の水害リスクを知る機会の提供に努めた。また、県と
市では防災の担い手となる人材育成のため、研修会や出前講座を精力的に開催した。今後も県市共同
で水害リスクの認識向上及び人材育成の推進に努めていく。 

・【情報提供体制の充実と水防体制の強化（守る）】 
  県は氾濫予測システムの試験運用を継続し、精度検証するとともに、河川監視カメラ等による防災情

報の提供に努めた。尼崎市及び西宮市では、ﾂｲｯﾀｰ等による防災情報の配信、尼崎市及び三田市では
緊急速報ﾒｰﾙの運用を継続、宝塚市では、全国瞬時警報システム（Jｱﾗｰﾄ）の緊急情報をｺﾐｭﾆﾃｨ FMか
ら自動配信可能とする整備を実施した。今後、県と市は住民に提供する防災情報のさらなる充実に努
めていく。 

・【的確な避難のための啓発（逃げる）】 
  神戸市、西宮市、伊丹市、三田市、篠山市では災害時要援護者の避難を支援する方策（台帳整備や情

報共有、指針策定等）を実施。また県と市は大規模災害の発生時に備え、広域避難研究会を設置し、
広域避難のあり方について検討を進めることとした。今後も住民が安全かつスムーズに避難するため
の取り組みを推進していく。 

・【水害に備えるまちづくりと水害からの復旧の備え（備える）】 
  県は洪水ハザードマップ作成マニュアルの改訂を踏まえ、流速を加味した浸水想定区域図を作成する

ための検討に着手した。今後、県と市は水害に備える対策を幅広に検討し、実施していく。 

(H26点検・評価) 
 

(H27点検・評価) 
 
 

 ＜総合評価＞ 
※＜総合評価＞ ◎：目標を達成した ○：目標を概ね達成した △：目標をやや下回った ▲：目標を下回った 

 

課題：武庫川流域市のフェニックス共済加入率の低さ 
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管理番号１１［点検票Ⅰ］ 

 

河川整備計画の 

事項・項目 

 

第４章 河川整備の実施に関する事項 

 第２節 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項 

  １ 正常流量の確保 

  （１）流水利用の適正化 （２）適正な水利用 

実施目標 

 

既存の水利用や流れの連続性の確保、動植物の生活環境や景観の保全などを考慮しつつ、合理的な水利

用を促進することによって、より豊かな流量の確保に努める。 

１．施策の概要 

 

河川の流況については、生瀬大橋地点で過去12年間（平成5～16年）の最小の渇水流量が1.43m3/s であり、概ね正常流量

（1.5m3/s）を満足しているが、より豊かな流量を確保するため、流水利用の適正化、適正な水利用の推進によって合理的な水

利用の促進に努める。 

２．期別計画（Ｐ） 

 

河川整備計画の事項・項目 取組方針 点検指標 

期別計画（Ｐ） 

第1期 
（H23～H27） 

第2期 
（H28～H32） 

第3期 
（H33～H37） 

第4期 
（H38～H42） 

(1)流水利用の適正化 流水利用の適正

化 

農業用水の慣行水

利権の取水実態の

把握 

取水実態の把握 － － － 

農業用水の慣行水

利権から許可水利

権への切替等 

取水施設の改築や治水事業の施行等の機会をとらえ、利水者の理解

と協力を得て許可水利権への切り替えを進める。 

(2)適正な水利用 適正な水利用の

推進（関係機関

連携） 

節水の啓発・水利用

の合理化 

普及啓発に努めるとともに、水利用施設等の適切な維持管理を行う

ことによって、漏水の防止・有収率の向上を図る。 

雨水･再生水利用の

促進 

 

普及啓発に努め、雨水・再生水利用を促進 
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管
理
番
号
１
１
［
点
検
票
Ⅱ
］
 

３
．
年
度
毎
の
実
績
（
Ｄ
）
 
（
第
１
期
（
H2
3～

H2
7）
）
 

 

 

河
川
整
備
計
画
の
事
項
・
項
目
 

取
組

方
針

 
点

検
指

標
 

期
別
計
画
（
Ｐ
）
 

(第
１
期
) 

実
績

（
Ｄ

）
 

H2
3 

H2
4 

H2
5 

H2
6 

H2
7 

(1
)流

水
利
用
の
適
正
化
 

流
水

利
用

の

適
正
化
 

農
業

用
水

の
慣

行
水

利
権

の
取

水
実

態
の

把
握
 

取
水
実
態
の
把
握
 

武
庫
川
水
系
に

21
9
件
の

慣
行
水
利
権
が
あ
り
、
こ

の
内
の

15
件
が
事
業
予

定
箇
所
に
存
在
す
る
こ

と
を
把
握
 

 

－
 

事
業
予
定
箇
所
内
に
新

た
に

1
件
慣
行
水
利
権
が

存
在
す
る
こ
と
を
把
握

（
全

22
0
件
中

16
件
が

事
業
予
定
箇
所
内
）
 

 
 

農
業

用
水

の
慣

行
水

利
権

か
ら

許
可

水
利

権
へ
の
切
替
等
 

取
水
施
設
の
改
築
や
治

水
事
業
の
施
行
等
の
機

会
を
と
ら
え
、
利
水
者
の

理
解
と
協
力
を
得
て
許

可
水
利
権
へ
の
切
り
替

え
を
進
め
る
。
 

点
検
指
標
に
該
当
す
る

事
案
が
な
か
っ
た
た
め

未
実
施
 

点
検
指
標
に
該
当
す
る

事
案
が
な
か
っ
た
た
め

未
実
施
 

点
検
指
標
に
該
当
す
る

事
案
が
な
か
っ
た
た
め

未
実
施
 

 
 

(2
)適

正
な
水
利
用
 

適
正

な
水

利

用
の
推
進
 

（
関

係
機

関

連
携
）
 

節
水
の
啓
発
・
水
利
用

の
合
理
化
 

普
及
啓
発
に
努
め
る
と

と
も
に
、
水
利
用
施
設
等

の
適
切
な
維
持
管
理
を

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
漏

水
の
防
止
・
有
収
率
の
向

上
を
図
る
。
 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る

節
水
啓
発
、
老
朽
管
の
更

新
や
漏
水
調
査
、
管
路
巡

視
等
に
よ
り
適
切
な
維

持
管
理
を
実
施
。
な
お
、

自
治
体
毎
の
有
収
率
に

大
き
な
変
動
は
な
か
っ

た
。
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る

節
水
啓
発
、
老
朽
管
の
更

新
や
漏
水
調
査
、
管
路
巡

視
等
に
よ
り
適
切
な
維

持
管
理
を
実
施
。
な
お
、

自
治
体
毎
の
有
収
率
に

大
き
な
変
動
は
な
か
っ

た
。
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る

節
水
啓
発
、
老
朽
管
の
更

新
や
漏
水
調
査
、
管
路
巡

視
等
に
よ
り
適
切
な
維

持
管
理
を
実
施
。
な
お
、

自
治
体
毎
の
有
収
率
に

大
き
な
変
動
は
な
か
っ

た
。
 

 
 

雨
水
･再

生
水
利
用
の

促
進
 

 

普
及
啓
発
に
努
め
、
雨

水
・
再
生
水
利
用
を
促
進
 

雨
水
タ
ン
ク
助
成
基
数

14
4
件
○市

 
(西

宮
市
、
伊
丹
市
、
宝

塚
市
の
合
計
) 

下
水
処
理
水
を
街
路
樹

へ
の
散
水
等
に
有
効
利

用
（
西
宮
市
、
尼
崎
市
）
 

雨
水
タ
ン
ク
助
成
基
数

17
4
件
○市

 
(尼

崎
市
、
西
宮
市
、
伊
丹

市
、
宝
塚
市
の
合
計
) 
 

下
水
処
理
水
を
街
路
樹

へ
の
散
水
等
に
有
効
利

用
（
西
宮
市
、
尼
崎
市
）
 

雨
水
タ
ン
ク
助
成
基
数

17
3
件
○市

 
(尼

崎
市
、
西
宮
市
、
伊
丹

市
、
宝
塚
市
の
合
計
) 
 

下
水
処
理
水
を
街
路
樹

へ
の
散
水
等
に
有
効
利

用
（
西
宮
市
、
尼
崎
市
）
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管理番号１１［点検票Ⅲ］ 

 

４．点検・評価（Ｃ）及び改善（Ａ） （第１期（H23～H27）） 

 

年度毎の点検・評価（Ｃ） 事業の改善（Ａ）※第１期の総括 

(H23点検・評価) 

・事業予定箇所に存在する 15 件の慣行水利権については、河川改修の機

会等を捉え許可水利権への切り替えに努める。 

・残る204件については、取水施設の改築の機会等をとらえ、許可水利権

への切り替えについて、理解と協力を求めていく。 

・節水の啓発については、今後も引き続き、ホームページでの啓発に取り

組む。 

・自治体毎の有収率を確認し、有収率が著しく悪化した場合には、水道事

業者に原因説明や改善を要請する。 

・今後も引き続き、節水の啓発、水利用の合理化に努めるとともに、助成

制度を活用した各戸への雨水貯留タンクの普及を促進するなど適切な

水利用の推進に取り組む。 

 

(H24点検・評価) 

・H24年度については、正常流量1.5m3/sを確保できた。 

・引き続き、事業予定箇所に存在する 15 件の慣行水利権については、河

川改修の機会等を捉え許可水利権への切り替えに努める。 

・残る204件については、取水施設の改築の機会等をとらえ、許可水利権

への切り替えについて、理解と協力を求めていく。 

・節水の啓発については、今後も引き続き、ホームページでの啓発に取り

組む。 

・自治体毎の有収率を確認し、有収率が著しく悪化した場合には、水道事

業者に原因説明や改善を要請する。 

・今後も引き続き、節水の啓発、水利用の合理化に努めるとともに、助成

制度を活用した各戸への雨水貯留タンクの普及を促進するなど適切な

水利用の推進に取り組む。 

(H25点検・評価) 

・H25年度については、正常流量1.5m3/sを概ね確保できた。今後もより

豊かな流量の確保に努める。 

・事業予定箇所内に新たに1件慣行水利権が存在することを把握。前年度

までに把握していた分と併せて、事業予定箇所内には 16 件の慣行水利

権が存在することとなり、引き続き河川改修の機会を捉えて許可水利権

への切り替えに努める。 

・残る204件については、取水施設の改築の機会等をとらえ、許可水利権

への切り替えについて、理解と協力を求めていく。 

・節水の啓発については、今後も引き続き、ホームページでの啓発に取り

組んでいく。 

・自治体毎の有収率を確認し、有収率が著しく悪化した場合には、水道事

業者に原因説明や改善を要請する。 

・今後も引き続き、節水の啓発、水利用の合理化に努めるとともに、助成

制度を活用した各戸への雨水貯留タンクの普及を促進するなど適切な

水利用の推進に取り組む。 

(H26点検・評価) 

 

 

 

(H27点検・評価) 

 ＜総合評価＞ 

※＜総合評価＞ ◎：目標を達成した ○：目標を概ね達成した △：目標をやや下回った ▲：目標を下回った 
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管理番号１２［点検票Ⅰ］ 

 

河川整備計画の 

事項・項目 

 

第４章 河川整備の実施に関する事項 

 第２節 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項 

  ２ 緊急時の水利用 

  （１）渇水調整および広域的水融通の円滑化 （２）緊急時の河川水利用 

実施目標 

 

渇水時の被害の最小化。 

震災などにおける河川水利用の円滑化。 

 

１．施策の概要 

 

渇水時には、渇水調整会議等を設置し、利水者間の相互調整が円滑に行われるよう努める。また、関係機関および利水者と

連携して、水道施設の広域化による渇水時の水道水源や供給量の安定性向上に取り組む。 

震災などの緊急時には、河川水を利用できるよう配慮する。 

 

２．期別計画（Ｐ） 

 

河川整備計画の事項・項目 取組方針 点検指標 

期別計画（Ｐ） 

第1期 
（H23～H27） 

第2期 
（H28～H32） 

第3期 
（H33～H37） 

第4期 
（H38～H42） 

(1)渇水調整および広域的

水融通の円滑化 

利水者間の相互調整

の円滑化 

(渇水時)渇水調整会

議※等における利水

者への必要な情報提

供、取水制限等の調

整 

渇水の状況に応じて実施 

広域的な水融通の円

滑化（関係機関連携･

利水者連携） 

給水ネットワークの

整備 

水需要の動向を踏まえ実施 

(2)緊急時の河川水利用 緊急時の河川水利用

の円滑化 

(緊急時)消火用水や

生活用水等としての

河川水の取水への配

慮、ダムからの緊急

放流等 

緊急時の状況に応じて実施 

※渇水時に渇水調整会議を設置することについては、県及び関係機関において規約を制定済 
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管
理
番
号
１
２
［
点
検
票
Ⅱ
］
 

３
．
年
度
毎
の
実
績
（
Ｄ
）
 
（
第
１
期
（
H2
3～

H2
7）
）
 

 

 

河
川
整
備
計
画
の
事
項
・
項
目
 

取
組

方
針

 
点

検
指

標
 

期
別
計
画
（
Ｐ
）
 

(第
１
期
) 

実
績

（
Ｄ

）
 

H2
3 

H2
4 

H2
5 

H2
6 

H2
7 

(1
)
渇
水
調
整
お
よ
び
広
域
的

水
融
通
の
円
滑
化
 

利
水
者
間
の
相
互
調

整
の
円
滑
化
 

(
渇
水
時
)
渇
水
調
整
会

議
※
等
に
お
け
る
利
水
者

へ
の
必
要
な
情
報
提
供
、

取
水
制
限
等
の
調
整
 

渇
水
の
状
況
に
応
じ
て

実
施
 

点
検

指
標

に
該

当
す

る
事

案
が

な
か

っ
た

た
め
未
実
施
 

点
検

指
標

に
該

当
す

る
事

案
が

な
か

っ
た

た
め
未
実
施
 

点
検
指
標
に
該
当
す

る
事
案
が
な
か
っ
た

た
め
未
実
施
 

 
 

広
域
的
な
水
融
通
の

円
滑
化
（
関
係
機
関

連
携
･利

水
者
連
携
）
 

給
水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
 

水
需
要
の
動
向
を
踏
ま

え
実
施
 

水
需

要
の

増
加

が
な

か
っ
た
た
め
未
実
施
 

水
需

要
の

増
加

が
な

か
っ
た
た
め
未
実
施
 

水
需
要
の
増
加
が
な

か
っ
た
た
め
未
実
施
 

 
 

(2
)緊

急
時
の
河
川
水
利
用
 

緊
急
時
の
河
川
水
利

用
の
円
滑
化
 

(
緊
急
時
)
消
火
用
水
や

生
活
用
水
等
と
し
て
の

河
川
水
の
取
水
へ
の
配

慮
、
ダ
ム
か
ら
の
緊
急
放

流
等
 

緊
急
時
の
状
況
に
応
じ

て
実
施
 

点
検

指
標

に
該

当
す

る
事

案
が

な
か

っ
た

た
め
未
実
施
 

点
検

指
標

に
該

当
す

る
事

案
が

な
か

っ
た

た
め
未
実
施
 

点
検
指
標
に
該
当
す

る
事
案
が
な
か
っ
た

た
め
未
実
施
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管理番号１２［点検表Ⅲ］ 

 

４．点検・評価（Ｃ）及び改善（Ａ） （第１期（H23～H27）） 

 

年度毎の点検・評価（Ｃ） 事業の改善（Ａ）※第１期の総括 

(H23点検・評価) 

・渇水や震災等による被害が発生しなかったため、渇水調整会議の設置や

河川水の緊急時利用等は必要なかった。 

・給水ネットワークの整備については、現在の水需要において既存施設で

のバックアップが可能なため、当面の間、事業着手は行わない。今後、

水需要の動向を踏まえ、必要に応じて整備を行う。 

 

 

 

 

 

(H24点検・評価) 

・渇水や震災等による被害が発生しなかったため、渇水調整会議の設置や

河川水の緊急時利用等は必要なかった。 

・給水ネットワークの整備については、現在の水需要において、既存の浄

水場や給水車等の組合せによりバックアップが可能なため、当面の間、

事業着手は行わない。今後、水需要の動向を踏まえ、必要に応じて整備

を行う。 

 

 

 

(H25点検・評価) 

・渇水や震災等による被害が発生しなかったため、渇水調整会議の設置や

河川水の緊急時利用等は必要なかった。 

・給水ネットワークの整備については、現在の水需要において、既存の浄

水場や給水車等の組合せによりバックアップが可能なため、当面の間、

事業着手は行わない。今後、水需要の動向を踏まえ、必要に応じて整備

を行う。 

 

(H26点検・評価) 

 

 

 

 

 

 

 

 

(H27点検・評価) 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜総合評価＞ 

※＜総合評価＞ ◎：目標を達成した ○：目標を概ね達成した △：目標をやや下回った ▲：目標を下回った 
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管理番号１３［点検票Ⅰ］ 

 

河川整備計画の 

事項・項目 

 

第４章 河川整備の実施に関する事項 

 第２節 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項 

  ３ 健全な水循環の確保 

実施目標 

 

兵庫県の水に関する総合的な指針である「ひょうご水ビジョン」に基づく、健全な水循環系の確保 

１．施策の概要 

 

流域水循環の把握に努めるとともに、実効性のある取り組みを実施する。 

なお、地下水かん養は、河川流量確保に寄与する要素のひとつと考えられることから、この保全に取り組む。 

２．期別計画（Ｐ） 

 

河川整備計画の事項・項目 取組方針 点検指標 

期別計画（Ｐ） 

第1期 
（H23～H27） 

第2期 
（H28～H32） 

第3期 
（H33～H37） 

第4期 
（H38～H42） 

３．健全な水循環の確保 流域水循環の把

握 

流域水循環の把握 流域水循環把握に必要なデータの収集 

森林､農地､ため

池の整備や適正

な管理（関係機

関連携） 

再掲 人工林の間伐

等 

(関係機関連携・住民連携) 

事業計画を策定し、順次実施 

(但し計画策定は県民局単位) 

再掲 急傾斜地等に

ある間伐対象人工

林の表土侵食防止

対策 

事業計画を策定

し、順次実施 

(但し計画策定

は県民局単位) 

（今後検討） 

再掲 高齢人工林の

広葉樹林への一部

誘導（混交林整備） 

100ha着手○市 

(篠山市域での施工面積) 

（今後検討） 

再掲 水田の保全 

(関係機関連携・農業者連携) 

10,138ha 

→10,141ha○市 

優良農地(農

振農用地) 

継続 （今後検討） 

ため池の保全 ひょうご農林水産ビジョンに基づくため池の保全・整備 

貯留浸透施設の

整備 

(関係機関連携) 

再掲 透水性舗装 歩道整備に併せ整備を推進 

再掲浸透ます等の整備 

(道路側溝の浸透化) 

道路側溝・宅内排水等の浸透化推進策について検討・実施 

                                               ※ 100ha＝1km2 

＜凡例＞○局：関係4県民局の合計値、○市：流域7市域全体の合計値 
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管
理
番
号
１
３
［
点
検
票
Ⅱ
］
 

３
．
年
度
毎
の
実
績
（
Ｄ
）
 
（
第
１
期
（
H2
3～

H2
7）
）
 

 

 

河
川
整
備
計
画
の

事
項
・
項
目
 

取
組

方
針

 
点

検
指

標
 

期
別
計
画
（
Ｐ
）
 

(第
１
期
) 

実
績

（
Ｄ

）
 

H2
3 

H2
4 

H2
5 

H2
6 

H2
7 

３
．
健
全
な
水
循
環

の
確
保
 

流
域
水
循
環
の
把
握
 

流
域
水
循
環
の
把
握
 

関
係
部
局
と
連
携
し
、流

域

水
循
環
を
把
握
す
る
た
め

に
必
要
な
デ
ー
タ
収
集
。
 

雨
量
、
水
位
、
低
水
量
、

高
水
量
、
地
下
水
位
、

県
管
理
ダ
ム
貯
水
位

等
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
。
 

雨
量
、
水
位
、
低
水
量
、

地
下
水
位
、
県
管
理
ダ

ム
貯
水
位
等
の
デ
ー

タ
を
蓄
積
。
 

雨
量
、
水
位
、
低
水
量
、

地
下
水
位
、
県
管
理
ダ

ム
貯
水
位
等
の
デ
ー

タ
を
蓄
積
。
 

 
 

森
林
､農

地
､た

め
池

の
整
備
や
適
正
な
管

理
（
関
係
機
関
連
携
） 

再
掲
 人

工
林
の
間
伐
等
 

(関
係
機
関
連
携
・
住
民
連
携
) 

事
業
計
画
を
策
定
し
、順

次
実
施
 

(但
し
計
画
策
定
は
県
民
局
単
位
) 

31
2h
a ○市

 
85
ha
○市

 
10
8h
a ○市

 
 

 

再
掲

 急
傾
斜
地
等
に
あ
る
間

伐
対
象
人
工
林
の
表
土
侵
食

防
止
対
策
 

事
業
計
画
を
策
定
し
、順

次
実
施
 

(但
し
計
画
策
定
は
県
民
局
単
位
) 

12
5h
a ○市

 
41
ha
○市

 
37
ha
○市

 
 

 

再
掲

 高
齢
人
工
林
の
広
葉
樹

林
へ
の
一
部
誘
導
（
混
交
林
整

備
）
 

10
0h
a
着
手
○市

 

（
篠
山
市
域
で
の
施
工
面
積
）
 

30
ha

着
手
○市

 
 

（
篠
山
市
域
で
の
施
工
面
積
） 

30
ha

着
手
○市

 

(累
計

60
ha
) 

（
篠
山
市
域
で
の
施
工
面
積
）
 

30
ha

着
手
○市

 

(累
計

90
ha
) 

（
篠
山
市
域
で
の
施
工
面
積
）
 

 
 

再
掲
 水

田
の
保
全
 

(関
係
機
関
連
携
・
農
業
者
連
携
) 

10
,1
41
ha
○市

 

優
良
農
地
(農

振
農
用
地
) 

10
,1
23
ha
○市

 
10
,1
21
ha
○市

 
10
,0
99
ha
○市

 
 

 

た
め
池
の
保
全
 

ひ
ょ
う
ご
農
林
水
産
ビ
ジ

ョ
ン
に
基
づ
く
た
め
池
の

保
全
・
整
備
 

県
単
独
緊
急
た
め
池

整
備
事
業
制
度
の
創

設
 

県
単
独
緊
急
た
め
池

整
備
事
業
及
び
た
め

池
定
期
点
検
事
業
の

実
施
 

県
単
独
緊
急
た
め
池

整
備
事
業
及
び
た
め

池
定
期
点
検
事
業
の

実
施
 

 
 

貯
留
浸
透
施
設
の
整

備
 

(関
係
機
関
連
携
) 

再
掲
 透

水
性
舗
装
 

歩
道
整
備
に
併
せ
整
備
を

推
進
 

H1
6
年
よ
り
、
県
下
全

域
で
透
水
性
舗
装
を

標
準
仕
様
と
し
て
適

用
済
 

H1
6
年
よ
り
、
県
下
全

域
で
透
水
性
舗
装
を

標
準
仕
様
と
し
て
適

用
済
 

H1
6
年
よ
り
、
県
下
全

域
で
透
水
性
舗
装
を

標
準
仕
様
と
し
て
適

用
済
 

 
 

再
掲
浸
透
ま
す
等
の
整
備
 

(道
路
側
溝
の
浸
透
化
) 

道
路
側
溝
・
宅
内
排
水
等
の

浸
透
化
推
進
策
に
つ
い
て

検
討
・
実
施
 

･｢
浸
透
側
溝
設
置
ｶﾞ
ｲ

ﾄﾞ
ﾗｲ
ﾝ｣
を
策
定
(県

) 
･約

4.
5
㎞
○市

(尼
崎

市
：
市
及
び
開
発
者
) 

［
累
計
約

14
9k
m ○市

］
 

・「
浸
透
側
溝
設
置
ｶﾞ
ｲﾄ
ﾞ

ﾗｲ
ﾝ(
改
訂
版
)」

を
策
定

(県
) 

・
約

8.
9k
m ○市

（
尼
崎
 

市
；
市
及
び
開
発
者
）
 

［
累
計
約

15
8k
m ○市

］
 

・
約

2.
5k
m ○市

（
尼
崎

市
；
市
及
び
開
発
者
）
 

［
累
計
約

16
0k
m ○市

］
 

 
 

※
 
10
0h
a＝

1k
m2
 

＜
凡
例
＞
○局

：
関
係

4
県
民
局
の
合
計
値
、
○市

：
流
域

7
市
域
全
体
の
合
計
値
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管理番号１３［点検票Ⅲ］ 

 

４．点検・評価（Ｃ）及び改善 （Ａ）（第１期（H23～H27）） 

 

年度毎の点検・評価（Ｃ） 事業の改善（Ａ）※第１期の総括 

(H23点検・評価) 

・流域の水循環を把握するため、雨量、水位、低水量、高水量、地下水位、

ダム貯水位等のデータ収集に努めた。 

・地下水かん養機能向上に資する森林整備は、「森林管理 100%計画」及び

「災害に強い森づくり」に基づき、森林所有者と調整の上、整備推進に

努めた。 

・水循環に寄与する透水性舗装については、地下水位等の条件を満たす箇

所で歩道整備に伴って原則実施している。また、浸透施設(道路側溝、

宅内排水等)整備については民間開発者の協力も得て、尼崎・西宮・伊

丹の各市で取り組みが進んでおり、特に尼崎市域ではH23年度末迄に累

計約150kmの実績があるなど、浸透施設整備への取り組みが展開されて

いる。 

・今後も健全な水循環を確保するため、流域水環境を把握するとともに地

下水かん養及び水循環に寄与する各事業を推進していく。 

 

 

(H24点検・評価) 

・流域の水循環を把握するため、雨量、水位、低水量、地下水位、ダム貯

水位等のデータ収集に努めた。 

・水源かん養機能の維持・向上に資する森林整備については、前年度から

実績値は減少したものの、期別計画の整備目標値を達成すべく、引き続

き整備に取り組んでいく。 

・水循環に寄与する透水性舗装については、地下水位等の条件を満たす箇

所で歩道整備に伴って原則実施している。また、浸透施設(道路側溝、

宅内排水等)については、尼崎市では民間開発者の協力も得て約 9km の

整備が実施された。 

・今後も健全な水循環を確保するため、流域水環境を把握するとともに地

下水かん養及び水循環に寄与する各事業を推進していく。 

(H25点検・評価) 

・流域の水循環を把握するため、雨量、水位、低水量、地下水位、ダム貯

水位等のデータ収集に努めた。 

・水源かん養機能の維持・向上に資する森林整備については、期別計画の

整備目標値を達成すべく、引き続き整備に取り組んでいく。 

・水循環に寄与する透水性舗装については、地下水位等の条件を満たす箇

所で歩道整備に伴って原則実施している。また、浸透施設(道路側溝、

宅内排水等)については、尼崎市では民間開発者の協力も得て約 2.5km

の整備が実施された。 

・今後も健全な水循環を確保するため、流域水環境を把握するとともに地

下水かん養及び水循環に寄与する各事業を推進していく。 

(H26点検・評価) 

 

 

(H27点検・評価) 

 

 

 ＜総合評価＞ 

※＜総合評価＞ ◎：目標を達成した ○：目標を概ね達成した △：目標をやや下回った ▲：目標を下回った 
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管理番号１４［点検票Ⅰ］ 

 

河川整備計画の 

事項・項目 

 

第４章 河川整備の実施に関する事項 

 第３節 河川環境の整備と保全に関する事項 

  １ 動植物の生活環境の保全・再生 

  （１）「２つの原則」の適用にあたっての考え方 

  （２）「２つの原則」を適用した河川整備の実施箇所における主な対策 

    ① 下流部築堤区間  ② 下流部掘込区間  ③ 上流部 

実施目標 

 

武庫川水系の多種多様な動植物が今後も生息・生育できる豊かな自然環境の保全・再生を図る。 

（武庫川下流部築堤区間）汽水域の拡大と干潟の創出 

（武庫川下流部掘込区間）礫河原の再生 

（武庫川上流部）    タナゴ類の生息環境の再生 

１．施策の概要 

 

河川整備に際して「武庫川水系に生息・生育する生物及びその生活環境の持続に関する２つの原則」（以下「２つの原則」とい

う）を適用して、多様な生物の生活環境等に与える影響を可能な限り回避・低減または代替できる環境保全措置を講じる。 

（水系全体で戦略的に自然環境を保全できるよう「２つの原則」に係る専門検討会※の検討結果を踏まえ、河床掘削や低水路拡幅

などの河道対策と環境対策との整合のとれた河川整備に取り組む。） 

※｢２つの原則｣に基づき、武庫川水系の生物及び生活環境の現状評価を行い、河川事業の計画案による影響評価と保全・再生するための方策の検討を行うため、平

成20年に兵庫県が設置した学識経験者からなる委員会 

２．期別計画（Ｐ） 

 

河川整備計画の事項・項目 取組方針 点検指標 
期別計画（Ｐ） 

第1期 
（H23～H27） 

第2期 
（H28～H32） 

第3期 
（H33～H37） 

第4期 
（H38～H42） 

１．動植物の生活環境の保全・再

生 

｢2 つの原則｣の留

意事項等をとりま

とめた手引きの作

成 

手引きの作成 手引き作成 － － － 

｢2つの原則｣のﾊﾟﾝ

ﾌﾚｯﾄ作成 

パンフレットの作

成 

ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ作成 － － － 

地域住民や団体等

による生態系の保

全･再生活動の円

滑化 

・行政手続きの迅

速化 

・技術面でのサポ

ート 

地域住民や団体等の要望に応じて実施 

 (1)｢2 つの原則｣の適用にあ

たっての考え方 

河川整備に際して

の｢2 つの原則｣の

適用 

｢2 つの原則｣の適

用 

河川整備の実施計画段階で専門家の意見を聴くとともに、施

工後も専門家の意見を聴いて事後評価を実施 

重点化を図りつつ

優先順位の高いも

のから配慮を検討

すべき｢生物の生

活空間｣を改善 

配慮を検討すべき

｢生物の生活空間｣

の改善 

ワークショップ等で実施方策を検討し実施 

(2)｢2 つの原則｣

を適用した河

川整備の実施

箇所における

主な対策 

①下流 

部築 

堤区 

間 

魚類等の移動の連

続性確保 

河床掘削に併せた

潮止堰等の撤去 

潮止堰撤去

着手 

潮止堰撤去

完了 

１号床止工

撤去 

－ 

上流側床止めの魚

道改良 

－ － － 2号･3号床止

工の撤去又

は改築に併

せて実施 

干潟の創出 水制工等の設置 － 河床掘削等による流下能力拡大の後、実施 

 

（次ページへ続く） 
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管理番号１４［点検票Ⅰ］ 

 

 

（前ページから続き） 

河川整備計画の事項・項目 取組方針 点検指標 
期別計画（Ｐ） 

第1期 
（H23～H27） 

第2期 
（H28～H32） 

第3期 
（H33～H37） 

第4期 
（H38～H42） 

 (2)｢2 つの原則｣

を適用した河

川整備の実施

箇所における

主な対策 

②下流 

部掘 

込区 

間 

礫河原と瀬･淵の

再生 

現状の砂州形状や

礫河原の比高を考

慮した河床掘削 

河川改修にあわせて実施 

外来植物の除去 ・河床掘削による

ｼﾅﾀﾞﾚｽｽﾞﾒｶﾞﾔの

除去 

・関係機関や地域

住民と連携した

ｼﾅﾀﾞﾚｽｽﾞﾒｶﾞﾔの

除去 

河川改修にあわせて実施 

代償措置としての

礫河原の再生 

区間外での礫河原

の再生 

必要に応じて実施 

③上流 

 部 

移動性が低い生物

の移植対策 

オグラコウホネ等

の植物やカタハガ

イ等の二枚貝類の

移植対策 

河川改修にあわせて実施 － － 

みお筋の再生 現況と同様の蛇行

部確保 

河川改修にあわせて実施 － － 

瀬･淵の再生 河道が直線的で河

床勾配が一定な区

間での木杭や根固

工等の設置 

河川改修にあわせて実施 － － 

ワンド･たまりの

再生 

・河床の横断方向

に傾斜や凹凸を

つけ冠水頻度に

変化 

・ワンド･たまりの

再生 

河川改修にあわせて実施 － － 

オギ群集の再生 現地発生した表土

の再利用 

河川改修にあわせて実施 － － 

代償措置としての

瀬･淵やワンド等

の創出 

区間外での瀬･淵

やワンド等の創出 

必要に応じて実施 
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管
理
番
号
１
４
［
点
検
票
Ⅱ
］
 

３
．
年
度
毎
の
実
績
（
Ｄ
）
 
（
第
１
期
（
H2
3～

H2
7）
）
 

 

 

河
川
整
備
計
画
の
事
項
・
項
目
 

取
組

方
針

 
点

検
指

標
 

期
別
計
画
（
Ｐ
）
 

(第
１
期
) 

実
績

（
Ｄ

）
 

H2
3 

H2
4 

H2
5 

H2
6 

H2
7 

１
．
動
植
物
の
生
活
環
境
の
保
全
・
再
生
 

｢2
つ
の
原
則
｣の

留
意
事
項
等
を
と
り
ま

と
め
た
手
引
き
の
作

成
 

手
引
き
の
作
成
 

手
引
き
作
成
 

専
門

家
の

意
見

を
聴

き
な
が
ら
、
｢２

つ
の

原
則
｣適

用
の
考
え
方

や
進

め
方

な
ど

を
取

り
ま

と
め

た
手

引
き

(案
)を

作
成
 

専
門

家
の

意
見

を
聴
き
な
が
ら
｢手

引
き

｣
を

策
定

(H
25
.3
)し

た
。
 

（
期
別
計
画
完
了
）
 

 

 
 

｢2
つ
の
原
則
｣の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

作
成
 

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

作
成
 

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

素
案

を
作
成
 

手
引

き
と

の
整

合
を
図
り
な
が
ら
、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

内
容
に
つ
い
て
検
討
 

手
引
き
と
の
整
合
を
図
り
な

が
ら
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
内
容

に
つ
い
て
継
続
検
討
 

 
 

地
域
住
民
や
団
体
等

に
よ
る
生
態
系
の
保

全
・
再
生
活
動
の
円

滑
化
 

・
行
政
手
続
き
の
迅

速
化
 

・
技
術
面
で
の
サ
ポ

ー
ト
 

地
域

住
民

や
団

体
等

の
要

望
に

応
じ

て
実
施
 

武
庫

川
漁

協
等

が
行

っ
た

産
卵

場
造

成
や

ア
ド

プ
ト

制
度

を
活

用
し

た
地

域
活

動
等

に
つ
い
て
、
申
請
手
続

き
の

サ
ポ

ー
ト

に
よ

る
手
続
き
の
迅
速
化
、

資
材

等
の

サ
ポ

ー
ト

を
実
施
 

武
庫

川
漁

協
等

が
行

っ
た

ア
ユ

の
産

卵
場

造
成

や
ア

ド
プ

ト
制

度
を

活
用

し
た

地
域

活
動

に
つ
い
て
、
申
請
手
続

き
の
迅
速
化
、
資
材

等
の

サ
ポ

ー
ト

を
実
施
 

武
庫
川
漁
協
等
が
行
っ
た
ア

ユ
の
産
卵
場
造
成
や
ア
ド
プ

ト
制
度
を
活
用
し
た
地
域
活

動
に
つ
い
て
、
申
請
手
続
き
の

迅
速
化
、
資
材
等
の
サ
ポ
ー
ト

を
実
施
 

 
 

 
(1
)｢
2
つ
の
原
則
｣の

適
用
に
あ
た
っ

て
の
考
え
方
 

河
川
整
備
に
際
し
て

｢2
つ
の
原
則
｣を

適
用
 

｢2
つ
の
原
則
｣の

適
用
 

河
川

整
備

の
実

施
計

画
段

階
で

専
門

家
の

意
見

を
聴

く
と
と
も
に
、
施
工
後

も
専

門
家

の
意

見
を

聴
い

て
事

後
評

価
を
実
施
 

支
川

の
大

堀
川

で
橋

梁
架

替
工

事
を

実
施

中
だ
が「

2
つ
の
原
則
」

該
当
区
間
は
無
し
 

｢
下

流
部

築
堤

区
間
｣｢
上
流
部
｣に

つ
い
て
は
、
専
門
家
の

意
見
を
聴
い
て
、
整

備
メ

ニ
ュ

ー
や

施
工

時
の

配
慮

事
項

等
を
ま
と
め
た
｢川

づ
く
り
計
画
図
｣等

を
作
成
し
、
工
事
着

手
し
た
。
 

武
庫

川
上

流
部

に
お

い
て

、

「
川
づ
く
り
計
画
」
に
基
づ
き

工
事
を
実
施
し
た
。
 

 
 

重
点
化
を
図
り
つ
つ

優
先
順
位
の
高
い
も

の
か
ら
配
慮
を
検
討

す
べ
き

｢
生
物

の
生

活
空
間
｣を

改
善
 

配
慮

を
検

討
す

べ
き
｢生

物
の
生
活
空

間
｣の

改
善
 

ﾜ
ｰ
ｸ
ｼ
ｮ
ｯ
ﾌ
ﾟ
等
で
実

施
方

策
を

検
討

し
順
次
実
施
 

－
 

－
 

－
 

 
 

 

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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管
理
番
号
１
４
［
点
検
票
Ⅱ
］
 

３
．
年
度
毎
の
実
績
（
Ｄ
）
 
（
第
１
期
（
H2
3～

H2
7）
）
 

 

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）
 

河
川
整
備
計
画
の
事
項
・
項
目
 

取
組

方
針

 
点

検
指

標
 

期
別
計
画
（
Ｐ
）
 

(第
１
期
) 

実
績

（
Ｄ

）
 

H2
3 

H2
4 

H2
5 

H2
6 

H2
7 

 
(2
)
｢
2

つ
の

原
則
｣を

適
用
し

た
河

川
整

備
の

実
施

箇
所

に
お

け
る

主
な
対
策
 

①
下
流
部

築
堤

区
間
 

魚
類
等
の
移
動
の
連
続

性
確
保
 

河
床
掘
削
に
併
せ
た
潮
止
堰

等
の
撤
去
 

潮
止
堰
撤
去
 

河
川

改
修

の
実

施
設

計
に

お
い

て
環

境
保

全
・
再
生
策
に
関
す
る

検
討
に
着
手
 

来
年

度
の

ア
ユ

の
遡

上
時
期
に
向
け
て
、
潮

止
堰

の
転

倒
実

験
に

関
す

る
関

係
者

調
整

を
実
施
 

H2
5.
4
に
潮
止
堰
の
転

倒
実
験
を
実
施
 

 
 

上
流
側
床
止
め
の
魚
道
改
良
 

－
 

2
号
床
止
で
魚
道
の
小

規
模

改
良

工
事

を
試

験
的
に
実
施
 

 
 

干
潟
の
創
出
 

水
制
工
等
の
設
置
 

－
 

－
 

 
 

②
下
流
部

掘
込

区
間
 

礫
河
原
と
瀬
･淵

の
再
生
 

現
状
の
砂
州
形
状
や
礫
河
原

の
比
高
を
考
慮
し
た
河
床
掘

削
 

河
川

改
修

に
あ

わ
せ
て
実
施
 

河
川

改
修

の
進

捗
に

あ
わ

せ
て

実
施

す
る

た
め

今
年

度
は

未
実

施
 

河
川

改
修

の
進

捗
に

あ
わ

せ
て

実
施

す
る

た
め

今
年

度
は

未
実

施
 

河
川

改
修

の
進

捗
に

あ
わ

せ
て

実
施

す
る

た
め

今
年

度
は

未
実

施
 

 
 

外
来
植
物
の
除
去
 

・
河
床
掘
削
に
よ
る
ｼﾅ
ﾀﾞ
ﾚｽ
ｽﾞ

ﾒｶ
ﾞﾔ
の
除
去
 

・
関
係
機
関
や
地
域
住
民
と
連

携
し
た
ｼﾅ
ﾀﾞ
ﾚｽ
ｽﾞ
ﾒｶ
ﾞﾔ
の
除

去
 

河
川

改
修

に
あ

わ
せ
て
実
施
 

 
 

代
償
措
置
と
し
て
の
礫

河
原
の
再
生
 

区
間
外
で
の
礫
河
原
の
再
生
 

必
要

に
応

じ
て

実
施
 

 
 

③
上
流
部
 

移
動
性
が
低
い
生
物
の

移
植
対
策
 

オ
グ
ラ
コ
ウ
ホ
ネ
等
の
植
物

や
カ
タ
ハ
ガ
イ
等
の
二
枚
貝

類
の
移
植
対
策
 

河
川

改
修

に
あ

わ
せ
て
実
施
 

河
川

改
修

の
実

施
設

計
に

お
い

て
環

境
保

全
・
再
生
策
に
関
す
る

検
討
に
着
手
 

オ
グ

ラ
コ

ウ
ホ

ネ
の

生
育

地
が

あ
る

こ
と

か
ら
、
専
門
家
の
意
見

を
聴

き
な

が
ら

保
全

対
策
を
実
施
(現

在
も

良
好
に
生
育
) 

オ
グ

ラ
コ

ウ
ホ

ネ
の

保
全

対
策

を
継

続
実

施
（
経
過
観
察
、
現
在

も
良
好
に
生
育
）
 

 
 

み
お
筋
の
再
生
 

現
況
と
同
様
の
蛇
行
部
確
保
 

河
川

改
修

に
あ

わ
せ
て
実
施
 

河
川

改
修

区
間

に
お

い
て
実
施
 

 

河
川

改
修

区
間

に
お

い
て
実
施
  

 
 

瀬
･淵

の
再
生
 

河
道
が
直
線
的
で
河
床
勾
配

が
一
定
な
区
間
で
の
木
杭
や

根
固
工
等
の
設
置
 

河
川

改
修

に
あ

わ
せ
て
実
施
 

 
 

ワ
ン
ド
･た

ま
り
の
再
生
 

・
河
床
の
横
断
方
向
に
傾
斜
や

凹
凸
を
つ
け
冠
水
頻
度
に

変
化
 

・
ワ
ン
ド
･た

ま
り
の
再
生
 

河
川

改
修

に
あ

わ
せ
て
実
施
 

 
 

オ
ギ
群
集
の
再
生
 

現
地
発
生
し
た
表
土
の
再
利

用
 

河
川

改
修

に
あ

わ
せ
て
実
施
 

 
 

代
償
措
置
と
し
て
の
瀬
･

淵
や
ワ
ン
ド
等
の
創
出
 

区
間
外
で
の
瀬
･淵

や
ワ
ン
ド

等
の
創
出
 

必
要

に
応

じ
て

実
施
 

区
間
内
で
瀬
・
淵
や
 

ワ
ン

ド
を

創
出

し
て

い
る
た
め
、
区
間
外
で

の
代

償
措

置
の

必
要

な
し
 

区
間
内
で
瀬
・
淵
や
 

ワ
ン

ド
を

創
出

し
て

い
る
た
め
、
区
間
外
で

の
代

償
措

置
の

必
要

な
し
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管理番号１４［点検票Ⅲ］ 

 

４．点検・評価（Ｃ）及び改善（Ａ） （第１期（H23～H27）） 

 

年度毎の点検・評価（Ｃ） 事業の改善（Ａ）※第１期の総括 

(H23点検・評価) 

・手引きについては、専門家の意見を踏まえ、H24年度中の完成を目指す。 

・河川整備の実施箇所における対策については、今後、専門家の意見を聴いて具体化し、河

川整備にあわせて実施していく。 

 

 

(H24点検・評価) 

・専門家の意見を踏まえ、｢手引き｣を策定(H25.3)した。 

・平成24年 8月に｢環境の２つの原則専門検討会｣を開催し、専門家の意見を聴きながら、

武庫川下流部築堤区間・武庫川上流部の環境保全再生方策等を取りまとめた｢川づくり計

画図｣を作成した。 

 

（武庫川下流部築堤区間） 

・H24年度は河道内での工事はなかったため、自然環境への対策が不要であった。 

・今後、河道内で工事を実施する場合には、｢川づくり計画図｣に基づき、自然環境の保全・

再生に必要な対策を実施していく。 

（武庫川上流部） 

・「川づくり計画図」に基づく河川改修に着手し、河道掘削工事（L=0.2km）を実施した。 

・工事実施箇所にオグラコウホネの生育地があるため、専門家の意見を聴いて、掘削範囲の

変更等による保全対策を行った。（工事実施箇所の二枚貝類の移植は過年度実施済み。） 

・工事に併せて、みお筋、瀬・淵、ワンドの再生や、オギ群衆再生のための現地表土の再利

用を行い、タナゴ類等の生息環境の再生に努めた。 

・今後も引き続き、専門家の意見を聴きながら、「川づくり計画図」に基づく自然環境の保

全・再生に必要な対策を実施していく。 

(H25点検・評価) 

（武庫川下流部築堤区間） 

・H25年度に実施した河床掘削工事の区間において、自然環境に対する影響を把握するため、

水質検査等を行った。 

・今後、河道内で工事を実施する場合には、｢川づくり計画図｣に基づき、自然環境の保全・

再生に必要な対策を実施していく。 

・2号床止において魚道の小規模改良を試験的に実施した（突出型魚道の付け根部に扇型魚

道を設置）。今後、魚道設置の効果を検証していく予定。 

・アユの遡上時期に合わせて潮止堰の転倒実験(5日間)を実施したが、期間が短かったこと

や、魚道の瀬切れが発生したこと等により、アユの遡上効果が明確には表れなかった。 

(武庫川上流部) 

・引き続き「川づくり設計図」に基づく河川改修に着手し、河道掘削工事（L=0.3km）を実

施した。工事に併せて、オギ群衆再生のための現地表土の再利用を行い、タナゴ類等の生

息環境の再生に努めた。 

・今後も引き続き、専門家の意見を聴きながら、「川づくり設計図」に基づく自然環境保・

再生に必要な対策を実施していく。 

(H26点検・評価) 

(H27点検・評価) 

 ＜総合評価＞ 

※＜総合評価＞ ◎：目標を達成した ○：目標を概ね達成した △：目標をやや下回った ▲：目標を下回った 
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管理番号１５［点検票Ⅰ］ 

 

河川整備計画の 

事項・項目 

 

第４章 河川整備の実施に関する事項 

 第３節 河川環境の整備と保全に関する事項 

  １ 動植物の生活環境の保全・再生 

  （３）天然アユが遡上する川づくり 

実施目標 

 

アユをシンボル・フィッシュと位置付け、魚類にとってより望ましい川づくりに取り組む。 

１．施策の概要 

 

関係者や地域住民の適切な役割分担のもと、魚道の改善やみお筋の確保などによる移動の連続性の向上、産卵場及び稚魚期

の生息場所の確保等の必要な対策を検討し、実施可能なものから取り組んでいく。また、アユの生息実態の追加調査について

は、必要に応じて検討を行う。 

２．期別計画（Ｐ） 

 

河川整備計画の事項・項目 取組方針 点検指標 

期別計画（Ｐ） 

第1期 
（H23～H27） 

第2期 
（H28～H32） 

第3期 
（H33～H37） 

第4期 
（H38～H42） 

(3)天然アユが遡上する川

づくり 

関係機関や地域住

民との適切な約悪

分担のもと、必要

な対策を検討し実

施可能な対策に取

り組む（住民連携） 

・魚道の改善やみ

お筋の確保など

による移動の連

続性の向上 

・産卵場及び稚魚

期の生息場所の

確保 

・必要に応じた生

息実態の追加調

査 等 

魚道については重点化を図りつつ、改善に取り組む。また、河

川整備を実施する箇所ではみお筋、産卵場、稚魚期の生息場所

の保全・再生に取り組む。アユの生息実態の追加調査について

は、必要に応じて検討する。 
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管
理
番
号
１
５
［
点
検
票
Ⅱ
］
 

３
．
年
度
毎
の
実
績
（
Ｄ
）
 
（
第
１
期
（
H2
3～

H2
7）
）
 

 

 

河
川
整
備
計
画
の
事

項
・
項
目
 

取
組

方
針

 
点

検
指

標
 

期
別
計
画
（
Ｐ
）
 

(第
１
期
) 

実
績

（
Ｄ

）
 

H2
3 

H2
4 

H2
5 

H2
6 

H2
7 

(3
)
天
然
ア
ユ
が
遡
上

す
る
川
づ
く
り
 

関
係

機
関

や
地

域

住
民

と
の

適
切

な

役
割
分
担
の
も
と
、

必
要

な
対

策
を

検

討
し

実
施

可
能

な

対
策

に
取

り
組

む

（
住
民
連
携
）
 

・
魚
道
の
改
善
や
み
お
筋

の
確

保
な

ど
に

よ
る

移
動

の
連

続
性

の
向

上
 

・
産
卵
場
及
び
稚
魚
期
の

生
息
場
所
の
確
保
 

・
必
要
に
応
じ
た
生
息
実

態
の
追
加
調
査
等
 

魚
道

に
つ

い
て

は

重
点

化
を

図
り

つ

つ
、
改
善
に
取
り
組

む
。
ま
た
、
河
川
整

備
を

実
施

す
る

箇

所
で
は
、
み
お
筋
、

産
卵
場
、
稚
魚
期
の

生
息

場
所

の
保

全
・
再
生
に
取
り
組

む
。
ア
ユ
の
生
息
実

態
の

追
加

調
査

に

つ
い
て
は
、
必
要
に

応
じ
て
検
討
す
る
。
 

・
武
庫
川
で
生
息
す
る
ア

ユ
の
実
態
を

把
握
す

る
た
め
、
H2
1
年
度
か

ら
の

3
ヵ
年
に
わ
た

り
分
布
調
査
、
産
卵
場

調
査
、
仔
ア
ユ
の
流
下

調
査
な
ど
の

生
息
実

態
調
査
を
実
施
し
た
。

こ
の
調
査
結

果
に
つ

い
て
は
、
専
門
家
の
意

見
を
聴
き
な

が
ら
取

り
ま
と
め
る

と
と
も

に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
公
開
、
講
演
会
で
の

報
告
な
ど
に
よ
り
、
周

知
に
努
め
た
。
 

・
県
、
漁
協
、
地
域
住
民
、

学
識
者
の
適

切
な
役

割
分
担
の
も
と
、
2
号

床
止
工
下
流

に
お
い

て
 産

卵
場
造
成
を
実

施
(重

機
に
よ
る
粗
造

成
の
後
、
住
民
参
加
を

得
て
人
力
に

よ
る
整

地
を
実
施
)。

当
日
は

専
門
家
を
交

え
た
生

物
観
察
会
も

実
施
。

(H
23
.1
0.
8)
 

・
昨
年
度
同
様
に
県
、

漁
協
、
地
域
住
民
、

学
識
者
の
適
切
な

役
割
分
担
の
も
と
、

2
号
床
止
工
下
流
に

お
い
て
、
産
卵
場
造

成
、
専
門
家
を
交
え

た
生
物
観
察
会
を

実
施
し
た
。

（
H2
4.
10
.6
）
 

・
２
号
床
止
の
魚
道
内

の
流
速
低
減
が
ア

ユ
の
遡
上
に
寄
与

す
る
こ
と
か
ら
、
試

験
的
に
魚
道
上
流

側
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
せ
き
板
を
設

置
し
た
。（

H2
4.
5）

 

・
2
号
床
止
の
魚
道
改

良
に
つ
い
て
素
案

を
作
成
し
た
。
 

 

・
昨
年
度
同
様
に
県
、
漁
協
、

地
域
住
民
、
学
識
者
の
適
切

な
役
割
分
担
の
も
と
、
2
号

床
止
工
下
流
に
お
い
て
、
産

卵
場
造
成
、
専
門
家
を
交
え

た
生
物
観
察
会
を
実
施
し

た
。（

H2
5.
10
.5
）
 

・
2
号
床
止
で
魚
道
の
小
規
模

改
良
工
事
を
試
験
的
に
実

施
。
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管理番号１５［点検票Ⅲ］ 

 

４．点検・評価（Ｃ）及び改善（Ａ） （第１期（H23～H27）） 

 

年度毎の点検・評価（Ｃ） 事業の改善（Ａ）※第１期の総括 

(H23点検・評価) 

・天然アユ基礎調査結果の総括を踏まえ、今後、実施可能な対策に取り組

んでいく。 

・特に移動障害となっている２号床止の魚道改良については、専門家や地

域住民等の意見を聴きながら、具体的な改善方策について検討してい

く。 

 

 

(H24点検・評価) 

・アユの産卵場造成を継続して実施した。 

・２号床止の魚道に試験的にコンクリート板を設置した結果、流速を抑え

ることができ、目視によってアユ・オイカワ等の遡上が確認された。 

・２号床止の魚道改良について素案を作成した。今後、専門家や漁業組合

等の意見を聴きながら、アユのみならず、他の魚類の移動（生物多様性

の向上）にも配慮した魚道構造について検討を行い、工事実施に向けた

検討を進めていく。 

 

 

 

(H25点検・評価) 

・アユの産卵場造成を継続して実施した。 

・2号床止において魚道の小規模改良を試験的に実施した（突出型魚道の

付け根部に扇型魚道を設置）。今後、魚道設置の効果を検証していく予

定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(H26点検・評価) 

 

 

 

 

 

 

 

 

(H27点検・評価) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜総合評価＞ 

※＜総合評価＞ ◎：目標を達成した ○：目標を概ね達成した △：目標をやや下回った ▲：目標を下回った 

 

課題：魚類の移動障害の改善に向けた魚道改良 
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管理番号１６［点検票Ⅰ］ 

 

河川整備計画の 

事項・項目 

 

第４章 河川整備の実施に関する事項 

 第３節 河川環境の整備と保全に関する事項 

  ２ 良好な景観の保全・創出 

実施目標 

 

自然景観を基調とした武庫川らしい景観を保全・創出する。 

１．施策の概要 

 

武庫川を特徴づける自然環境や、下流域のクロマツ・アキニレ等の樹木、武庫川峡谷の自然景観、瀬戸内海と日本海を結ぶ「ふ

るさと桜づつみ回廊」など、地域固有の景観資源を保全するとともに、歴史・文化といった沿川の地域特性に配慮しつつ、地域

と一体となった景観形成に努める。 

また、現在の自然環境を維持するだけでなく、地域住民による自然再生活動や河川環境の整備と保全への取り組みなど、自然

環境に積極的に働きかけることによって、生物多様性の恵みとして得られる景観の創成につないでいく。 

２．期別計画（Ｐ） 

 

河川整備計画の事項・項目 取組方針 点検指標 

期別計画（Ｐ） 

第1期 
（H23～H27） 

第2期 
（H28～H32） 

第3期 
（H33～H37） 

第4期 
（H38～H42） 

２．良好な景観の保全・創

出 

地域固有の景観

資源の保全、沿

川の地域特性に

配慮しつつ地域

と一体となった

景観形成、生物

多様性の恵みと

して得られる景

観の創成 

・地域固有の生態系

の保全 

・自然素材や多自然

工法の採用 

・構造物の明度･彩

度･肌理と周囲と

の調和などへの

配慮 

河川整備に際しては、「ひょうご・人と自然の川づくり基本理念・基

本方針」「兵庫県公共施設景観指針」に基づく、自然景観を基調とし

た武庫川らしい景観の保全・創出。 

治水上支障がない

範囲での堤防法面

や高水敷の緑化修

景 

堤内地等治水上支障がなく、地域住民等の理解と協力が得られた箇

所について緑化修景。 

<下流部築堤区間> 

樹木伐採を必要最

小限とする工法の

検討等 

樹木伐採を必

要最小限とす

る河道計画、施

工方法等の検

討 

－ 

魅力ある河川景

観の創出（住民

連携） 

<下流部築堤区間> 

汽水域拡大･干潟創

出を活用した魅力

ある河川景観の創

出 

河川整備の進捗にあわせて実施 

地域のまちづく

りにあわせた景

観づくり（各市

連携） 

地域の個性に配慮

した景観づくり 

市の要請に応じて実施 
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管
理
番
号
１
６
［
点
検
票
Ⅱ
］
 

３
．
年
度
毎
の
実
績
（
Ｄ
）
 
（
第
１
期
（
H2
3～

H2
7）
）
 

 

 

河
川
整
備
計
画

の
事
項
・
項
目
 

取
組

方
針

 
点

検
指

標
 

期
別
計
画
（
Ｐ
）
 

(第
１
期
) 

実
績

（
Ｄ

）
 

H2
3 

H2
4 

H2
5 

H2
6 

H2
7 

２
．
良
好
な
景

観
の
保
全
・

創
出
 

地
域

固
有

の
景

観

資
源
の
保
全
、
沿
川

の
地

域
特

性
に

配

慮
し

つ
つ

地
域

と

一
体

と
な

っ
た

景

観
形
成
、
生
物
多
様

性
の

恵
み

と
し

て

得
ら

れ
る

景
観

の

創
成
 

・
地
域
固
有
の
生
態
系

の
保
全
 

・
自
然
素
材
や
多
自
然

工
法
の
採
用
 

・
構
造
物
の
明
度
･彩

度
･肌

理
と
周
囲
と

の
調

和
な

ど
へ

の
配
慮
 

河
川
整
備
に
際
し
て
は
、

「
ひ
ょ
う
ご
・
人
と
自
然

の
川

づ
く

り
基

本
理

念
・
基
本
方
針
」「

兵
庫

県
公
共
施
設
景
観
指
針
」

に
基
づ
く
、
自
然
景
観
を

基
調
と
し
た
武
庫
川
ら

し
い
景
観
の
保
全
・
創

出
。
 

下
流
部
築
堤
区
間
、
上
流
部
の

河
道

計
画

検
討

に
お

い
て

、

「
ひ
ょ
う
ご
・
人
と
自
然
の
川

づ
く
り
基
本
理
念
・
基
本
方

針
」「

兵
庫
県
公
共
施
設
景
観

指
針
」
に
基
づ
き
検
討
。
 

上
流
部
に
お
い
て
武
庫
川
ら

し
い
景
観
を
保
全
す
る
た
め
、

オ
ギ
群
落
の
再
生
に
向
け
た

現
地
表
土
の
再
利
用
を
実
施
。
 

 

上
流
部
に
お
い
て
武
庫
川

ら
し
い
景
観
を
保
全
す
る

た
め
、
オ
ギ
群
落
の
再
生
に

向
け
た
現
地
表
土
の
再
利

用
を
実
施
。
 

 

 
 

治
水

上
支

障
が

な
い

範
囲

で
の

堤
防

法
面

や
高

水
敷

の
緑

化
修

景
 

堤
内
地
等
治
水
上
支
障

が
な
く
、
地
域
住
民
等
の

理
解
と
協
力
が
得
ら
れ

た
箇
所
に
つ
い
て
緑
化

修
景
。
 

治
水
上
支
障
が
な
い
範
囲
で
、

「
ふ
る
さ
と
桜
づ
つ
み
回
廊
」

の
う
ち
、
枯
死
し
た
桜
等
に
つ

い
て
は
、
地
元
団
体
等
の
協
力

を
得
て
、
補
植
を
行
い
、
景
観

の
維
持
に
努
め
た
。
 

治
水
上
支
障
が
な
い
範
囲
で
、

「
ふ
る
さ
と
桜
づ
つ
み
回
廊
」

で
補
植
を
実
施
。
 

（
篠
山
市
栗
栖
野
の
武
庫
川

堤
防
に
９
本
補
植
）
 

治
水
上
支
障
が
な
い
範
囲

で
、
枯
木
植
替
を
実
施
。
 

 
 

<下
流
部
築
堤
区
間
> 

樹
木

伐
採

を
必

要
最

小
限

と
す

る
工

法
の

検
討
等
 

樹
木
伐
採
を
必
要
最
小

限
と
す
る
河
道
計
画
、
施

工
方
法
等
の
検
討
 

住
民
説
明
会
や
出
前
講
座
等

を
合
計

50
回
開
催
す
る
と
と

も
に
、
｢武

庫
川
河
 整
備
地
域

懇
談
会
｣を

設
置
す
る
な
ど
、

広
く
沿
川
住
民
等
の
意
見
を

聴
い
て
、
下
流
部
築
堤
区
間
の

河
道
設
計
を
検
討
。
こ
の
な
か

で
、
樹
木
伐
採
の
最
小
化
に
つ

い
て
検
討
し
、
河
道
計
画
に
反

映
し
た
。
 

樹
木
伐
採
を
最
小
限
と
す
る

河
道
計
画
に
基
づ
き
工
事
に

着
手
。
 

樹
木
伐
採
を
最
小
限
と
す

る
河
道
計
画
に
基
づ
き
工

事
に
着
手
。
 

 
 

魅
力

あ
る

河
川

景

観
の
創
出
（
住
民
連

携
）
 

<下
流
部
築
堤
区
間
> 

汽
水
域
拡
大
･干

潟
創

出
を

活
用

し
た

魅
力

あ
る

河
川

景
観

の
創

出
 

河
川
整
備
の
進
捗
に
あ

わ
せ
て
実
施
 

河
川
改
修
の
実
施
設
計
に
お

い
て
、
汽
水
域
の
拡
大
・
干
潟

創
出
等
の
検
討
に
着
手
。
 

「
環
境
の
２
つ
の
原
則
専
門

検
討
会
」
の
専
門
家
か
ら
意
見

を
聴
き
な
が
ら
、
干
潟
創
出
等

の
検
討
を
行
っ
た
。
 

今
後
、
河
川
整
備
の
進
捗
に

あ
わ
せ
て
実
施
し
て
い
く
。
 

 
 

地
域

の
ま

ち
づ

く

り
に

あ
わ

せ
た

景

観
づ
く
り
（
各
市
連

携
）
 

地
域

の
個

性
に

配
慮

し
た
景
観
づ
く
り
 

県
市
協
働
で
景
観
づ
く

り
に
取
り
組
む
 

除
草
や
清
掃
等
を
実
施
し
、
武

庫
川
ら
し
い
良
好
な
景
観
維

持
に
努
め
た
。
 

除
草
や
清
掃
等
を
実
施
し
、
武

庫
川
ら
し
い
良
好
な
景
観
維

持
に
努
め
た
。
 

除
草
や
清
掃
等
を
実
施
し
、

武
庫
川
ら
し
い
良
好
な
景

観
維
持
に
努
め
た
。
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管理番号１６［点検票Ⅲ］ 

 

４．点検・評価（Ｃ）及び改善（Ａ） （第１期（H23～H27）） 

 

年度毎の点検・評価（Ｃ） 事業の改善（Ａ）※第１期の総括 

(H23点検・評価) 

・下流部築堤区間、上流部の河道計画について、武庫川らしい景観の保全・

創出に配慮した検討を行った。また、下流部築堤区間では、既存樹木の

伐採の最小化を図った。今後は、河道計画に基づき、工事を実施してい

く。 

・県内で取り組んだ多自然川づくりの事例を「ひょうご・人と自然の川づ

くり事例集」（平成11年、16年、23年発刊）として取りまとめており、

今後も事例の蓄積を図っていく。 

・堤内地等治水上支障がない範囲での緑化修景については、地域住民等の

理解と協力が得られた箇所での、植樹等について実施していく。 

 

 

 

(H24点検・評価) 

・上流部において武庫川らしい景観の保全に配慮し、河川改修工事に併せ

て、オギ群落の再生を目的とした現地表土の再利用を実施した。 

・最小限の既存樹木伐採を取り入れた河道計画に基づき工事に着手した。

今後も引き続き実施していく。 

・下流部築堤区間での干潟創出等の検討を実施した。今後、河川改修の進

捗にあわせて干潟の整備に着手する。 

 

(H25点検・評価) 

・上流部において武庫川らしい景観の保全に配慮し、河川改修工事に併せ

て、オギ群落の再生を目的とした現地表土の再利用を実施した。 

・最小限の既存樹木伐採を取り入れた河道計画に基づき工事に着手してお

り、今後も引き続き実施していく。 

・下流部築堤区間での干潟創出等については、今後、河川改修の進捗にあ

わせて干潟の整備に着手する。 

 

 

 

(H26点検・評価) 

 

 

 

 

 

 

 

(H27点検・評価) 

 

 

 

 

 

 

  
＜総合評価＞ 

※＜総合評価＞ ◎：目標を達成した ○：目標を概ね達成した △：目標をやや下回った ▲：目標を下回った 
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管理番号１７［点検票Ⅰ］ 

 

河川整備計画の 

事項・項目 

 

第４章 河川整備の実施に関する事項 

 第３節 河川環境の整備と保全に関する事項 

  ３ 河川利用と人と河川の豊かなふれあいの確保 

実施目標 

 

人と河川の豊かなふれあい及び適正な河川利用の確保。 

１．施策の概要 

 

自然環境及び治水計画との調和に留意しつつ、水と緑のオープンスペースとしての河川利用など、多様な要請に応えられる

よう努める。また、環境学習の支援を行うため、関係機関と連携して、河川利用の利便性の確保を図るとともに、自然を生か

した水辺の創出や施設の整備に努める。河川の水面利用に関しては、流域市や関係機関などと連携して秩序ある利用に努める。 

なお、河口部では潮止堰等の撤去により、汽水域が拡大され、干潟が創出されることから、これらを活かした魅力ある水辺

とのふれあいの場の創造を地域住民等との参画と協働のもとで進めていく。 

２．期別計画 （Ｐ） 

 

河川整備計画の事項・項目 取組方針 点検指標 

期別計画（Ｐ） 

第1期 
（H23～H27） 

第2期 
（H28～H32） 

第3期 
（H33～H37） 

第4期 
（H38～H42） 

３．河川利用と人と河川の

豊かなふれあいの確保 

自然環境･治水計

画との調和に留意

しつつ多様な要請

に対応 

多様な要請への対

応 

地域住民等の意見を踏まえ、実施可能なものについて対応。 

武庫川の自然環境

や水辺を利用した

環境学習の支援

（関係機関連携） 

・河川利用の利便

性の確保 

・自然を生かした

水辺の創出や施

設の整備 

関係機関と連携して、河川利用の利便性の確保を図るととも

に、自然を生かした水辺の創出や施設の整備に努める。 

秩序ある水面利用

（流域市連携･関

係機関連携） 

秩序ある水面利用 流域市や関係機関などと連携し、不法係留等の違法な水面利用

が無い状態を維持する。 

汽水域拡大･干潟

創出を活かした魅

力ある水辺とのふ

れあいの場の創造

（住民連携） 

<下流部築堤区間> 

魅力ある水辺との

ふれあいの場の創

造 

河川整備の進捗にあわせて実施 
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管
理
番
号
１
７
［
点
検
票
Ⅱ
］
 

３
．
年
度
毎
の
実
績
（
Ｄ
）
 
（
第
１
期
（
H2
3～

H2
7）
）
 

 

 

河
川
整
備
計
画

の
事
項
・
項
目
 

取
組

方
針

 
点

検
指

標
 

期
別
計
画
（
Ｐ
）
 

(第
１
期
) 

実
績

（
Ｄ

）
 

H2
3 

H2
4 

H2
5 

H2
6 

H2
7 

３
．
河
川
利
用

と
人
と
河
川

の
豊
か
な
ふ

れ
あ
い
の
確

保
 

自
然
環
境
･治

水
計
画
と

の
調
和
に
留
意
し
つ
つ

多
様
な
要
請
に
対
応
 

多
様

な
要

請
へ

の
対
応
 

地
域

住
民

等
の

意
見

を
踏
ま
え
、
実
施
可
能

な
も

の
に

つ
い

て
対

応
 

下
流
部
築
堤
区
間
の
河
道
計
画

検
討
に
あ
た
り
、
地
元
説
明
会
や

出
前
講
座
等
の
積
極
的
な
開
催

(計
50

回
)、

事
業
説
明
チ
ラ
シ

の
配
布
、
地
域
懇
談
会
の
設
置
な

ど
に
取
り
組
み
、
広
く
県
民
意
見

を
聴
取
し
、
河
川
敷
利
用
の
あ
り

方
を
検
討
し
た
。「

治
水
安
全
度

の
向
上
が
最
優
先
」「

津
波
に
対

す
る
安
全
性
確
保
」「

利
用
面
を

考
慮
し
て
、
高
水
敷
の
段
差
は
な

く
し
て
ほ
し
い
」「

干
潟
の
創
出

や
ア
ユ
の
生
息
環
境
改
善
」「

景
観
保
全
上
、
高
水
敷
の
樹
木
は
切

ら
な
い
で
ほ
し
い
」
等
多
様
な
要

請
が
あ
り
、
対
応
可
能
な
も
の
に

つ
い
て
は
実
施
計
画
に
反
映
し

た
。
 

下
流
部
築
堤
区
間
の
工
事

実
施
に
お
い
て
は
、
樹
木
伐

採
や
、
高
水
敷
の
掘
削
に
よ

り
利
用
の
制
限
が
伴
う
こ

と
か
ら
、
地
域
住
民
等
の
理

解
を
得
る
た
め
、
現
地
に
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
た
ほ
か
、
地

元
説
明
会
や
出
前
講
座
等

の
開
催
(計

21
回
)、

事
業

説
明
チ
ラ
シ
の
配
布
等
の

広
報
に
努
め
た
。
 

下
流
部
築
堤
区
間
の
工
事
実
施

に
お
い
て
は
、
樹
木
伐
採
や
、
高

水
敷
の
掘
削
に
よ
り
利
用
の
制

限
が
伴
う
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民

等
の
理
解
を
得
る
た
め
、
現
地
に

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
を
設
置
し
た
ほ
か
、
地
元
説
明

会
や
出
前
講
座
等
の
開
催
(計

20

回
)、

事
業
説
明
チ
ラ
シ
の
配
布

等
の
広
報
に
努
め
た
。
 

 
 

武
庫
川
の
自
然
環
境
や

水
辺
を
利
用
し
た
環
境

学
習
の
支
援
（
関
係
機
関

連
携
）
 

・
河
川
利
用
の
利

便
性
の
確
保
 

・
自
然
を
生
か
し

た
水

辺
の

創
出

や
施
設
の
整
備
 

関
係

機
関

と
連

携
し

て
、
河
川
利
用
の
利
便

性
の

確
保

を
図

る
と

と
も
に
、
自
然
を
生
か

し
た

水
辺

の
創

出
や

施
設

の
整

備
に

努
め

る
。
 

下
流
部
築
堤
区
間
の
河
道
計
画

検
討
に
お
い
て
は
、
現
況
の
親
水

護
岸
や
護
岸
勾
配
を
維
持
で
き

る
よ
う
河
川
利
用
の
利
便
性
や

親
水
性
に
配
慮
し
た
設
計
に
努

め
た
ほ
か
、
河
口
部
で
の
干
潟
創

出
に
つ
い
て
は
、
全
国
の
事
例
を

収
集
し
、
整
備
手
法
に
つ
い
て
検

討
を
行
っ
た
。
 

河
口
部
で
の
干
潟
創
出
に

つ
い
て
は
、「

環
境
の
２
つ

の
原
則
検
討
会
」
の
意
見
を

聴
き
な
が
ら
検
討
を
実
施
 

河
口
部
で
の
干
潟
創
出
の
前
提

と
な
る
低
水
護
岸
の
整
備
を
推

進
。
 

 
 

秩
序
あ
る
水
面
利
用
（
流

域
市
連
携
･関

係
機
関
連

携
）
 

秩
序

あ
る

水
面

利
用
 

流
域

市
や

関
係

機
関

な
ど
と
連
携
し
、
不
法

係
留

等
の

違
法

な
水

面
利

用
が

無
い

状
態

を
維
持
す
る
。
 

不
法
係
留
等
の
、
違
法
な
水
面
利

用
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
 

不
法
係
留
等
の
、
違
法
な
水

面
利
用
は
確
認
さ
れ
な
か

っ
た
。
 

不
法
係
留
等
の
、
違
法
な
水
面
利

用
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
 

 
 

汽
水
域
拡
大
･干

潟
創
出

を
活
か
し
た
魅
力
あ
る

水
辺
と
の
ふ
れ
あ
い
の

場
の
創
造
（
住
民
連
携
）
 

魅
力

あ
る

水
辺

と
の

ふ
れ

あ
い

の
場
の
創
造
 

河
川

整
備

の
進

捗
に

あ
わ
せ
て
実
施
 

河
川
改
修
の
実
施
設
計
に
お
い

て
、
汽
水
域
の
拡
大
・
干
潟
創
出

等
の
検
討
に
着
手
。
 

河
口
部
で
の
干
潟
創
出
に

つ
い
て
は
、「

環
境
の
２
つ

の
原
則
検
討
会
」
の
意
見
を

聴
き
な
が
ら
検
討
を
実
施
 

河
口
部
で
の
干
潟
創
出
の
前
提

と
な
る
低
水
護
岸
の
整
備
を
推

進
。
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管理番号１７［点検票Ⅲ］ 

 

４．点検・評価（Ｃ）及び改善（Ａ） （第１期（H23～H27）） 

 

年度毎の点検・評価（Ｃ） 事業の改善（Ａ）※第１期の総括 

(H23点検・評価) 

・下流部築堤区間の河道計画検討にあたり、計画内容の周知や住民意見

聴取に積極的に取り組んだ結果、ホームページ※へのアクセス数

が増加［243 件/月（7～9 月の平均）→485 件/月（1～3 月の平

均）］するなど、説明会等の効果が見られた。工事の実施段階にお

いても、引き続き、住民意見を聴取し、多様な要請への対応に努める。

また、関係機関や地域住民との連携を図りながら、自然とのふれあいや

環境学習の場の整備・保全に取り組んでいく。 

※「（阪神南地域）武庫川河川整備事業について」 
http://web.pref.hyogo.lg.jp/hs04/hs04_4_000000033.html 

・河川の水面利用については、今後も秩序ある利用が維持できるよう努め

る。 

 

 

(H24点検・評価) 

・下流部築堤区間において、地元説明会や出前講座等の開催、事

業説明チラシの配布等の広報に努めた結果、概ね地元の了解が

得られ、H24.11 より低水路護岸工事に着手することができた。

さらなる住民理解を得ることを目的に工事現場にインフォメー

ションセンターを設置した。 

・下流部築堤区間については、現状の利便性や親水性を極力確保

できるよう河川改修に合わせて整備していく。 

・河口部の干潟については、「環境の２つの原則検討会」の専門家の意見

を聴きながら検討を行った。今後、河川改修の進捗にあわせて整備に着

手する。 

(H25点検・評価) 

・下流部築堤区間においては、地元説明会や出前講座等の開催、

事業説明チラシの配布等の広報に努め、地元の了解を得ながら、

低水路護岸の工事を継続する。 

さらなる住民理解を得ることを目的に工事現場にインフォメー

ションセンターを設置した。 

・河口部の干潟については、今後、河川改修の進捗にあわせて整備に着手

する。 

 

(H26点検・評価) 

 

 

 

 

 

 

 

(H27点検・評価) 

 

 

 

 

 

 

  ＜総合評価＞ 

※＜総合評価＞ ◎：目標を達成した ○：目標を概ね達成した △：目標をやや下回った ▲：目標を下回った 
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管理番号１８［点検票Ⅰ］ 

 

河川整備計画の 

事項・項目 

 

第４章 河川整備の実施に関する事項 

 第３節 河川環境の整備と保全に関する事項 

  ４ 水質の向上 

  （１）下水道整備の推進 （２）水質調査等の継続実施 （３）水質事故への対応 

  （４）わかりやすい水質指標による調査 （５）水生植物による自然浄化機能の向上 

実施目標 

 

関係機関や地域住民と連携して、更なる水の「質」の向上を図る。 

１．施策の概要 

 

武庫川の水質については、環境基準を満足しているが、更なる水の「質」の向上を目指して、環境基準の水域類型の格上げ

や類型指定区間の見直しを視野に入れるとともに、下水道整備の推進、水質調査等の継続実施、水質事故への対応、わかりや

すい水質指標による調査、水生植物による自然浄化機能の向上、の取り組みを進める。 

２．期別計画（Ｐ） 

 

河川整備計画の事項・項目 取組方針 点検指標 
期別計画（Ｐ） 

第1期 
（H23～H27） 

第2期 
（H28～H32） 

第3期 
（H33～H37） 

第4期 
（H38～H42） 

４．水質の 

向上 

(1)下水道整備

の推進 

放流水のさらなる

水質改善 

下水処理施設の高

度処理化 

 

<上流処理区> 

今後の汚水量の増加に応じて施設を増設 

（既存施設は高度処理化済） 

合流式下水道改善

事業等 

 

<下流処理区> 

合流式下水

道緊急改善

計画の目標

達成 

－ 

(2)水質調査等

の継続実施 

水質状況の的確な

把握 

定期的な水質調査

や底質調査 

（関係機関連携） 

 

水質汚濁防止法に基づき継続して実施 

(3)水質事故へ

の対応 

水質事故時の情報

の迅速な伝達と共

有化（関係機関連

携） 

｢武庫川水質連絡

会議｣※等との連携 

 

継続して実施 

(4)わかりやす

い水質指標

による調査 

地域住民が身近な

河川の水質調査を

通じて川とのつな

がりを深める 

わかりやすい水質

指標による調査の

実施を検討（関係

機関連携） 

 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ等で実施方策を検討し順次実施 

(5)水生植物に

よる自然浄

化機能の向

上 

河積に余裕がある

箇所での自然浄化

機能の向上 

オギやヨシ等の水

生植物の再生（住

民連携） 

 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ等で実施方策を検討し順次実施 

※水質汚染等の情報交換のため、昭和48年に設立された武庫川流域の７水道事業体で構成する連絡会議    
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管
理
番
号
１
８
［
点
検
票
Ⅱ
］
 

３
．
年
度
毎
の
実
績
（
Ｄ
）
 
（
第
１
期
（
H2
3～

H2
7）
）
 

 

 

河
川
整
備
計
画
の
事
項
・
項
目
 

取
組

方
針

 
点

検
指

標
 

期
別
計
画
（
Ｐ
）
 

(第
１
期
) 

実
績

（
Ｄ

）
 

H2
3 

H2
4 

H2
5 

H2
6 

H2
7 

４
．
水
質
の
 

向
上
 

(1
)下

水
道
整

備
の
推
進
 

放
流
水
の
さ
ら
な
る

水
質
改
善
 

下
水

処
理

施
設

の
高

度
処
理
化
 

 

<上
流
処
理
区
> 

今
後

の
汚

水
量

の
増

加
に

応
じ

て
施

設
を

増
設
 

（
既

存
施

設
は

高
度

処
理
化
済
）
 

既
存
施
設
（
高
度
処
理

化
済
）
で
対
応
可
能
 

既
存
施
設
（
高
度
処
理

化
済
）
で
対
応
可
能
 

既
存
施
設
（
高
度
処
理
化

済
）
で
対
応
可
能
 

 
 

合
流

式
下

水
道

改
善

事
業
等
 

<下
流
処
理
区
> 

合
流

式
下

水
道

緊
急

改
善

計
画

の
目

標
達

成
 

平
成

25
年
度
の
目
標

達
成
を
目
指
し
、
関
連

市
町

へ
の

働
き

か
け

を
実
施
 

平
成

25
年
度
の
目
標

達
成
を
目
指
し
、
関
連

市
町

へ
の

働
き

か
け

を
継
続
 

合
流
改
善
事
業
に
つ
い
て

は
、
平
成

25
年
度
に
完
了

し
て
お
り
、
今
後
は
そ
の

整
備
効
果
の
検
証
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
 

 
 

(2
)水

質
調
査

等
の

継
続

実
施
 

水
質
状
況
の
的
確
な

把
握
 

定
期

的
な

水
質

調
査

や
底
質
調
査
（
関
係
機

関
連
携
）
 

水
質

汚
濁

防
止

法
に

基
づ

き
継

続
し

て
実

施
 

水
質

汚
濁

防
止

法
第

16
条
に
基
づ
き
測
定

計
画
を
策
定
し
、
公
共

用
水

域
の

水
質

及
び

底
質

の
調

査
を

定
期

的
に
実
施
 

水
質

汚
濁

防
止

法
第

16
条
に
基
づ
き
測
定

計
画
を
策
定
し
、
公
共

用
水

域
の

水
質

及
び

底
質

の
調

査
を

定
期

的
に
実
施
 

水
質
汚
濁
防
止
法
第

16

条
に
基
づ
き
測
定
計
画
を

策
定
し
、
公
共
用
水
域
の

水
質
及
び
底
質
の
調
査
を

定
期
的
に
実
施
 

 
 

(3
)水

質
事
故

へ
の
対
応
 

水
質
事
故
時
の
情
報

の
迅
速
な
伝
達
と
共

有
化
（
関
係
機
関
連

携
）
 

｢
武
庫
川
水
質
連
絡
会

議
｣等

と
の
連
携
 

事
故

発
生

時
に

は
迅

速
な

連
携

を
図

る
と

と
も
に
、
事
故
発
生
等

に
備
え
、
平
常
時
に
も

情
報
共
有
を
図
る
 

｢
武
庫
川
水
質
連
絡
会

議
｣を

開
催
 

(H
23
.9
.2
1)
 

水
質

事
故

は
な

か
っ

た
が
、
情
報
共
有
を
図

る
た
め
、
｢武

庫
川
水

質
連
絡
会
議
｣を

開
催

(年
４
回
実
施
：
8
月
、
 

11
月
、
1
月
、
3
月
) 

事
故
発
生
時
に
連
絡
体
制

表
に
基
づ
き
連
携
を
行
っ

た
ほ
か
、
｢武

庫
川
水
質
連

絡
会
議
｣を

開
催
(年

４
回

実
施
：
7
月
、
11

月
、
 

1
月
、
3
月
) 
 

 
 

(4
)わ

か
り
や

す
い

水
質

指
標

に
よ

る
調
査
 

地
域
住
民
が
身
近
な

河
川
の
水
質
調
査
を

通
じ
て
川
と
の
つ
な

が
り
を
深
め
る
 

わ
か

り
や

す
い

水
質

指
標

に
よ

る
調

査
の

実
施
を
検
討
（
関
係
機

関
連
携
）
 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
等

で
実

施
方

策
を

検
討

し
順
次
実
施
 

わ
か
り
や
す
い
水
質

指
標
設
定
に
向
け
、
水

質
デ
ー
タ
を
蓄
積
 

わ
か
り
や
す
い
水
質

指
標
設
定
に
向
け
、
水

質
デ
ー
タ
を
蓄
積
 

県
主
催
の
交
流
会
で
地
域

が
取
り
組
む
水
質
指
標
に

つ
い
て
事
例
紹
介
 

 
 

(5
)水

生
植
物

に
よ

る
自

然
浄

化
機

能
の
向
上
 

河
積
に
余
裕
が
あ
る

箇
所
で
の
自
然
浄
化

機
能
の
向
上
 

オ
ギ

や
ヨ

シ
等

の
水

生
植
物
の
再
生
（
住
民

連
携
）
 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
等

で
実

施
方

策
を

検
討

し
順
次
実
施
 

該
当
箇
所
(武

庫
川
上

流
部
)の

工
事
に
合
わ

せ
、
水
生
植
物
の
再
生

を
実
施
 

該
当
箇
所
(武

庫
川
上

流
部
)の

工
事
に
合
わ

せ
、
水
生
植
物
の
再
生

を
実
施
 

該
当
箇
所
(
武
庫
川
上
流

部
)の

工
事
に
合
わ
せ
、
水

生
植
物
の
再
生
を
実
施
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管理番号１８［点検票Ⅲ］ 

 

４．点検・評価（Ｃ）及び改善（Ａ） （第１期（H23～H27）） 

 

年度毎の点検・評価（Ｃ） 事業の改善（Ａ）※第１期の総括 

(H23点検・評価) 

・下水道整備については、合流式下水道緊急改善計画を平成 25 年度末ま

でに完了できるよう、関係市への働きかけを行う。 

・水質調査等については、水質汚濁防止法に基づき、今後も継続して調査

を実施する。 

・水質事故等に備え、今後も定期的に「武庫川水質連絡会議」を開催し、

情報共有に努めていく。 

・流域連携を促進するために、今後、環境を切り口としたﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ等の開

催を検討し、このなかで、わかりやすい水質指標による調査や、オギ・

ヨシ等の水生植物の再生についての実施方策等を検討のうえ、適切な役

割分担の下、具体化を図る。 

 

 

(H24点検・評価) 

・下水道整備については、合流式下水道緊急改善計画を平成 25 年度末ま

でに完了できるよう、関係市への働きかけを行う。 

・水質調査等については、水質汚濁防止法に基づき、今後も継続して調査

を実施する。 

・水質事故等に備え、今後も定期的に「武庫川水質連絡会議」を開催し、

情報共有に努めていく。 

・今後「みんなで取り組む武庫川づくり交流会」を活用し、わかりやすい

水質指標による調査や、オギ・ヨシ等の水生植物の再生についての実施

方策等を検討のうえ、適切な役割分担の下、具体化を図る。 

 

(H25点検・評価) 

・下水道整備については、合流改善にかかる施設整備は完了しており、今

後、その効果の検証を行うこととしている。 

・水質調査等については、水質汚濁防止法に基づき、今後も継続して調査

を実施する。 

・水質事故等に備え、今後も定期的に「武庫川水質連絡会議」を開催し、

情報共有に努めていく。 

(H26点検・評価) 

 

 

 

 

 

 

 

(H27点検・評価) 

 

 

 

 

 

 

  
＜総合評価＞ 

※＜総合評価＞ ◎：目標を達成した ○：目標を概ね達成した △：目標をやや下回った ▲：目標を下回った 
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管理番号１９［点検票Ⅰ］ 

 

河川整備計画の 

事項・項目 

 

第４章 河川整備の実施に関する事項 

 第４節 河川の維持管理等に関する事項 

  １ 河川の維持管理 

（１）維持・修繕工事の実施 

    ① 河道、堤防、護岸等  ② 親水施設等  ③ 樹木等  ④ 水文観測施設 

  （２）不法行為等への指導  （３）除草・清掃の実施 

  （４）適切な施設操作の実施  （５）占用許可工作物への適切指導 

実施目標 

 

河道の確保、堤防・護岸の機能維持、河川利用者の安全確保、不法行為等の防止、施設の機能維持、

占用許可工作物への適切指導に取り組む。 

１．施策の概要 

 

平成21年度に策定した「兵庫県河川維持管理計画」に基づき、定期的に点検を行って河川の状態を把握し、効果的・効率的に

河川の維持管理を行う。 

２．期別計画（Ｐ）  

 

河川整備計画の事項・項目 取組方針 点検指標 
期別計画（Ｐ） 

第1期 
（H23～H27） 

第2期 
（H28～H32） 

第3期 
（H33～H37） 

第4期 
（H38～H42） 

(1)維持･ 

修繕工 

事の実 

施 

①河道､堤 

防､護岸 

等 

河道の確保、堤

防・護岸の機能

維持 

河床低下や異常な洗

掘箇所における根固

工などの洗掘対策、流

下能力が著しく低下

している箇所におけ

る河道掘削等、堤防・

護岸の変状箇所にお

ける修繕工事 

｢兵庫県河川維持管理計画｣に基づく巡視点検を行い、 

必要に応じ洗掘対策、河道掘削、修繕工事等を実施 

<下流部築堤区間> 

・定期的な横断測量や

堤防・護岸の点検 

・必要に応じた維持掘

削 

・堤防・護岸の修繕工

事 

定期的な横断測量や｢兵庫県河川維持管理計画｣に基づ

く巡視点検を行い、必要に応じ維持掘削、修繕工事を

実施 

②親水施 

設等 

河川利用施設及

び警報システム

や避難誘導施設

の機能確保 

老朽化した河川利用

施設及び警報システ

ムや避難誘導施設の

更新 

｢兵庫県河川維持管理計画｣に基づく巡視点検を行い、 

必要に応じ施設の更新を実施 

③樹木等 適切な樹木管理 ・河川区域内樹木等の

巡視・点検 

・堤防の安全性に悪影

響を及ぼす樹木の

伐採・抜根等 

｢兵庫県河川維持管理計画｣に基づく巡視点検を行い、 

必要に応じ樹木の伐採・抜根等を実施 

適正な樹木管理

についての検討 

治水上支障となる樹

木の伐採や治水上の

支障がない範囲での

植樹等 

適正な樹木

管理につい

て検討 

－ 

④水文観 

測施設 

水文観測施設の

機能確保 

・適切な維持管理 

・老朽施設の更新 

｢兵庫県河川維持管理計画｣に基づく巡視点検を行い、 

必要に応じ施設の更新を実施 

(2)不法行為等への指導 治水上著しい支

障がある不法行

為者への指導

（関係部局連

携） 

不法行為者への指導 ｢兵庫県河川維持管理計画｣に基づく巡視点検を行い、 

必要に応じ不法行為者への指導を実施 

 

（次ページへ続く） 
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管理番号１９［点検票Ⅰ］ 

 

 

（前ページから続き） 

河川整備計画の事項・項目 取組方針 点検指標 
期別計画（Ｐ） 

第1期 
（H23～H27） 

第2期 
（H28～H32） 

第3期 
（H33～H37） 

第4期 
（H38～H42） 

(3)除草・清掃の実施 安全な河川利用

の促進、防犯防

火等を目的とし

た除草・清掃の

実施 

・クリーン作戦(県市

共同) 

・利用者の多い箇所に

おける定期的な除

草・清掃 

継続的に実施 

河川愛護活動・ひょう

ごアドプト等に対す

る清掃資材提供等の

支援 

継続的に実施 

回収ゴミの適切な処

理（県市連携） 

継続的に実施 

(4)適切な施設操作の実

施 

樋門等の適正な

機能発揮 

樋門等の操作の実

施・指導 

｢兵庫県河川維持管理計画｣に基づく巡視点検を行い、

必要に応じ操作責任者や関係者とともにルールや操作

体制について確認 

水防倉庫の適正

活用 

水防倉庫の適正活用 ｢兵庫県河川維持管理計画｣に基づく巡視点検、水防時

の適正活用 

(5)占用許可工作物への

適切指導 

河川管理上支障

となる占用許可

工作物の改善、

現行の構造基準

を満たしていな

い施設の改善 

施設管理者への指導 ｢兵庫県河川維持管理計画｣に基づく巡視点検を行い、 

必要に応じ施設管理者への指導を実施 

出水時における

排水ポンプ場の

合理的な運転調

整方法の検討 

運転調整方法の検討 総合治水条

例に規定さ

れた排水計

画の指針に

基づいた指

定ポンプ施

設の排水計

画を策定す

る 

－ 
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管
理
番
号
１
９
［
点
検
票
Ⅱ
］
 

３
．
年
度
毎
の
実
績
（
Ｄ
）
 
（
第
１
期
（
H2
3～

H2
7）
）
 

 

 

河
川
整
備
計
画
の
事
項
・
項

目
 

取
組

方
針

 
点

検
指

標
 

期
別
計
画
（
Ｐ
）
 

(第
１
期
) 

実
績

（
Ｄ

）
 

H2
3 

H2
4 

H2
5 

H2
6 

H2
7 

(1
)
維

持
･

修
繕

工
事

の
実

施
 

①
河
道
､
堤

防
､護

岸
等
 

河
道

の
確

保
、

堤
防
・
護
岸
の
機
能
維

持
 

河
床
低
下
や
異
常
な
洗
掘
箇

所
に
お
け
る
根
固
工
な
ど
の

洗
掘
対
策
、
流
下
能
力
が
著
し

く
低
下
し
て
い
る
箇
所
に
お

け
る
河
道
掘
削
等
、
堤
防
・
護

岸
の
変
状
箇
所
に
お
け
る
修

繕
工
事
 

｢
兵

庫
県

河
川

維
持

管
理

計
画
｣に

基
づ
く
巡
視
点
検
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
洗
掘
対
策
、

河
道
掘
削
、
修
繕
工
事
等
を
実

施
 

巡
視
点
検
の
結
果
、

洗
掘
対
策
、
河
道
掘

削
、
修
繕
工
事
等
を

実
施
 

巡
視
点
検
の
結
果
、
洗

掘
対
策
、
河
道
掘
削
、

修
繕
工
事
等
を
実
施
 

有
馬

川
の

護
岸

修
繕

L=
77
m 

維
持

掘
削

L=
1,
34
0m
 

等
 

巡
視
点
検
の
結
果
、

洗
掘
対
策
、
修
繕
工

事
等
を
実
施
 

・
本
川
（
天
王
寺
川
合
流

点
～
逆
瀬
川
合
流
点
）

の
洗
掘
対
策
及
び
維

持
掘
削
 L
=2
,7
00
m 

・
有
野
川
の
護
岸
修
繕
 

L=
14
4m
 
等
 

 
 

<下
流
部
築
堤
区
間
> 

・
定
期
的
な
横
断
測
量
や
堤

防
・
護
岸
の
点
検
 

・
必
要
に
応
じ
た
維
持
掘
削
 

・
必
要
に
応
じ
た
堤
防
・
護
岸

の
修
繕
工
事
 

定
期
的
な
横
断
測
量
や
「
兵
庫

県
河
川
維
持
管
理
計
画
」
に
基

づ
く
巡
視
点
検
を
行
い
、
必
要

に
応
じ
維
持
掘
削
、
修
繕
工
事

を
実
施
 

巡
視
点
検
の
結
果
、

護
岸

の
修

繕
工

事
を
実
施
 

巡
視
点
検
の
結
果
、
護

岸
の

修
繕

工
事

を
実

施
 

武
庫

川
(
西

宮
市

堤
町

)
護

岸
修

繕
L=
49
.0
m 

等
 

巡
視
点
検
の
結
果
、

修
繕
工
事
な
し
 

 
 

②
親

水
施

設
等
 

河
川

利
用

施
設

及
び

警
報

シ
ス

テ
ム

や
避

難
誘

導
施

設
の
機
能
確
保
 

老
朽
化
し
た
河
川
利
用
施
設

及
び
警
報
シ
ス
テ
ム
や
避
難

誘
導
施
設
の
更
新
 

｢
兵

庫
県

河
川

維
持

管
理

計
画
｣に

基
づ
く
巡
視
点
検
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
施
設
の
更
新

を
実
施
 

巡
視
点
検
の
結
果
、

施
設
の
更
新
な
し
 

巡
視
点
検
の
結
果
、
施

設
の
更
新
な
し
 

巡
視
点
検
の
結
果
、

施
設
の
更
新
な
し
 

 
 

③
樹
木
等
 

適
切
な
樹
木
管
理
 

・
河
川
区
域
内
樹
木
等
の
巡

視
・
点
検
 

・
堤
防
の
安
全
性
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
樹
木
の
伐
採
・
抜
根

等
 

｢
兵

庫
県

河
川

維
持

管
理

計
画
｣に

基
づ
く
巡
視
点
検
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
樹
木
の
伐

採
・
抜
根
等
を
実
施
 

巡
視
点
検
の
結
果
、

樹
木
の
伐
採
・
抜
根

等
を
実
施
 

巡
視
点
検
の
結
果
、
樹

木
の
伐
採
・
抜
根
を
実

施
 

・
武
庫
川
下
流
部
築
堤
区

間
の
危
険
木
 
72

本
 

・
有
野
川
 
10

本
 

巡
視
点
検
の
結
果
、

樹
木
の
伐
採
・
抜
根

を
実
施
 

・
武
庫
川
（
天
王
寺
川

合
流
点
～
観
音
谷
川

合
流
点
）
 
等
 

 
 

適
正

な
樹

木
管

理
に
つ
い
て
の
検
討
 

治
水
上
支
障
と
な
る
樹
木
の
伐
採

や
治
水
上
の
支
障
が
な
い
範
囲
で

の
植
樹
等
に
つ
い
て
の
検
討
 

適
正
な
樹
木
管
理
に
つ
い
て

検
討
 

現
況

の
樹

木
調

査
を
実
施
 

(下
流
部
築
堤
区
間
) 

 
 

④
水

文
観

測
施
設
 

水
文

観
測

施
設

の
機
能
確
保
 

・
適
切
な
維
持
管
理
 

・
老
朽
施
設
の
更
新
 

｢
兵

庫
県

河
川

維
持

管
理

計
画
｣に

基
づ
く
巡
視
点
検
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
施
設
の
更
新

を
実
施
 

巡
視
点
検
の
結
果
、

施
設
の
更
新
な
し
 

河
川
水
位
及
び
監
視
カ
メ
ラ

の
We
d
配
信
サ
ー
バ
の
更
新

を
行
っ
た
（
宝
塚
土
木
) 

武
田
尾
水
位
計
交
換
及

び
各
種
河
川
監
視
ｼｽ
ﾃﾑ

の
UP
S
無
停
電
装
置
交

換
等
（
宝
塚
土
木
）
 

 
 

(2
)不

法
行
為
等
へ
の
指
導
 

治
水

上
著

し
い

支
障

が
あ

る
不

法
行

為
者
へ
の
指
導
（
関

係
部
局
連
携
）
 

不
法
行
為
者
へ
の
指
導
 

｢
兵

庫
県

河
川

維
持

管
理

計
画
｣に

基
づ
く
巡
視
点
検
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
不
法
行
為
者

へ
の
指
導
を
実
施
 

巡
視
点
検
の
結
果
、

不
法

行
為

者
へ

の
指
導
を
実
施
 

巡
視
点
検
の
結
果
、
不

法
行

為
者

へ
の

指
導

を
実
施
 

巡
視
点
検
の
結
果
、

不
法
行
為
者
へ
の
指

導
を
実
施
 

 
 

 

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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管
理
番
号
１
９
［
点
検
票
Ⅱ
］
 

３
．
年
度
毎
の
実
績
（
Ｄ
）
 
（
第
１
期
（
H2
3～

H2
7）
）
 

 

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き
）
 

河
川
整
備
計
画
の
事

項
・
項
目
 

取
組

方
針

 
点

検
指

標
 

期
別
計
画
（
Ｐ
）
 

(第
１
期
) 

実
績

（
Ｄ

）
 

H2
3 

H2
4 

H2
5 

H2
6 

H2
7 

(3
)除

草
・
清
掃
の
実

施
 

安
全

な
河

川
利

用
の

促
進
、
防
犯
防
火
等
を

目
的
と
し
た
除
草
・
清

掃
の
実
施
 

・
ク
リ
ー
ン
作
戦
(県

市
共
同
) 

・
利
用
者
の
多
い
箇
所
に
お
け

る
定
期
的
な
除
草
・
清
掃
 

継
続
的
に
実
施
 

ク
リ

ー
ン

作
戦

を
実

施
 

ク
リ

ー
ン

作
戦

を
実

施
 

ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実

施
 

 
 

河
川
愛
護
活
動
・
ひ
ょ
う
ご
ア

ド
プ
ト
等
に
対
す
る
清
掃

資
材
提
供
等
の
支
援
 

継
続
的
に
実
施
 

清
掃

資
材

提
供

等
を

実
施
 

清
掃

資
材

提
供

等
を

実
施
 

清
掃
資
材
提
供
等
を

実
施
 

 
 

回
収
ゴ
ミ
の
適
切
な
処
理
（
県

市
連
携
）
 

継
続
的
に
実
施
 

適
切
な
処
理
を
実
施
 

適
切
な
処
理
を
実
施
 

適
切
な
処
理
を
実
施
 

 
 

(4
)適

切
な
施
設
操
作

の
実
施
 

樋
門

等
の

適
正

な
機

能
発
揮
 

樋
門
等
の
操
作
の
実
施
・
指
導
 

｢
兵

庫
県

河
川

維
持

管
理

計

画
｣に

基
づ
く
巡
視
点
検
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
操
作
責
任
者

や
関
係
者
と
と
も
に
ル
ー
ル

や
操
作
体
制
に
つ
い
て
確
認
 

巡
視
点
検
を
実
施
し
、

樋
門

等
の

機
能

を
維

持
 

巡
視
点
検
を
実
施
し
、

樋
門

等
の

機
能

を
維

持
 

巡
視

点
検

を
実

施

し
、
樋
門
等
の
機
能

を
維
持
 

 
 

(水
防
時
) 

水
防

倉
庫

の
適

正
活

用
 

水
防
倉
庫
の
適
正
活
用
 

｢
兵

庫
県

河
川

維
持

管
理

計

画
｣に

基
づ
く
巡
視
点
検
、
水

防
時
の
適
正
活
用
 

巡
視

点
検

を
行

い
資

材
補

充
す

る
と

と
も

に
、
水
防
時
に
は
適
正

に
活
用
 

巡
視

点
検

を
行

い
資

材
補

充
す

る
と

と
も

に
、
水
防
時
に
は
適
正

に
活
用
 

巡
視
点
検
を
行
い
資

材
補
充
す
る
と
と
も

に
、
水
防
時
に
は
適

正
に
活
用
 

 
 

(5
)占

用
許
可
工
作
物

へ
の
適
切
指
導
 

河
川

管
理

上
支

障
と

な
る

占
用

許
可

工
作

物
の
改
善
、
現
行
の
構

造
基

準
を

満
た

し
て

い
な
い
施
設
の
改
善
 

施
設
管
理
者
へ
の
指
導
 

｢
兵

庫
県

河
川

維
持

管
理

計

画
｣に

基
づ
く
巡
視
点
検
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
施
設
管
理
者

へ
の
指
導
を
実
施
 

巡
視
点
検
の
結
果
、
速

や
か
に
点
検
、
修
繕
等

を
必

要
と

す
る

施
設

は
な
か
っ
た
 

巡
視
点
検
の
結
果
、
速

や
か
に
点
検
、
修
繕
等

を
必

要
と

す
る

施
設

は
な
か
っ
た
 

巡
視
点
検
の
結
果
、

速
や
か
に
点
検
、
修

繕
等
を
必
要
と
す
る

施
設
は
な
か
っ
た
 

 
 

出
水
時
に
お
け
る
排
水

ポ
ン
プ
場
の
合
理
的
な

運
転
調
整
方
法
の
検
討
 

運
転
調
整
方
法
の
検
討
 

総
合
治
水
条
例
に
規
定
さ
れ

た
排
水
計
画
の
指
針
に
基
づ

い
た
指
定
ポ
ン
プ
施
設
の
排

水
計
画
を
策
定
す
る
 

宝
塚

市
ポ

ン
プ

場
へ

の
運

転
調

整
に

係
る

浸
水

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン
を
実
施
し
た
 

下
水

道
管

理
者

と
協

議
し

な
が

ら
排

水
計

画
の

指
針

の
検

討
を

行
っ
た
。
 

下
水
道
管
理
者
と
協

議
し
な
が
ら
排
水
計

画
の
指
針
の
検
討
を

行
っ
た
。
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管理番号１９［点検票Ⅲ］ 

 

４．点検・評価（Ｃ）及び改善（Ａ） （第１期（H23～H27）） 

 

年度毎の点検・評価（Ｃ） 事業の改善（Ａ）※第１期の総括 

(H23点検・評価) 

・河川の巡視点検を行い、必要に応じて、維持・修繕工事、不法行為等へ

の指導、除草・清掃、適切な施設操作を実施した。今後も継続して、適

正な維持管理に努める。 

・排水ポンプ場の合理的な運転調整方法の検討については、宝塚市ポンプ

場の運転調整に係る浸水シミュレーションを実施し、内水被害の把握を

行った。今後、検討結果を踏まえ、排水計画の策定を行う。 

 

 

(H24点検・評価) 

・河川の巡視点検を行い、必要に応じて、維持・修繕工事、樹木伐採、除

草・清掃を実施した。今後も継続して、適正な維持管理に努める。 

・下水道管理者と協議を行いながら排水計画の指針について検討を行っ

た。早期の計画策定を目指し、今後も検討を継続していく。 

 

(H25点検・評価) 

・河川の巡視点検を行い、必要に応じて、維持・修繕工事、樹木伐採、除

草・清掃を実施した。今後も継続して、適正な維持管理に努める。 

・下水道管理者と協議を行いながら排水計画の指針について検討を行っ

た。早期の計画策定を目指し、今後も検討を継続していく。 

 

(H26点検・評価) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(H27点検・評価) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜総合評価＞ 

※＜総合評価＞ ◎：目標を達成した ○：概ね達成した △：目標をやや下回った ▲：下回った 
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管理番号２０［点検票Ⅰ］ 

 

河川整備計画の 

事項・項目 

 
第４章 河川整備の実施に関する事項 

 第４節 河川の維持管理等に関する事項 

  ２ 流域連携 

（１）地域社会と河川の良好な関係の構築 

    ① 流域対策・減災対策  ② 動植物の生活環境の保全・再生  ③ 川の計画づくり 

    ④ 河川利用と人と河川の豊かなふれあいの確保等  ⑤ 水質の向上 

  （２）多様な主体が取り組む武庫川づくりへの支援 

  （３）自律的な流域ネットワークとの連携 

実施目標 

 
「参画と協働」による武庫川づくりを基本として、地域住民等、大学、NPO、事業者の研究機関、流域

市、県が適切な役割分担のもと連携を進め、「地域共有の財産」である武庫川を守り育てる。 

１．施策の概要 

 
適切な役割分担のもと連携を進めるとともに、「地域社会と河川の良好な関係の構築」「多様な主体が取り組む武庫川づくり

への支援」「自律的な流域ネットワークとの連携」を柱とした武庫川づくりに取り組む。 

２．期別計画（Ｐ）  

 

河川整備計画の事項・項目 取組方針 点検指標 
期別計画（Ｐ） 

第1期 
(H23～H27) 

第2期 
(H28～H32) 

第3期 
(H33～H37) 

第4期 
(H38～H42) 

(1)地域社会と河川の良

好な関係の構築 

地域住民等と連

携した河川の維

持管理等 

ひょうごアドプト等

の実施 

｢参画と協働｣の推進 

 

 

 ｢武庫川流域総合治

水推進協議会｣の設

置 

｢武庫川流域総合治

水推進計画｣の策定 

･｢武庫川流域総合治水

推進協議会｣の設置 

･｢武庫川流域総合治

水推進計画｣の策定 

 

①流域対策･減災対

策 

学校､公園､ため

池を利用した貯

留施設の整備 

(流域市連携) 

学校・公園・ため池等
を利用した貯留施設
等の整備 

(貯留量約64万m3○流) 

水害リスクに対

する認識の向上

や避難方法の周

知 

わがまちを歩く体

験型講座や住民主

体のハザードマップ

づくりなどの支援 

②動植物の生活環

境の保全･再生 

動植物の生活環

境の保全･再生

(住民連携) 

アユが遡上する川づ

くりや外来種除去を

通じた在来種の保全

等 

③川の景観づくり 地域のまちづくり

にあわせた景観づ

くり(各市連携) 

地域の個性に配慮し

た景観づくり 

④河川利用と人と

河川の豊かなふ

れあいの確保等 

河川利用と人と

川の豊かなふれ

あいの確保等 

(住民連携) 

河口部での干潟の創

出等を活用した魅力

ある水辺とのふれあ

いの場の創造等 

⑤水質の向上 地域住民が水質

調査を通じて川

とのつながりを

深める 

わかりやすい水質

指標による調査の

実施を検討 

(関係機関連携) 

（次ページへ続く） 

＜凡例＞○流：武庫川流域内の合計値全県の合計値 
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管理番号２０［点検票Ⅰ］ 

 

 

 （前ページから続き） 

河川整備計画の事項・項目 取組方針 点検指標 
期別計画（Ｐ） 

第1期 
(H23～H27) 

第2期 
(H28～H32) 

第3期 
(H33～H37) 

第4期 
(H38～H42) 

(2)多様な主体が取り組

む武庫川づくりへの

支援 

公平性、透明性を

基本に活動主体

の自発性、自律性

を損なわないよ

う配慮した支援 

活動資金の助成 ｢参画と協働の推進方策｣に基づき、各種助成を継続

して実施 

･活動主体の情報発

信 

･相互の連携・交流

の支援等 

｢参画と協働の推進方策｣に基づき、情報発信、連携・

交流の支援等を継続して実施 

 ①連携･交流のため

の機会提供 

流域ネットワー

クの自律的な形

成に向けた支援 

他の活動主体との

連携・交流の機会と

なるシンポジウム

等の開催 

適宜実施 

②連携･交 のための

情報提供 

活動主体の概要と

その活動内容など

の情報提供 

ホームページを活用した情報提供の実施 

(3)自律的な流域ネット

ワークとの連携 

自律的な流域ネ

ットワークとの

連携 

流域ネットワーク

との連携の具体化 

流域を代表するネットワーク等が形成された場合に

は、流域市や流域ネットワークの意見も聴きながら

連携のあり方について検討し、具体化を図る。 
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管
理
番
号
２
０
［
点
検
票
Ⅱ
］
 

３
．
年
度
毎
の
実
績
（
Ｄ
）
 
（
第
１
期
（
H2
3～

H2
7）
）
 

 

 

河
川
整
備
計
画
の

事
項
・
項
目
 

取
組

方
針

 
点

検
指

標
 

期
別
計
画

（
Ｐ
）
 

(第
１
期
) 

実
績

（
Ｄ

）
 

H2
3 

H2
4 

H2
5 

26
 

27
 

(1
)
地
域
社
会
と
河

川
の

良
好

な
関

係
の
構
築
 

地
域
住
民
等
と
連
携

し
た
河
川
の
維
持
管

理
等
 

ひ
ょ
う
ご
ア
ド
プ
ト
等
の

実
施
 

｢参
画
と
協

働
｣の

推
進
 

･工
事
へ
の
理
解
と
協
力
を
得
る
た
め
の
住

民
説
明
会
等
(5
0
回
)や

、
河
川
敷
利
用
の

あ
り
方
等
に
つ
い
て
意
見
を
聴
く
地
域
懇

談
会
(3

回
)等

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
住

民
意
見
を
で
き
る
だ
け
反
映
し
た
計
画
づ

く
り
を
実
施
(下

流
部
築
堤
区
間
) 

･
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
委
員
会
の
設
置
･開

催
(H
23
.9
) 

･シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
｢武

庫
川
か
ら
は
じ
め
る
総

合
治
水
｣(
H2
3.
9
開
催
､参

加
者
約

45
0
人
) 

・
ひ
ょ
う
ご
ア
ド
プ
ト
に
よ
る
河
川
敷
清
掃

等
の
支
援
(1
2
団
体
)等

 

･
工
事
へ
の
理
解
と
協
力
を
得
る
た

め
の
住
民
説
明
会
等
(2
1
回
)を

実
施
(下

流
部
築
堤
区
間
) 

･｢
み
ん
な
で
取
り
組
む
武
庫
川
づ
く

り
交
流
会
｣の

開
催
(H
25
.3
) 

･
ひ
ょ
う
ご
ア
ド
プ
ト
に
よ
る
河
川

敷
清
掃
等
の
支
援
(1
4
団
体
) 

等
 

・
工
事
へ
の
理
解
と
協
力
を
得
る
た
め

の
住
民
説
明
会
等
(2
0
回
)を

実
施

(下
流
部
築
堤
区
間
) 

・
｢第

2
回
み
ん
な
で
取
り
組
む
武
庫
川

づ
く
り
交
流
会
｣の

開
催
(H
25
.1
2)
 

・
ひ
ょ
う
ご
ア
ド
プ
ト
に
よ
る
河
川
敷

清
掃
等
の
支
援
(1
4
団
体
) 

等
 

 
 

 
｢武

庫
川
流
域
総
合
治
水
推

進
協
議
会
｣の

設
置
 

｢武
庫
川
流
域
総
合
治

水
推
進
計
画
｣の

策
定
 

･｢
武
庫
川
流
域
総
合
治
水

推
進
協
議
会
｣の

設
置
 

･｢
武
庫
川
流
域
総
合
治
水

推
進
計
画
｣の

策
定
 

･県
市
共
同
で
｢協

議
会
｣設

置
(H
22
.1
1)
 

・
｢推

進
計
画
｣策

定
(H
22
.1
1)
 

 
 ｢
流
域
対
策
実
施
計
画
｣策

定
(H
24
.2
) 

総
合
治
水
条
例
に
基
づ
き
総
合
治
水
推

進
協
議
会
を
設
置
し
、
 ｢
阪
神
西
部
(武

庫
川
流
域
圏
)地

域
総
合
治
水
推
進
計

画
｣を

策
定
(H
25
.3
) 

総
合
治
水
条
例
に
基
づ
く
「
阪
神
西
部
(武

庫
川
流
域
圏
)地

域
総
合
治
水
推
進
協
議
会
」
を

1
回
開
催
 

 
 

 
①

流
域

対
策

･
減
災
対
策
 

学
校
､公

園
､た

め
池

を
利
用
し
た
貯
留
施

設
の
整
備
 

(流
域
市
連
携
) 

学
校
・
公
園
・
た
め
池
等

を
利
用
し
た
貯
留
施
設
等

の
整
備
 

（
貯
留
量
約

64
万

m3
○流
） 

約
0.
3
万

m3
○流
着
手

(学
校

2
箇
所
) 

［
累
計
約

0.
4
万

m3
○流
着
手
］
 

(H
23

年
度
ま
で
に
公
園

1
箇
所
､学

校
2
箇
所
) 

累
計
 約

1.
0
万

m3
○流
着
手
 
 

(累
計
：
公
園

1箇
所
、
学
校
３
箇
所
) 

 

累
計
 約

1.
5
万

m3
○流
着
手
 
 

(累
計
：
公
園

1箇
所
、
学
校

6箇
所
、
そ
の
他

1箇
所

着
手
) 

 
 

水
害
リ
ス
ク
に
対
す

る
認
識
の
向
上
や
避

難
方
法
の
周
知
 

わ
が
ま
ち
を
歩
く
体
験
型

講
座
や
住
民
主
体
の
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
づ
く
り
な
ど

の
支
援
 

住
民
自
ら
が
ま
ち
を
歩
き
な
が
ら
手
づ
く
り

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
 (
市

12
回
○圏
) 

住
民
自
ら
が
ま
ち
を
歩
き
な
が
ら
手

づ
く
り
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

(市
8
回
○圏
) 

住
民
自
ら
が
ま
ち
を
歩
き
な
が
ら
手
づ

く
り
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
(市

26
回
○圏
) 

 
 

②
動
植
物
の
生

活
環
境
の
保

全
･再

生
 

動
植
物
の
生
活
環
境

の
保
全
･再

生
(住

民
連
携
) 

ア
ユ
が
遡
上
す
る
川
づ
く

り
や
外
来
種
除
去
を
通
じ

た
在
来
種
の
保
全
等
 

県
､漁

協
､地

域
住
民
､学

識
者
の
連
携
に
よ

る
ア
ユ
の
産
卵
場
造
成
(2

号
床
止
下
流
) 

県
､漁

協
､地

域
住
民
､学

識
者
の
連

携
に
よ
る
ア
ユ
の
産
卵
場
造
成
(2

号
床
止
下
流
) 

・
県
､漁

協
､地

域
住
民
､学

識
者
の
連
携

に
よ
る
ア
ユ
の
産
卵
場
造
成
(2

号
床

止
下
流
) 

・
2
号
床
止
で
魚
道
の
小
規
模
改
良
工
事

を
試
験
的
に
実
施
。
 

 
 

③
川
の
景
観
づ

く
り
 

地
域
の
ま
ち
づ
く
り

に
あ
わ
せ
た
景
観
づ

く
り

(各
市
連
携
) 

地
域
の
個
性
に
配
慮
し
た

景
観
づ
く
り
 

除
草
や
清
掃
等
を
実
施
し
、
武
庫
川
ら

し
い
良
好
な
景
観
維
持
に
努
め
た
。
 

除
草
や
清
掃
等
を
実
施
し
、武

庫
川
ら

し
い
良
好
な
景
観
維
持
に
努
め
た
。
 

除
草
や
清
掃
等
を
実
施
し
、
武
庫
川
ら

し
い
良
好
な
景
観
維
持
に
努
め
た
。
 

 
 

④
河
川
利
用
と
人

と
河
川
の
豊
か

な
ふ
れ
あ
い
の

確
保
等
 

河
川
利
用
と
人
と
河

川
の
豊
か
な
ふ
れ
あ

い
の
確
保
等
(
住
民

連
携
) 

河
口
部
で
の
干
潟
の
創
出

等
を
活
用
し
た
魅
力
あ
る

水
辺
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場

の
創
造
等
 

河
川
改
修
の
実
施
設
計
に
お
い
て
、
汽

水
域
の
拡
大
・
干
潟
創
出
等
の
検
討
に

着
手
。
 

河
口
部
で
の
干
潟
創
出
に
つ
い
て
は
、

「
環
境
の
２
つ
の
原
則
検
討
会
」の

意
見
を
聴
き
な
が
ら
検
討
を
実
施
 

河
口
部
で
の
干
潟
創
出
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
河
川
改
修
の
進
捗
に
併

せ
て
整
備
に
着
手
。
 

 
 

⑤
水
質
の
向
上
 

地
域
住
民
が
水
質
調

査
を
通
じ
て
川
と
の

つ
な
が
り
を
深
め
る
 

わ
か
り
や
す
い
水
質
指
標

に
よ
る
調
査
の
実
施
を
検

討
(関

係
機
関
連
携
) 

わ
か
り
や
す
い
水
質
指
標
設
定
に
向

け
、
水
質
デ
ー
タ
を
蓄
積
 

わ
か
り
や
す
い
水
質
指
標
設
定

に
向
け
、
水
質
デ
ー
タ
を
蓄
積
 

県
主
催
の
交
流
会
で
地
域
が
取
り
組
む

水
質
指
標
に
つ
い
て
事
例
紹
介
 

 
 

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
 

＜
凡
例
＞
○流

：
武
庫
川
流
域
内
の
合
計
値
全
県
の
合
計
値
、
○圏

：
武
庫
川
流
域
＋
(尼

崎
・
西
宮
両
市
の
南
部
地
域
)の

合
計
値
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管
理
番
号
２
０
［
点
検
票
Ⅱ
］
 

３
．
年
度
毎
の
実
績
（
Ｄ
）
 
（
第
１
期
（
H2
3～

H2
7）
）
 

 

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き
）
 

河
川
整
備
計
画
の
事

項
・
項
目
 

取
組

方
針

 
点

検
指

標
 

期
別
計
画
（
Ｐ
）
 

(第
１
期
) 

実
績

（
Ｄ

）
 

H2
3 

H2
4 

H2
5 

H2
6 

H2
7 

(2
)
多

様
な

主
体

が
取

り
組
む
武
庫
川
づ
く

り
へ
の
支
援
 

多
様
な
主
体
が
取
り
組

む
武
庫
川
づ
く
り
へ
の

支
援
 

活
動
資
金
の
助
成
 

｢参
画
と
協
働
の
推
進
方

策
｣に

基
づ
き
、
各
種
助

成
を
実
施
 

地
域

づ
く

り
活

動
応

援
事
業
、
ひ
ょ
う
ご
ボ

ラ
ン

タ
リ

ー
基

金
助

成
事

業
等

に
よ

る
助

成
を
実
施
 

地
域

づ
く

り
活

動
応

援
事
業
、
ひ
ょ
う
ご
ボ

ラ
ン

タ
リ

ー
基

金
助

成
事

業
等

に
よ

る
助

成
を
実
施
 

地
域
づ
く
り
活
動
応

援
事
業
、
ひ
ょ
う
ご
ボ

ラ
ン
タ
リ
ー
基
金
助

成
事
業
等
に
よ
る
助

成
を
実
施
 

 
 

･活
動
主
体
の
情
報
発
信
 

･相
互
の
連
携
・
交
流
の

支
援
等
 

｢参
画
と
協
働
の
推
進
方

策
｣に

基
づ
き
、
情
報
発

信
、
連
携
・
交
流
支
援
等

を
実
施
 

地
域

づ
く

り
活

動
情

報
シ
ス
テ
ム
｢コ

ラ
ボ

ネ
ッ
ト
｣の

運
営
、
地

域
づ

く
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
会
議
等
を
実
施
 

地
域

づ
く

り
活

動
情

報
シ
ス
テ
ム
｢コ

ラ
ボ

ネ
ッ
ト
｣の

運
営
、
地

域
づ

く
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
会
議
等
を
実
施
 

地
域
づ
く
り
活
動
情

報
シ
ス
テ
ム
｢コ

ラ
ボ

ネ
ッ
ト
｣の

運
営
、
地

域
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
会
議
等
を
実
施
 

 
 

 
①
連
携
･交

流
の
た

め
の
機
会
提
供
 

連
携
･交

流
の
た
め
の
機

会
提
供
 

他
の
活
動
主
体
と
の
連

携
・
交
流
の
機
会
と
な
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
の
開

催
 

適
宜
実
施
 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
｢武

庫

川
か

ら
は

じ
め

る
総

合
治

水
｣
を

開
催

(H
23
.9
) 

「
み

ん
な

で
取

り
組

む
武

庫
川

づ
く

り
交

流
会

」
を

開
催

(H
25
.3
) 

「
第

2
回
み
ん
な
で
取

り
組
む
武
庫
川
づ
く

り
交
流
会
」
を
開
催

(H
25
.1
2)
 

 
 

②
連
携
･交

流
の
た

め
の
情
報
提
供
 

連
携
･交

流
の
た
め
の
情

報
提
供
 

活
動
主
体
の
概
要
と
そ

の
活
動
内
容
な
ど
の
情

報
提
供
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用

し
た
情
報
提
供
の
実
施
 

－
 

活
動

団
体

の
概

要
や

活
動

内
容

を
分

か
り

や
す

く
情

報
提

供
で

き
る

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
内

容
に

つ
い

て
検

討
 

活
動
団
体
の
概
要
や

活
動
内
容
を
分
か
り

や
す
く
情
報
提
供
で

き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
内
容
に
つ
い
て
検

討
 

 
 

(3
)
自

律
的

な
流

域
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連

携
 

流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

の
連
携
の
具
体
化
 

流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

の
連
携
の
具
体
化
 

流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形

成
に
向
け
て
、
環
境
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
(
仮
称
)
を

開
催
 

－
 

流
域

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
形
成
に
向
け
て
「
み

ん
な

で
取

り
組

む
武

庫
川
づ
く
り
交
流
会
」

を
開
催
し
た
。
 

流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
形
成
に
向
け
て
「
第

2
回
み
ん
な
で
取
り
組

む
武
庫
川
づ
く
り
交

流
会
」
を
開
催
し
た
。
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管理番号２０［点検票Ⅲ］ 

 

４．点検・評価（Ｃ）及び改善（Ａ） （第１期（H23～H27）） 

 

年度毎の点検・評価（Ｃ） 事業の改善（Ａ）※第１期の総括 

(H23点検・評価) 

・河川整備計画に基づく取り組みの初年度であったことから、広く住民の理解と協力を得

るため、主に下流部築堤区間において住民説明会や地域懇談会等により事業説明や住民

意見聴取に取り組むとともに、得られた意見はできるだけ実施計画に反映した。また、

総合治水の必要性をPRするシンポジウムの開催、ひょうごアドプト、アユの産卵場造成

など、地域住民等との連携に資する取り組みを実施した。 

今後も連携を支援・促進するための取り組みを適宜・適切に実施していく。 

・多様な主体が取り組む武庫川づくりへの支援については、「参画と協働の推進方策」に基

づき、今後も継続して助成や情報提供等の取り組みを実施していく。 

・武庫川流域には環境に関連する団体が多数存在することから、今後、環境を切り口とし

たﾜｰｸｼｮｯﾌﾟを開催するなど、連携の機会や情報提供の支援方策について検討していく。 

 

(H24点検・評価) 

・下流部築堤区間においては、広く住民の理解と協力を得るため、住民説明会や出前講座

等により事業説明や住民意見聴取に努めた。 

・総合治水条例に基づき、地域住民等の幅広い意見を聴きながら｢阪神西部(武庫川流域圏)

地域総合治水推進計画｣を策定した。 

・ひょうごアドプト、アユの産卵場造成など、地域住民等との連携に資する取り組みを実

施した。今後も連携を支援・促進するための取り組みを適宜・適切に実施していく。 

・多様な主体が取り組む武庫川づくりへの支援については、「参画と協働の推進方策」に基

づき、今後も継続して助成や情報提供等の取り組みを実施していく。 

・流域連携促進の足掛かりとするため、主に市民団体を対象とした「みんなで取り組む武

庫川づくり交流会」(H25.3.20)を開催し、今後の流域連携のあり方について参加者とワ

ークショップ形式で議論した。参加者は31名であり、流域連携は大切との意見が大半で

ある一方、現在の団体活動を行ううえで若者不足(団体構成員の高齢化)が課題であると

の意見も多くあった。今後も引き続き、流域連携の促進を図るため、交流会を継続して

開催していく。 

(H25点検・評価) 

・下流部築堤区間においては、広く住民の理解と協力を得るため、住民説明会や出前講座

等により事業説明や住民意見聴取に努めた。 

・総合治水条例に基づく阪神西部(武庫川流域圏)地域総合治水推進協議会を1回開催し、

意見交換を行った。今後も引き続き総合治水の推進に努めていく。 

・ひょうごアドプト、アユの産卵場造成など、地域住民等との連携に資する取り組みを実

施した。今後も連携を支援・促進するための取り組みを適宜・適切に実施していく。 

・多様な主体が取り組む武庫川づくりへの支援については、「参画と協働の推進方策」に基

づき、今後も継続して助成や情報提供等の取り組みを実施していく。 

・流域連携促進の足掛かりとするため、主に市民団体を対象とした「第2回みんなで取り

組む武庫川づくり交流会」(H25.12.15)を開催（参加者70名）。パネルディスカッション

では、流域連携のあり方について、個々の団体での取組だけでは限界があり、幅広い連

携が必要との意見や、世代間の連携も重要で、子供が参加しやすい仕掛けが必要との意

見があった。今後も引き続き、流域連携の促進を図るため、交流会を継続して開催して

いく。 

(H26点検・評価) 

 

(H27点検・評価) 

 

 ＜総合評価＞ 

※＜総合評価＞ ◎：目標を達成した ○：目標を概ね達成した △：目標をやや下回った ▲：目標を下回った 

 

75



管理番号２１［点検票Ⅰ］ 

 

河川整備計画の 

事項・項目 

 

第４章 河川整備の実施に関する事項 

 第４節 河川の維持管理等に関する事項 

  ３ モニタリング 

① 定期的な観測によるデータの把握  ② 事業実施前後のモニタリング 

    ③ 流量観測データの蓄積 

実施目標 

 

治水、利水、環境の観点から河川の総合的な管理を行う。 

１．施策の概要 

 

地球温暖化に伴う気候変化の影響にも留意しつつ、必要な観測データや新たな知見を蓄積する。これらのデータは、河川計画

を含む河川管理技術の向上、河川整備計画の進行管理等に活用すると共に、住民等との情報共有にも努める。 

また、観測精度を維持するため、日常の保守点検を実施するとともに、観測精度向上に向け必要に応じて観測施設の配置、観

測手法等を改善する。 

 

２．期別計画（Ｐ） 

 

河川整備計画の事項・項目 取組方針 点検指標 

期別計画（Ｐ） 

第1期 
（H23～H27） 

第2期 
（H28～H32） 

第3期 
（H33～H37） 

第4期 
（H38～H42） 

３．モニタリング 観測データの活用、

住民等との情報共

有 

・河川管理技術の向上 

・河川整備計画の進行管

理等への観測データ

の活用 

継続的に実施 

住民等との情報共有 継続的に実施 

観測精度の維持･向

上 

日常の保守点検 「兵庫県河川維持管理計画」に基づき実施 

必要に応じた観測施設

の配置・観測手法等の改

善 

必要に応じ実施 

 ①定期的な観測によ

るデータの把握 

定期的･継続的な観

測の実施、データの

蓄積 

流域内雨量､河川水位､

土砂堆積､水質､水温､潮

位の継続調査・データ蓄

積 

継続的に実施 

②事業実施前後のモ

ニタリング 

環境への影響把握、

順応的管理、知見の

蓄積、事業への反映 

魚類、底生動物、植生、

瀬・淵の状況、河川景観

等のモニタリング 

継続的に実施 

③流量観測データの

蓄積 

増水時や平常時の

流況把握 

増水時や平常時の流量

観測データの蓄積 

継続的に実施 
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管
理
番
号
２
１
［
点
検
票
Ⅱ
］
 

３
．
年
度
毎
の
実
績
（
Ｄ
）
 
（
第
１
期
（
H2
3～

H2
7）
）
 

 

 

河
川
整
備
計
画
の
事

項
・
項
目
 

取
組

方
針

 
点

検
指

標
 

期
別
計
画
（
Ｐ
）
 

(第
１
期
) 

実
績

（
Ｄ

）
 

H2
3 

H2
4 

H2
5 

H2
6 

H2
7 

３
．
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
 

観
測

デ
ー

タ
の

活
用
、
住
民
等
と

の
情
報
共
有
 

・
河
川
管
理
技
術

の
向
上
 

・
河
川
整
備
計
画

の
進
行
管
理
等

へ
の
観
測
デ
ー

タ
の
活
用
 

継
続
的
に
実
施
 

･雨
量
、
河
川
水
位
デ
ー
タ
等

を
実
施
設
計
な
ど
に
活
用
 

･
水

位
予

測
シ

ス
テ

ム
構

築
(H
21
)、

氾
濫
予
測
シ
ス
テ
ム

構
築
(H
23
) 

･雨
量
、
河
川
水
位
デ
ー
タ
等
を

河
道
や
遊
水
地
の
設
計
、
青
野

ダ
ム
事
前
放
流
の
実
施
な
ど
に

活
用
 

 

･雨
量
、
河
川
水
位
デ
ー
タ
等
を
河

道
や
遊
水
地
の
設
計
、
青
野
ダ
ム

事
前
放
流
の
実
施
な
ど
に
活
用
 

 

 
 

住
民

等
と

の
情

報
共
有
 

継
続
的
に
実
施
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た

情
報
共
有
を
実
施
 

（「
地
域
の
風
水
害
対
策
情
報

※
」

へ
の
ア
ク
セ
ス
数
：
約

25
万

4
千
件
/年

）
 

※
 
ht
tp
:/
/w
ww
.h
az
ar
dm
ap
.p
re
f.
hy
og
o.
jp
/ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
情

報
共
有
を
実
施
 

（「
地
域
の
風
水
害
対
策
情
報

※
」
へ

の
ア
ク
セ
ス
数
：
約

17
万

2
千
件
/

年
）
 

※
 
ht
tp
:/
/w
ww
.h
az
ar
dm
ap
.p
re
f.
hy
og
o.
jp
/ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
情
報

共
有
を
実
施
 

（「
地
域
の
風
水
害
対
策
情
報

※
」
へ
の

ア
ク
セ
ス
数
：
約

24
万

2
千
件
/年

）
 

※
 
ht
tp
:/
/w
ww
.h
az
ar
dm
ap
.p
re
f.
hy
og
o.
jp
/ 

 
 

観
測

精
度

の
維

持
･向

上
 

日
常

の
保

守
点

検
 

｢兵
庫
県
河
川
維
持

管
理
計
画
｣に

基
 き

実
施
 

巡
視
点
検
を
実
施
し
、
観
測
施

設
の
観
測
精
度
を
維
持
 

巡
視
点
検
を
実
施
し
、
観
測
施
設

の
観
測
精
度
を
維
持
 

巡
視
点
検
を
実
施
し
、
観
測
施
設
の

観
測
精
度
を
維
持
 

 
 

必
要

に
応

じ
た

観
測

施
設

の
配

置
・
観
測
手
法
等

の
改
善
 

必
要
に
応
じ
実
施
 

･巡
視
点
検
の
結
果
、
改
善
の

必
要
な
し
と
判
断
 

・
河
川
監
視
カ
メ
ラ

6
基
増
設
 

巡
視
点
検
の
結
果
、
改
善
の
必
要

な
し
と
判
断
 

巡
視
点
検
の
結
果
、
改
善
の
必
要
な

し
と
判
断
 

 
 

 
①
定
期
的
な
観

測
に
よ
る
デ

ー
タ
の
把
握
 

定
期
的
･継

続
的

な
観
測
の
実
施
、

デ
ー
タ
の
蓄
積
 

流
域
内
雨
量
､河

川
水
位
､土

砂
堆

積
､水

質
､水

温
､

潮
位

の
継

続
調

査
・
デ
ー
タ
蓄
積
 

継
続
的
に
実
施
 

雨
量
、
河
川
水
位
、
水
質
、
水

温
な
ど
の
調
査
お
よ
び
デ
ー

タ
蓄
積
を
実
施
 

雨
量
、
河
川
水
位
、
水
質
、
水
温

な
ど
の
調
査
お
よ
び
デ
ー
タ
蓄

積
を
実
施
 

雨
量
、
河
川
水
位
、
水
質
、
水
温
な

ど
の
調
査
お
よ
び
デ
ー
タ
蓄
積
を

実
施
 

 
 

②
事
業
実
施
前

後
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
 

環
境

へ
の

影
響

把
握
、
順
応
的
管

理
、

知
見

の
蓄

積
、
事
業
へ
の
反

映
 

魚
類

、
底

生
動

物
、
植
生
、
瀬
・

淵
の
状
況
、
河
川

景
観

等
の

モ
ニ

タ
リ
ン
グ
 

継
続
的
に
実
施
 

H2
3
年
度
ま
で
の
３
年
間
に
行

っ
た
ア
ユ
の
生
息
実
態
調
査

結
果
の
総
括
を
実
施
。
総
括
結

果
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

す
る
ほ
か
、
講
演
会
で
報
告
を

行
う
な
ど
、
周
知
に
努
め
た
。
 

河
川
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
(貴

重
種
)を

実
施
。
 

武
庫
川
上
流
部
や
武
庫
川
峡
谷

で
の
貴
重
種
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
実
施
 

武
庫
川
上
流
部
や
武
庫
川
峡
谷
で

の
貴
重
種
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実

施
 

 
 

③
流
量
観
測
デ

ー
タ
の
蓄
積
 

増
水

時
や

平
常

時
の
流
況
把
握
 

増
水

時
や

平
常

時
の

流
量

観
測

デ
ー
タ
の
蓄
積
 

継
続
的
に
実
施
 

増
水
時
お
よ
び
平
常
時
の
流

量
観
測
を
実
施
 

平
常
時
の
流
量
観
測
を
実
施
 

増
水
時
お
よ
び
平
常
時
の
流
量
観

測
を
実
施
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管理番号２１［点検票Ⅲ］ 

 

４．点検・評価（Ｃ）及び改善（Ａ） （第１期（H23～H27）） 

 

年度毎の点検・評価（Ｃ） 事業の改善（Ａ）※第１期の総括 

(H23点検結果) 

・雨量や河川水位等の定期的な観測、および増水時・平常時の流量観測、

モニタリング調査を実施した。また、これらのデータ活用についても取

り組んだ。今後も引き続き継続的に実施していく。 

・河川水位などの観測データについてはホームページでの公開を行い、住

民等との情報共有に努めており、今後も継続的に実施していく。 

・観測施設については、今後も適正な保守に努め、観測精度の維持・向上

に努めていく。 

・水位予測及び氾濫予測システムについては、観測データを活用し、予測

精度向上に努めていく。 

 

 

(H24点検・評価) 

・雨量や河川水位等の定期的な観測、平常時の流量観測、モニタリング調

査を実施した。また、これらのデータ活用についても取り組んだ。今後

も引き続き継続的に実施していく。 

・河川水位などの観測データについてはホームページでの公開を行い、住

民等との情報共有に努めており、今後も継続的に実施していく。 

・観測施設については、今後も適正な保守に努め、観測精度の維持・向上

に努めていく。 

・水位予測及び氾濫予測システムについては、観測データを活用し、予測

精度向上に努めていく。 

 

(H25点検・評価) 

・雨量や河川水位等の定期的な観測、平常時の流量観測、モニタリング調

査を実施した。また、これらのデータ活用についても取り組んだ。今後

も引き続き継続的に実施していく。 

・河川水位などの観測データについてはホームページでの公開を行い、住

民等との情報共有に努めており、今後も継続的に実施していく。 

・観測施設については、今後も適正な保守に努め、観測精度の維持・向上

に努めていく。 

・水位予測及び氾濫予測システムについては、観測データを活用し、予測

精度向上に努めていく。 

 

(H26点検・評価) 

 

 

 

 

 

 

(H27点検・評価) 

 

 

 

 

 

 

  ＜総合評価＞ 

※＜総合評価＞ ◎：目標を達成した ○：目標を概ね達成した △：目標をやや下回った ▲：目標を下回った 
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管理番号２２［点検票Ⅰ］ 

 

河川整備計画の 

事項・項目 

 

第４章 河川整備の実施に関する事項 

 第４節 河川の維持管理等に関する事項 

  ４ 河川整備計画のフォローアップ 

（１）河川整備計画の進行管理  （２）フォローアップ委員会の設置 

  （３）地域住民等との情報の共有 

実施目標 

 

河川整備計画の着実な推進。 

１．施策の概要 

 

ＰＤＣＡサイクルの考え方に基づいた進行管理、フォローアップ委員会の設置を行うとともに、地域住民等との情報の共有

化を図る。 

２．期別計画（Ｐ） 

 

河川整備計画の事項・項目 取組方針 点検指標 
期別計画（Ｐ） 

第1期 
（H23～H27） 

第2期 
（H28～H32） 

第3期 
（H33～H37） 

第4期 
（H38～H42） 

(1)河川整備計画の進行管

理 

ＰＤＣＡサイクル

の考え方に基づい

た進行管理を図る

仕組みの導入 

ＰＤＣＡサイクル

の考え方に基づい

た進行管理の実施 

継続的に実施 

(2)フォローアップ委員会

の設置 

フォローアップ委

員会の設置 

フォローアップ委

員会の開催 

継続的に実施 

(3)地域住民等との情報の

共有 

地域住民等との情

報の共有化 

施策･事業の実施

状況等の情報発信 

継続的に実施 
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管
理
番
号
２
２
［
点
検
票
Ⅱ
］
 

３
．
年
度
毎
の
実
績
（
Ｄ
）
 
（
第
１
期
（
H2
3～

H2
7）
）
 

 

 

河
川
整
備
計
画
の
事

項
・
項
目
 

取
組

方
針

 
点

検
指

標
 

期
別
計
画
（
Ｐ
）
 

(第
１
期
) 

実
績

（
Ｄ

）
 

H2
3 

H2
4 

H2
5 

H2
6 

H2
7 

(1
)
河

川
整

備
計

画

の
進
行
管
理
 

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

の
考

え
方

に
基

づ
い

た
進

行
管

理
を

図
る

仕
組
み
の
導
入
 

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
の
考
え
方
に
基

づ
い
た
進
行
管
理

の
実
施
 

継
続
的
に
実
施
 

進
行
管
理
の
仕
組
み
を
検
討
 

第
２
回
委
員
会
に
お
い
て
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
考
え

方
に
基
づ
い
た
進
行
管
理
方

法
に
つ
い
て
提
案
し
、
了
承

を
得
た
。
 

第
３
回
委
員
会
で
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
の
考
え
方
に
基
づ
い
た

進
行
管
理
を
実
施
 

 
 

(2
)
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ

プ
委
員
会
の
設
置
 

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
委

員
会

の
設

置
･開

催
 

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

委
員
会
の
開
催
 

継
続
的
に
実
施
 

９
月
に
設
置
し
第
１
回
委
員
会

を
開
催
(H
23
.9
) 

第
２
回
委
員
会
を
開
催
 

(H
24
.1
1)
 

第
３
回
委
員
会
を
開
催
 

(H
25
.1
0)
 

 
 

(3
)
地

域
住

民
等

と

の
情
報
の
共
有
 

地
域

住
民

等
と

の
情

報
の

共
有

化
 

施
策

･
事

業
の

実

施
状
況
等
の
情
報

発
信
 

継
続
的
に
実
施
 

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
｢武

庫
川
か
ら
は

じ
め
る
総
合
治
水
｣ 

（
H2
3.
9
開
催
、
参
加
者
約

45
0
人
）
 

・
事
業
説
明
会
、
現
地
説
明
会
、
出

前
講
座
（
H2
3.
5～

H2
4.
3（

50
回
開

催
）
参
加
者
累
計
約

1,
90
0
人
）
 

・
武
庫
川
河
川
整
備
地
域
懇
談
会
 

（
H2
3.
8～

H2
4.
1（

全
３
回
完
了
））

 

・
ﾊﾟ
ﾝﾌ
ﾚｯ
ﾄ(
5,
00
0
部
)、

ﾘｰ
ﾌﾚ
ｯﾄ

(5
0,
00
0
部
)の

発
行
 

・
事
業
概
要
説
明
チ
ラ
シ
の
配
布
 

（
下
流
部
築
堤
区
間
の
沿
川
約

17
万
戸
を
対
象
に
配
布
）
 

・
広
報
誌
、
ﾎｰ
ﾑﾍ
ﾟｰ
ｼﾞ
へ
の
掲
載
 

・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
 

・
現
地
広
報
看
板
(2
1
箇
所
)・

意

見
募
集
箱
(6

箇
所
)の

設
置
 

 

・
事
業
説
明
会
、
現
地
説
明

会
、
出
前
講
座
（
H2
4.
4～

H2
5.
3）
（
21

回
開
催
）
参

加
者
累
計
約
 
65
5
人
 

・
事
業
概
要
説
明
チ
ラ
シ
を

配
布
（
34
,0
00

部
）、

 
・
工
事
説
明
チ
ラ
シ
を
配
布

（
10
,8
00

部
）、

 
・
井
戸
利
用
の
実
態
調
査
票

の
配
布
（
95
,0
00

部
）
 

・
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
 

・
現
地
広
報
看
板
(2
1
箇
所
)

に
よ
り
工
事
概
要
を
周
知
 

  

・
事
業
説
明
会
、
現
地
説
明
会
、

出
前
講
座
（
H2
5.
4～

H2
6.
3）

（
20

回
開
催
）
参
加
者
累
計

約
 
37
0
人
 

・
事
業
概
要
・
工
事
説
明
チ
ラ

シ
を
配
布
（
10
,0
00

部
）、

 

・
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
 

・
現
地
広
報
看
板
(2
1
箇
所
)に

よ
り
工
事
概
要
を
周
知
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管理番号２２［点検票Ⅲ］ 

 

４．点検・評価（Ｃ）及び改善（Ａ） （第１期（H23～H27）） 

 

年度毎の点検・評価（Ｃ） 事業の改善（Ａ）※第１期の総括 

(H23点検・評価) 

・ＰＤＣＡサイクルの考え方に基づいた進行管理を図る仕組みについて検討。 

今後、具体化を図り、河川整備計画の進行管理に適用していく。 

・フォローアップ委員会を９月に設置、第１回委員会を開催。今後も定期的に開催する。 

・事業内容等を紹介するホームページ※へのアクセス数［243件/月（7～9月の平均）→485件/

月（1～3 月の平均）］や住民からの計画に対する問合せの増加は、シンポジウムや説明会な

ど｢地域住民等との情報の共有｣に積極的に取り組んだことによる効果と考えている。今後も

継続して情報発信を行っていく。 

※「（阪神南地域）武庫川河川整備事業について」 

http://web.pref.hyogo.lg.jp/hs04/hs04_4_000000033.html 

 

(H24点検・評価) 

・ＰＤＣＡサイクルの考え方に基づいた進行管理方法について提案し、了承を得た。今後、河

川整備計画の進行管理に適用し、委員会からの意見を聞いて整備計画の次なる進行と改善に

努めていく。 

・第２回フォローアップ委員会を11月に開催。今後も定期的に開催する。 

・事業内容等を紹介するホームページ※へのアクセス数は、月平均で350件（H24.4～H25.3の

平均）を超えるなど住民等の関心の高さを示しており、説明会や出前講座など｢地域住民等

との情報の共有｣に積極的に取り組んだことによる効果と考えている。今後も継続して情報

発信を行っていく。 

※「（阪神南地域）武庫川河川整備事業について」 

http://web.pref.hyogo.lg.jp/hs04/hs04_4_000000033.html 

(H25点検・評価) 

・ＰＤＣＡサイクルの考え方に基づいた進行管理を実施。今後、委員会からの意見を聞いて整

備計画の次なる進行と改善に努めていく。 

・第３回フォローアップ委員会を10月に開催。今後も定期的に開催する。 

・事業内容等を紹介するホームページ※へのアクセス数は、月平均で290件（H25.4～H26.3の

平均）を超えるなど住民等の関心の高さを示しており、説明会や出前講座など｢地域住民等

との情報の共有｣に積極的に取り組んだことによる効果と考えている。今後も継続して情報

発信を行っていく。 

※「（阪神南地域）武庫川河川整備事業について」 

http://web.pref.hyogo.lg.jp/hs04/hs04_4_000000033.html  

(H26点検・評価) 

 

 

 

 

(H27点検・評価) 

 

 

 

 

 ＜総合評価＞ 

※＜総合評価＞ ◎：目標を達成した ○：目標を概ね達成した △：目標をやや下回った ▲：目標を下回った 
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